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論 文 概 要  
 
【目 的 】  
  転 倒 は 、 何 ら か の 原 因 に よ っ て 姿 勢 制 御 が 不 能 に な っ た 場 合 、 す
な わ ち 身 体 の 正 常 位 置 が 企 図 に 反 し て 大 き く ズ レ 、 姿 勢 反 射 で 対 応
しえな い結 果 発 生 する 。 地 域 高 齢 者 の転 倒 発 生 率 につ いて は、 日 本
では 1 年 間 に 20% 前 後 であ り、 そして 転 倒 の 5～ 10% に 骨 折 が 発 生 す
る と 報 告 さ れ て い る ( 鈴 木 ， 2 003 ) 。 転 倒 後 の 骨 折 に よ る 損 傷 か ら 「 寝
た き り 」 の 原 因 と な る こ と が あ り 、 さ ら に 認 知 機 能 障 害 を 有 す る 高 齢 者
は 、 転 倒 後 に 重 篤 な 傷 害 を 負 う こ と か ら 、 転 倒 予 防 に 対 す る 意 識 が
高 まっ て き て いる 。 転 倒 予 防 の た め の 評 価 は 、 転 倒 の危 険 性 の ある 対
象 者 を 抽 出 し 、 転 倒 予 防 を 実 施 す る 最 初 の ス テ ッ プ と し て 重 要 で あ り 、
こ れ ま で に 多 く の 転 倒 予 測 評 価 が 開 発 さ れ て い る 。 そ の 中 で 、 注 意 の
分 散 に よ り 歩 行 速 度 が 低 下 す る 虚 弱 高 齢 者 は 転 倒 す る リ ス ク が 非 常
に高 い こ とが L a n c e t に紹 介 さ れ て以 来 、 多 重 課 題 条 件 下 でのパ フォ
ーマン ス評 価 が 近 年 注 目 され てい る 。  
 虚 弱 高 齢 者 に お け る 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 の ス ク リ ー ニ ン グ 法 と し て 、 多
重 課 題 条 件 下 での 歩 行 時 間 や T im ed  Up  a n d  G o  T e s t などが 有 用
であ る と 報 告 さ れて い る 。しか し 、 転 倒 リ スク とし て広 く 用 いら れ て いる 転
倒 ス コ ア と 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 の 関 係 を 調 査 し た も の は な
い 。 さ ら に 、 多 重 課 題 下 で の ト レ ー ニ ン グ の 転 倒 予 防 効 果 に つ い て 、
虚 弱 や 要 介 護 高 齢 者 を 対 象 と し た 報 告 は 少 な か ら ず 存 在 す る も の の 、
要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢 者 を 対 象 と し た 効 果 に つ い て は 明 ら
か になっ て いな い 。  
 そ こ で 本 研 究 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 転 倒 リ ス ク と 多 重 課 題
法 を 用 いた 転 倒 予 防 に関 する 研 究 の もと、 以 下 の 4 点 を 明 ら か にする
ことを 目 的 とした 。  
1 )  茨 城 県 N 市 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 転 倒 ス コアを 利 用 し て 転 倒 リ ス
ク を 調 査 す る こと 。  
2 )  基 本 チ ェ ック リスト と 転 倒 スコ アを 併 せ て 検 討 し 、 二 次 予 防 事 業 対
象 者 のう ち どのよ う な高 齢 者 が転 倒 し やすいか を 把 握 す る こと 。  
3 )  地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 で の歩 行 能 力 と 転
倒 リスク との 関 係 を 明 ら か にする こ と 。  
4 )  二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に多 重 課 題 条 件 下 でのト レーニ ン
グを 実 施 し、 身 体 ・ 認 知 機 能 、 多 重 課 題 条 件 下 での 歩 行 能 力 、
立 位 バラ ンス 能 力 、 さら に転 倒 リ スク の 変 化 を 検 討 する こ と 。  
 
【対 象 と 方 法 】  
本 研 究 の 対 象 者 は 、目 的 1 )～4 )に 沿 っ て示 した 。  
1 ) 茨 城 県 N 市 に 在 住 して いる 介 護 認 定 を 受 けて い ない 6 5 歳 以 上 の
高 齢 者 7 , 1 2 3 名 ( 平 均 年 齢 7 5 . 4 歳 ) を 対 象 とした 。 回 収 数 は 、 4 , 2 0 0
名 ( 回 収 率 59 . 0 % ) で あ り 、 そ の う ち 、 無 効 回 答 ( 1 か 所 以 上 無 記
入 ) 4 5 5 名 を 除 く 3 , 7 4 5 名 ( 平 均 年 齢 7 5 . 3 ±6 . 4 歳 、男 性 1 , 6 6 3 名 、
女 性 2 , 0 8 2 名 )を 対 象 とした 。  
2 ) 茨 城 県 N 市 に 在 住 して いる 介 護 認 定 を 受 けて い ない 6 5 歳 以 上 の
高 齢 者 7 , 1 2 3 名 を 対 象 とした 。返 送 さ れた 質 問 紙 は、 4 , 2 0 0 名 ( 回 収
率 59 . 0 % ) で あ り 、 そ の う ち 、 無 効 回 答 ( 1 か 所 以 上 無 記 入 が あ る も
の ) 5 5 7 名 を 除 く 3 , 6 4 3 名 ( 有 効 回 答 率 51 . 1 % 、 平 均 年 齢 75 . 1 ± 6 . 3
歳 、 男 性 1 , 6 2 6 名 、女 性 2 , 0 1 7 名 )を 解 析 対 象 とした 。  
3 ) 茨 城 県 N 市 の 平 成 2 3 年 度 介 護 予 防  ( 一 次 予 防 ) 事 業 に 参 加 し
た 一 般 高 齢 者 35 名 を 対 象 とした 。  
4 ) 茨 城 県 N 市 に て 、 20 11 年 12 月 ～ 2 013 年 7 月 に開 催 された 介 護
予 防 教 室 に参 加 し た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 4 7 名 で、 デ ータ が不 完
全 で あっ た 5 名 を 除 く 42 名 を 解 析 対 象 とした 。  
 対 象 地 域 で ある 茨 城 県 N 市 は 、 東 は 北 浦 、 西 は 霞 ヶ 浦 と いう 二 つ
の広 い 湖 に 挟 まれ 、 東 西 の 湖 岸 部 分 は 低 地 、 内 陸 部 は 標 高 30 m 前
後 の丘 陵 台 地 によ り形 成 さ れ てい る 。 全 人 口 は 37 , 5 4 1 人 で あり そのう
ち高 齢 者 人 口 は 1 0 , 4 1 1 人 、 高 齢 化 率 27 . 7 % で ある  ( 平 成 24 年 3
月 現 在 )。  
本 研 究 の 調 査 内 容 は 、 目 的 1 ) およ び 2 )の 研 究 は 、 年 齢 、 性 別 、
基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 、 １ 年 間 の 転 倒 の 有 無 と そ の 回 数 お よ び 転 倒 ス コ ア
とした 。 目 的 3 )の研 究 は 、課 題 の ない 1 0m 自 由 歩 行 と 、課 題 を 遂 行
しながら の 歩 行 を 行 う 2 条 件 で行 っ た 。 多 重 課 題 は、 お盆 の上 に 水 の
入 っ た 4 つの コ ップ を 持 つ課 題 、引 き 算 の問 題 を 聞 き 取 りながら 計 算
する 課 題 、文 章 を 朗 読 する 課 題 、 5 0 か ら 2 を 順 次 引 く 課 題 の 4 つと
した 。また 、 認 知 機 能 の評 価 として M in i -M en t a l  S t a t e  E x am i n a t i o n  
(以 下 、M MSE ) 、T r a i l  M ak i n g  T e s t  A 、B  (以 下 、T MT A 、 B )を 用 いた 。
転 倒 リ スク 調 査 は 、 過 去 1 年 間 の転 倒 回 数 と転 倒 ス コアを 用 いた 。 歩
行 能 力 の 評 価 は 、 10m 歩 行 時 間 、 歩 幅 、 歩 数 を 採 用 し た 。 目 的 5 )
の 研 究 は 、 質 問 紙 に よ る 面 接 聞 き 取 り 調 査 、 身 体 形 態 ・ 機 能 測 定 、
10m 歩 行 評 価 、 立 位 バ ラ ン ス 評 価 を 実 施 し 、 教 室 開 始 時 と 教 室 終
了 時 に 同 じ 調 査 、 測 定 を 行 っ た 。 質 問 項 目 は 、 属 性  ( 年 齢 、 性 別
等 ) の ほ か 、 認 知 機 能 、 転 倒 恐 怖 感 、 転 倒 歴 、 転 倒 ス コ ア を 評 価 し た 。
身 体 形 態 ・機 能 測 定 項 目 は 、身 体 形 態 は 、 Bo dy  M a s s  I n d e x ( 以 下 、
BMI ) 、 骨 格 筋 量 の 2 項 目 と し た 。 身 体 機 能 測 定 は 、 左 、 右 握 力 、 5
回 立 ち座 り時 間 、フ ァンク ショ ナル リー チ 、最 大 1 歩 幅 、T im ed  Up  a n d  
Go  T e s t (以 下 、T UG )、 片 脚 立 位 時 間 の 7 項 目 で ある 。 歩 行 評 価 は、
10m の 歩 行 に 要 す る 時 間 と 歩 数 を 計 測 し た 。 歩 行 課 題 は 、 普 段 から
歩 い て い る ス ピ ー ド で の 歩 行 、 全 力 の ス ピ ー ド で の 歩 行 、 多 重 課 題 歩
行 とした 。 立 位 バラ ンスは 、 30 秒 間 の 静 止 立 位 、 多 重 課 題 立 位 時 の
総 軌 跡 長 、 実 行 面 積 、 矩 形 面 積 を 評 価 し た 。 歩 行 、 立 位 バ ラ ン ス 時
の 多 重 課 題 は 、 4 つ の 水 の 入 っ た コ ッ プ を 乗 せ た お 盆 を 持 つ 課 題 、
100 か ら 2 を 減 算 す る課 題 、野 菜 の 名 前 を 列 挙 す る課 題 、 4 つの 水 の
入 っ た コ ップ を 乗 せ た お盆 を 持 つ課 題 と 5 0 か ら 2 を 減 算 す る課 題 を
同 時 に 行 う 課 題 、  4 つ の 水 の 入 っ た コ ッ プ を 乗 せ た お 盆 を 持 つ 課 題
と動 物 の 名 前 を 列 挙 す る課 題 を 同 時 に行 う こと とした 。  
目 的 1 ) 、2 ) 、4 )の 研 究 は 、 アール 医 療 福 祉 専 門 学 校 倫 理 審 査 委
員 会 、 目 的 3 ) の 研 究 は 筑 波 大 学 人 間 総 合 科 学 研 究 科 研 究 倫 理
審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た 。 目 的 1 ) 、 2 ) の 研 究 は 、 対 象 者
に 本 研 究 の 概 要 を 書 面 で 調 査 の 目 的 を 説 明 し 、 返 送 さ れ た こ と を も
っ て 同 意 と し た 。 目 的 3 ) 、 4 ) の 研 究 は 、 対 象 者 に 書 面 と 口 頭 で 調 査
の 目 的 を 説 明 し 、 参 加 は 自 由 意 思 に よ る も の で あ る こ と 、 不 利 益 を 受
け ず 随 時 撤 回 で き る こ と を 確 認 し た 上 で 、 書 面 に て 本 人 の 同 意 を 得
た 。  
  
【結 果 】  
 本 研 究 の結 果 は 、目 的 1 )～4 )に 沿 っ て示 した 。  
1 ) 過 去 1 年 間 の転 倒 歴 は 26 . 4 % であ り 、平 均 転 倒 スコ アは 、 7 . 0± 3 . 8
点 で あ っ た 。 過 去 の転 倒 を 判 別 す る カ ッ ト オ フ 値 の 結 果 、 8 点 で 感 度
65％ 、特 異 度 67％ が得 ら れた 。 さら に 、 転 倒 回 数 別 での転 倒 ス コアに
お い て 有 意 な 差 が 見 ら れ た 。 転 倒 ス コ ア の 陽 性 頻 度 は 、 感 覚 ・ 認 知
機 能 等 にお け る項 目 で 高 か っ た 。  
2 ) 二 次 予 防 事 業 対 象 者 と 非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 比 較 で は 、 平
均 年 齢 、 転 倒 歴 、 転 倒 ス コ ア で 有 意 差 が 見 ら れ た 。 ま た 、 転 倒 な し を
基 準 とした 際 、 1 回 ／年 転 倒 の オ ッズ 比 は運 動 機 能 該 当 4 . 5 2 、認 知
機 能 該 当 1 . 3 9 で あり 、2 回 以 上 ／ 年 転 倒 では 、運 動 機 能 該 当 5 . 8 1 、
口 腔 機 能 該 当 1 . 8 8 、 閉 じこも り該 当 1 . 3 1 、 認 知 機 能 該 当 1 . 4 2 、うつ
傾 向 該 当 1 . 4 1 で あっ た 。  
3 ) 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率 に お い て 歩 行 時 間
は 16 ％ ～ 37 ％ の 増 加 、 歩 幅 は 9 ％ ～ 15 ％ の 減 少 、 歩 数 は 12 ％ ～
22％ の増 加 を 示 し た 。 さら に 、 歩 行 能 力 変 化 率 と 転 倒 ス コア 合 計 点 と
の 相 関 は 聴 覚 課 題 の 歩 幅 と 有 意 な 低 い 負 の 相 関 、 歩 数 と 有 意 な 低
い 正 の 相 関 を 示 し た が 、 そ の 他 の 項 目 に お い て は 有 意 な 相 関 は 認 め
ら れなか っ た 。  
4 ) 教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 特 性 は 、 両 群
と も に 性 別 や 年 齢 に 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 ま た 認 知 機 能 評 価 、
転 倒 恐 怖 感 、 過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数 、 転 倒 ス コ ア に お い て も 有 意
差 はみら れなか っ た 。身 体 、体 力 測 定 では、 BMI 、T UG で 両 群 間 に 有
意 差 が み ら れ た が 、 そ の 他 の 項 目 で は 、 両 群 間 に 有 意 な 差 は み ら れ
な か っ た 。 ま た 、 歩 行 能 力 で は 通 常 歩 行 、 全 力 歩 行 、 多 重 課 題 歩 行
に お け る 時 間 、 歩 数 全 て の 項 目 に お い て 、 両 群 間 で 有 意 な 差 は み ら
れ な か っ た 。 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 認 知 機 能 と 体 力 測
定 の 教 室 前 後 変 化 で は 、 多 重 課 題 介 入 群 は 、 教 室 開 始 前 に 比 べ
MMS E で 有 意 な 増 加 、 転 倒 ス コアで 有 意 な 減 少 、 5 回 立 ち座 り時 間
で 有 意 な 減 少 が み ら れ た 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意
差 はみら れなか っ た 。対 照 群 は、 教 室 開 始 前 に 比 べ T M T -B で 有 意
な減 少 、 5 回 立 ち 座 り 時 間 で有 意 な 減 少 、 最 大 1 歩 幅 で 有 意 な増
加 が み ら れ た 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 差 は み ら れ
な か っ た 。 歩 行 能 力 の 教 室 前 後 変 化 で は 、  多 重 課 題 介 入 群 は 、
教 室 開 始 前 に 比 べ 全 力 歩 行 時 間 、 多 重 課 題 歩 行 時 間 で 有 意 な 減
少 み ら れ た 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 差 は み ら れ な
か っ た 。  対 照 群 は 、 教 室 開 始 前 に 比 べ 通 常 歩 行 時 間 で 有 意 な 減
少 が み ら れ た 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 差 は み ら れ
なか っ た 。 二 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 、 転 倒 ス コア と最 大 1 歩 幅 に 交
互 作 用 が み ら れ 、 転 倒 ス コ ア は 、 多 重 課 題 介 入 群 が 対 照 群 よ り 、 最
大 1 歩 幅 は、 対 照 群 が多 重 課 題 介 入 群 よ り 各 々 改 善 していた 。  
 
【考 察 】  
 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 とした 第  2  章 の研 究 結 果 か ら 、過 去 1 年
間 の 転 倒 回 数 が 多 く な れ ば 、 転 倒 ス コ ア の 得 点 も 高 く な り 、 さ ら に 転
倒 ス コ ア の 感 覚 ・ 認 知 機 能 項 目 に お い て 転 倒 率 が 高 い こ と が 示 さ れ
た 。 こ の こ とか ら 、 感 覚 ・ 認 知 機 能 に 着 目 し た 転 倒 予 防 の 重 要 性 が 示
唆 さ れた 。  
 第 3 章 の研 究 結 果 では 、 地 域 在 住 高 齢 者 は 運 動 機 能 だ けでは な
く 、口 腔 機 能 やうつ 、 認 知 機 能 な どが 転 倒 リスク と 関 連 し ていた 。 介 護
予 防 教 室 に 参 加 す る 二 次 予 防 事 業 対 象 高 齢 者 は 転 倒 ハ イ リ ス ク 者
で あ り 、 転 倒 予 防 の た め の 介 入 教 室 運 営 上 の 注 意 が 必 要 と 思 わ れ
た 。  
 第 4 章 の研 究 に おいて 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 す る 転 倒 予 測 法 と し
て 多 重 課 題 法 は 有 用 で あ り 、 課 題 と し て は 、 聴 覚 課 題  ( 計 算 問 題 を
聞 き 取 り 、 計 算 し 、 さら に計 算 問 題 の 解 答 を 答 える と いう 同 時 に 3 つの
課 題 を 処 理 しな が ら 歩 行 す るも の )のよ うなや や 複 雑 な 課 題 が 適 し て い
ると 思 わ れた 。  
 第 5 章 の 研 究 で は、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 転 倒 予 防 を 取
り 入 れ た 介 護 予 防 教 室 を 実 施 し た 。 多 重 課 題 介 入 群 に お い て 、 転
倒 リ ス ク の 減 少 が 認 め ら れ た 。 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 転 倒 リ ス ク を
減 少 さ せ る た め に は 、 従 来 か ら 実 施 さ れ て い る 筋 力 ト レ ー ニ ン グ や 柔
軟 体 操 の よ う な 転 倒 予 防 体 操 だ け で な く 、 様 々 な 課 題 に 注 意 を 向 け
な が ら の 多 重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ が 効 果 的 で あ る と 思 わ れ
る。  
 
【結 論 】  
 本 研 究 の 対 象 地 域 在 住 高 齢 者 は 、 転 倒 回 数 が 多 く な れ ば 転 倒 ス
コ ア の 得 点 も 高 く な り 、 転 倒 ス コ ア の 小 項 目 で あ る 感 覚 ・ 認 知 機 能 に
お い て 転 倒 率 が 高 か っ た 。 ま た 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 転 倒 リ ス ク の 関 係
を 調 査 し た 結 果 、 運 動 機 能 だ け で な く 、 認 知 機 能 や う つ 傾 向 な ど が
転 倒 リ ス ク と 関 連 し て い た 。 認 知 機 能 に 着 目 し た 多 重 課 題 法 は 、 転
倒 リ ス ク 法 と し て 有 用 で あ り 、 課 題 と し て は 、 問 題 を 聞 き 取 り な が ら 計
算 す る な ど の や や 複 雑 な 課 題 が 適 し て い る と 思 わ れ た 。 さ ら に 、 二 次
予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し た と こ ろ 、
転 倒 リ スク は 多 重 課 題 介 入 群 が 対 照 群 よ り 、よ り 改 善 していた 。  
こ の こ と か ら 、 転 倒 予 防 を 取 り 入 れ た 介 護 予 防 教 室 で は 、 従 来 か ら
実 施 さ れ て い る 筋 力 ト レ ー ニ ン グ や 柔 軟 体 操 に と ど ま ら ず 、 様 々 な 課
題 に 注 意 を 向 け な が ら の 多 重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ が 効 果 的
であ ると 思 われ る 。  
第 1 章  序 論  
 
第 1 節  研 究 背 景  
 
1 - 1 - 1 .  我 が国 にお ける 高 齢 者 人 口 の推 移  
 
高 齢 者 人 口 (平 成 23 年 9 月 15 日 現 在 )は 2 , 9 8 0 万 人 で 、総 人
口 に占 め る割 合 は 23 . 3 % となっ てい る 。 年 齢 階 級 別 に みる と、 70 歳 以
上 は 2 , 1 9 7 万 人 ( 総 人 口 の 1 7 . 2 % )、 75 歳 以 上 は 1 , 4 8 0 万 人 ( 同
11 . 6 % ) 、8 0 歳 以 上 は 86 6 万 人 ( 同 6 . 8 % ) となっ てい る 。高 齢 者 の 人 口
推 移 は 、 昭 和 25 年 は 411 万 人 で総 人 口 に 占 める 割 合 は 4 . 9 % にす
ぎなか っ た が 、 平 成 2 年 には 1 , 4 9 3 万 人 ( 総 人 口 の 12 . 1 % ) 、平 成 7
年 は 1 , 8 2 8 万 人 ( 同 1 4 . 6 % ) 、平 成 1 2 年 は 2 , 2 0 4 万 人 ( 同 17 . 4 % )、
平 成 1 7 年 は 2 , 5 7 6 万 人 ( 同 20 . 2 % )、 平 成 2 2 年 は 2 , 9 5 6 万 人 ( 同
23 . 1 % ) と 人 口 数 、 総 人 口 数 に 対 する 割 合 とも に増 加 して い る ( 総 務 省
2011 ) 。さら に今 後 は、 いわ ゆる 「団 塊 の世 代 」が 65 歳 以 上 と なる 平 成
27 年 には 3 , 3 9 5 万 人 とな り、 「団 塊 の世 代 」が 75 歳 以 上 と なる 平 成
37 年 には 3 , 6 5 7 万 人 に 達 す る と見 込 ま れ てい る 。その 後 も高 齢 者 人
口 は増 加 を 続 け 、 平 成 5 4 年 に 3 , 8 7 8 万 人 で ピーク を 迎 え、そ の後 は
減 少 に 転 じ る と 推 計 さ れ て い る ( 内 閣 府 ， 2 012 ) 。 高 齢 者 の 増 加 に 伴





1-1- 2 .  介 護 保 険 制 度 にお ける 介 護 認 定 者 数 の推 移  
 
長 寿 ・ 高 齢 化 の 進 展 を 踏 ま え た 高 齢 者 の 介 護 を め ぐ る 問 題 は 、 ①
出 生 率 の 低 下 と 平 均 寿 命 の 伸 張 に よ る 急 速 な 少 子 高 齢 化 ② 高 齢
化 の 進 展 に 伴 う 要 介 護 高 齢 者 の 増 加 ③ 介 護 の 長 期 化 ・ 重 度 下 ④
家 族 の 介 護 機 能 の 低 下 な ど が 挙 げら れ て い る 。 介 護 保 険 制 度 は 、高
齢 者 介 護 を 社 会 全 体 で 支 える 仕 組 み として 、 1 99 7 年 1 2 月 に制 定 さ
れ、 2000 年 4 月 1 日 か ら 施 行 さ れた 。 その背 景 には 、 わが 国 にお ける
高 齢 者 の 顕 著 な 進 展 に 伴 う 要 介 護 高 齢 者 問 題 の 深 刻 化 が 存 在 し
てい る (介 護 支 援 専 門 委 員 テキ スト 編 集 委 員 会 ，2 012 ) 。  
 介 護 給 付 費 実 態 調 査 によ る と 要 介 護 度 認 定 者 数 は 、 平 成 12 年
では 2 18 万 人 であ っ た ものが平 成 14 年 は 303 万 人 、 平 成 17 年 は
411 万 人 、 平 成 21 年 は 4 69 万 人 と 年 々増 加 して いる 。 ま た 、平 成 1 9
年 の 年 齢 階 級 別 で は 、 65 歳 か ら 69 歳 は 高 齢 者 人 口 の 認 定 率 は
2 . 6 % 、 70 歳 か ら 7 4 歳 は 6 . 3 % 、 75 歳 か ら 79 歳 は 13 . 7 % 、8 0 歳 か ら
84 歳 は 26 . 9 % 、8 5 歳 か ら 8 9 歳 は 45 . 9 % 、 90 歳 以 上 は 6 8 . 0 % と 年 齢
が 上 昇 す る に し た が っ て 、 要 介 護 認 定 率 も 増 加 し て お り 、 80 歳 以 上
か ら 認 定 率 約 3 割 と急 上 昇 して いる 。  
 
1 - 1 - 3 .  高 齢 者 の 介 護 予 防  
 
 国 際 的 に も 類 を 見 な い 速 さ で 人 口 の 高 齢 化 が 進 ん だ わ が 国 で は 、
高 齢 者 の 医 療 と 介 護 の 負 担 を 早 急 に 解 決 す る 方 策 の 1 つ と し て 、
2000 年 4 月 か ら 導 入 さ れた のが 公 的 介 護 保 険 制 度 であ る。 さら に 介
護 予 防 と は 、 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画 の 趣 旨 の 中 で 、 高 齢 者 が で き る
限 り 要 介 護 状 態 に 陥 る こ と な く 、 健 康 で い き い き し た 生 活 が 送 れ る よ う
に支 援 する こ とと 定 義 さ れた もの であ る ( 大 渕 ，2 003 ) 。  
 わ が 国 で は 高 齢 者 が 介 護 サ ー ビ ス を 受 け ず に で き る だ け 元 気 に 暮 ら
し て い け る よ う に 介 護 予 防 事 業 が 存 在 し て い る 。 そ の 施 策 は 介 護 予
防 一 般 高 齢 者 施 策 と 介 護 予 防 特 定 高 齢 者 施 策 に 分 け ら れて いる 。  
 介 護 予 防 一 般 高 齢 者 施 策 は 、 高 齢 者 に 「 介 護 予 防 」 と い う も の を
広 く 周 知 し 、 自 立 し て 元 気 で 暮 ら す た め の 取 り 組 み で あ る 。 そ の 内 容
は 、 「 介 護 予 防 」 に 関 す る 講 演 会 の 開 催 、 介 護 予 防 手 帳 の 配 布 、 ボ
ラ ン テ ィ ア 等 の 人 材 育 成 す る た め の 研 修 、 介 護 予 防 に 資 す る 地 域 活
動 組 織 の 育 成 な ど であ る。  
 ま た 、 介 護 予 防 特 定 高 齢 者 施 策 は 、 身 体 の 機 能 が 若 干 低 下 し 、
近 い 将 来 介 護 サ ー ビ ス を 利 用 す る 可 能 性 が あ る 高 齢 者 を 対 象 に し て 、
そ の 高 齢 者 の 弱 化 し て い る 機 能 を 回 復 す るよ う な 事 業 を 提 供 し て 、 要
支 援 ・ 要 介 護 状 態 に な ら な い よ う に す る こ と を 目 的 と し て い る 。 具 体 的
に は 、 ① 運 動 機 能 の 向 上 、 ② 栄 養 改 善 、 ③ 口 腔 機 能 の 向 上 、 ④ 閉
じこも り 予 防 ・ 支 援 、⑤ 認 知 症 予 防 ・ 支 援 、⑥う つ 予 防 ・ 支 援 に つい て 、
通 所 によ る集 団 的 な事 業 を 中 心 に 必 要 に 応 じ て 個 別 に 訪 問 す るな ど 、
高 齢 者 の 状 態 に 応 じ て 様 々 な メ ニ ュ ー を 組 み 合 わ せ て 無 理 な く 参 加
するよ うにし てい る ( 厚 生 労 働 省 ， 20 13 )。  
 さ ら に 日 本 整 形 外 科 学 会 で は 、 運 動 器 の 障 害 に よ る 要 介 護 の 状
態 や 要 介 護 リ ス ク の 高 い 状 態 を 表 す 新 し い 言 葉 と し て 「 ロ コ モ テ ィ ブ シ
ン ド ロ ー ム （ 以 下 「 ロ コ モ 」 ） （ l o c o mo t i v e  s y n d r o me ） 」 を 提 唱 し 、 和 文
は 「 運 動 器 症 候 群 」 と し て い る 。 と り わ け 主 要 な 機 能 低 下 や 障 害 、 疾
患 として あ げら れる のは 、 ( 1 )バラ ン ス 能 力 の 低 下 、 ( 2 )筋 力 の低 下 、 ( 3 )
骨 粗 鬆 症 、 ( 4 ) 変 形 性 関 節 症 、 ( 5 ) 脊 柱 管 狭 窄 症 の 5 つ が挙 げら れ
る 。 ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム を 予 防 す る に は 、 運 動 器 へ の 過 重 な 負 担
を 減 ら す と 同 時 に 、 適 度 な 運 動 に よ っ て 運 動 器 の 機 能 低 下 を 防 ぎ 、
その働 きを 維 持 す る こと が求 めら れ る 。  
 「 介 護 予 防 」 の 概 念 以 前 に 汎 用 さ れ た 「 寝 た き り 予 防 」 は 、 今 で い う
最 重 度 な 要 介 護 状 態 へ の 移 行 を 防 ぐ こ と であ り 、 「 介 護 予 防 」 は 、よ り
軽 度 な 段 階 も 問 題 視 し て い こ う とす る 概 念 で あ る 。 当 時 、 寝 た きり の 原
因 第 2 位 であっ た 転 倒 等 によ る骨 折 への対 策 が 急 務 と され 、 老 人 保
健 事 業 第 4 次 計 画 に基 づ く保 健 事 業 にお いて は、 要 介 護 認 定 への
ハ イ リ ス ク 者 に 対 し 介 入 す る 観 点 と し て 、 閉 じ こ も り 、 低 栄 養 と 「 転 倒 」
予 防 が 列 挙 さ れた ( 樋 口 ，2 010 ) 。  
 平 成 19 年 度 の 国 民 生 活 基 礎 調 査 に よ る と 、 介 護 が 必 要 と な る 原
因 と し て 、 転 倒 ・ 骨 折 は 脳 血 管 障 害 、 認 知 症 、 高 齢 に よ る 衰 弱 、 関
節 疾 患 につ いで 第 5 位 で あっ た 。 転 倒 によ る社 会 的 ・経 済 的 損 失 は
大 き く 、 1 年 間 の 転 倒 によ る 医 療 ・介 護 費 用 は 7 , 2 0 0 億 円 と推 定 され
てい る (林 ，2 009 ) 。  
 高 齢 化 が 進 み 、 介 護 が 必 要 な 高 齢 者 が 増 加 し て お り 、 そ のう ち 特 に 、
要 介 護 度 が 軽 度 の も の ( 要 支 援 1 、 2 ) が 増 加 し て い る 。 軽 度 ( 要 支 援
1 、 2 ) と は 、 「 要 介 護 状 態 ま で に は い か な い も の の 、 家 事 や 身 の 回 り の
支 度 など の日 常 生 活 に支 援 を 必 要 と する 状 態 」を いう 。こ の要 支 援 1 、
2 のよ う な 軽 度 のも のが 要 介 護 状 態 に な る 原 因 と し て は 、 「 高 齢 によ る
衰 弱 」 、 「 関 節 疾 患 」 、 「 骨 折 ・ 転 倒 」 が 約 半 数 を 占 め て い る 。 関 節 痛
があ るものや 転 倒 を 起 こした ものは 、身 体 を 動 か す 機 会 が 減 少 し てし ま
う こ と が あ り 、 そ れ が 原 因 で 筋 力 低 下 な ど 身 体 の 機 能 が 低 下 し て 動 け
な く な る こ とも あ る 。 こ の 廃 用 性 症 候 群 を 防 止 す るた め には 、 身 体 運 動
が 重 要 で あ る と い わ れ て い る 。 さ ら に 、 廃 用 性 症 候 群 に 陥 っ て し ま っ た
ものは、 骨 粗 鬆 症 になっ た り 転 倒 し や すく なっ た りして 要 支 援 状 態 にな
る危 険 性 が高 く なる (厚 生 労 働 省 ， 20 1 3 ) 。  
介 護 予 防 の 対 策 と し て 、 転 倒 予 防 は 高 齢 者 に と っ て き わ め て 重 要
な課 題 で ある と いえ る。  
 
1-1- 4 .  転 倒 の 定 義 と 高 齢 者 にお ける 転 倒 の 発 生 状 況  
 
 転 倒 は 人 類 が 二 足 歩 行 に な っ た と き か ら 起 こ り う る 現 象 で あ る が 、 転
倒 へ の 関 心 や 予 防 に つ い て 検 討 さ れ た の は ご く 最 近 の よ う で あ る 。 転
倒 の 定 義 と し て は 、 ① 本 人 の 意 思 か ら で は な く 、 ② 地 面 ま た は よ り 低 い
面 に 、 ③ 身 体 が 倒 れ 、 ④ 足 裏 以 外 の 身 体 の 部 分 が 接 触 す る と い う 4
点 が 挙 げ ら れ る 。 し た が っ て 、 転 倒 と は 何 ら か の 原 因 に よ っ て 姿 勢 制
御 が 不 能 と な っ た 場 合 、 す な わ ち 身 体 の 正 常 位 置 が 企 図 に 反 し て 大
き く ず れ 、 姿 勢 反 射 で は 対 応 し き れ な い 結 果 発 生 す る 現 象 と い わ れ て
いる 。  
地 域 在 住 高 齢 者 の転 倒 発 生 状 況 は 、本 邦 で は 1 年 間 に 20％ 前
後 と さ れ て い る ( 安 村 ， 19 99 ) 。 在 宅 高 齢 者 に お け る 転 倒 の 年 間 発 生
率 を 調 査 し た 研 究 で は 、 秋 田 県 N 市 で は 、 男 性 17 . 3 % 、 女 性
15 . 6 % (安 村 ，19 94 ) 、新 潟 県 N 村 では 、平 均 1 9 . 8 % (新 野 ，19 95 )、 静
岡 県 M 村 では 、 男 性 18 . 7 % 、女 性 2 2 . 9 ％ ( 加 納 ，1 997 ) 、 沖 縄 県 U
村 では 、 男 性 6 . 8 % 、女 性 13 . 7 % ( 崎 原 ，19 97 )、 北 海 道 O 村 では 、男
性 16 . 4 % 、女 性 19 . 1 % ( 芳 賀 ， 199 7 ) で あっ た 。 また 、 施 設 入 居 高 齢 者
に お け る 転 倒 発 生 率 は 、 東 京 都 養 護 老 人 ホ ー ム で は 、 男 性 12 . 0 % 、
女 性 16 . 2 % ( 武 藤 ， 20 08 ) 、 静 岡 県 浜 松 市 養 護 老 人 ホ ー ム で は 男 性
30 . 6 % 、 女 性 36 . 6 % ( 鈴 木 ， 199 2 ) 、 東 京 都 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム で は 、
男 性 31 . 0 ％ 、女 性 36 . 6 % ( 新 野 ，1 9 96 ) であっ た 。 わが 国 での 特 別 養
護 老 人 ホ ー ム な ど の 施 設 入 居 者 で の 頻 度 は 12 . 9 % か ら 35 . 4 % で あ り
( 武 藤 ， 200 8 ) 、 地 域 在 住 高 齢 者 同 様 、 施 設 に お い て も 男 性 よ り 女 性
の転 倒 発 生 が 多 い こと が明 ら か で あ る。  
 年 齢 階 級 別 、性 別 転 倒 者 割 合 は 、 70～74 歳 で は男 性 12 . 6 % 、 女
性 20 . 3 % 、75～ 79 歳 では 男 性 18 . 3 % 、女 性 1 9 . 6 % 、8 0 歳 以 上 では 男
性 16 . 9 % 、 女 性 1 9 . 9 % であ り 、男 女 間 では明 ら か な有 意 差 が認 めら れ
て い る 。 ま た 、 男 性 で は 加 齢 に 伴 う 増 加 の 弱 い 傾 向 が 示 さ れ て い た が 、
女 性 では まっ た く 有 意 な 差 は なく 、 各 年 齢 層 ともほ ぼ 2 0％ で安 定 した
発 生 率 で あっ た ( 武 藤 ， 200 8 ) 。  
 転 倒 時 の 状 況 で は 、 男 女 と も 「 つ ま ず い た 」 が 圧 倒 的 に 多 く 、 そ れ ぞ
れ 35 . 4 % 、 40 . 6 % を 占 め て い た 。 つ い で 「 滑 っ た 」 あ る い は 「段 差 に 気 づ
か な か っ た 」 が 続 い て い る 。 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 入 居 者 の 転 倒 場 所
は、 居 間 が 最 も 多 く 約 57％ 、 次 い で食 堂 、 廊 下 がそ れぞ れ 約 13％ 、ト
イレ・洗 面 所 約 10 ％、 入 浴 室 約 1％ であっ た 。滑 りやす い環 境 下 で あ
るト イ レや 洗 面 所 、 入 浴 室 で の 転 倒 率 が低 い のは 、 手 すり の設 置 やす
べ り に く い 床 面 の 採 用 な ど 、 転 倒 事 故 防 止 の た め の 種 々 な 対 策 が 取
れて い る施 設 で ある こと が理 由 で ある と 思 わ れ る。 さら に 、 転 倒 の 5％か
ら 10％に 骨 折 が 発 生 す ると いわ れ てお り ( 鈴 木 ，2 003 ) 、 ま た 高 齢 者 の
転 倒 後 に は 再 度 の 転 倒 を 恐 れ る あ ま り 、 著 し く AD L を 低 下 さ せ る 転





1-1- 5 .  高 齢 者 にお け る転 倒 予 防 の 社 会 的 意 義  
 
高 齢 者 にお け る 転 倒 では 、 特 に 女 性 の 場 合 、 骨 粗 鬆 症 を 基 盤 とし
て 容 易 に 骨 折 が 発 生 す る 。 特 に 、 問 題 視 さ れ て い る 大 腿 骨 頚 部 骨
折 につ い ては 、そ の 90 ％が 転 倒 によ り発 症 す る とさ れ て いる ( 五 十 嵐 ，
1995 ) 。  
わ が 国 に お け る 大 腿 骨 頚 部 骨 折 の 医 療 費 に つ い て 調 査 し た 総 説
では、 手 術 及 び術 後 の入 院 費 用 を 合 計 14 0 万 円 として おり、 1 年 間
には 3 , 3 6 6 億 円 か か ると 推 定 し て いる ( 太 田 ，2 002 ) 。  
さ ら に 、 転 倒 が 大 き な 経 済 的 損 失 を 与 え る だ け で な く 、 高 齢 者 に お
け る 生 活 の 質 の 低 下 にも 繋 がっ て い る 。 厚 生 労 働 省 の 高 齢 者 リハ ビリ
テーショ ン 研 究 会 が 報 告 した 大 腿 骨 頚 部 骨 折 患 者 の 1 年 後 の 日 常
生 活 状 況 によ る と 骨 折 前 に 外 出 し て いた 高 齢 者 は 5 6 . 2 % であっ た が 、
骨 折 1 年 後 には そ の割 合 が 38 . 9 % と 約 3 分 の 2 に 減 少 して いた (厚
生 労 働 省 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 ， 200 4 ) 。 ま た 、 七 田 ら ( 七
田 ， 198 8 )は 1972 年 か ら 1984 年 ま で に東 京 都 老 人 医 療 セ ンタ ーを
退 院 した 1 , 0 4 8 名 の大 腿 骨 頚 部 骨 折 患 者 のう ち、 876 名 につ いて 経
過 及 び予 後 を 追 跡 した 。そ れによ ると 対 象 の平 均 年 齢 は 7 8 . 8 歳 、 平
均 4 . 1 年 の 観 察 期 間 で 、寝 た きり 2 4 . 2 % 、 寝 た り 起 きた り 1 5 . 5 % 、 起 き
てい るが 歩 け な い 1 4 . 0 % で あり 、非 骨 折 患 者 に おけ る 自 立 度 の分 布 は
示 し て お り 、 寝 た き り 5 . 4 % 、 寝 た り 起 き た り 4 . 3 % とし て い る 。 骨 折 高 齢
者 にお ける 移 動 能 力 の低 下 が 著 明 で ある 。  
小 児 や 成 人 で は 問 題 と な ら な い 転 倒 が 高 齢 者 の 場 合 は 多 額 の 医
療 ・ 介 護 費 用 を 費 や さ せ 、 生 活 の 質 を 低 下 さ せ る こ と が 明 ら か に な っ
た の は 人 口 の 高 齢 化 が 進 捗 し た 平 成 時 代 に 入 っ て か ら と い わ れ て い
る ( 林 ，20 07 )。  
転 倒 に よ る 障 害 は 、 寝 た き り 高 齢 者 の 増 加 、 自 由 に 外 出 で き る 高
齢 者 の 減 少 な ど に 伴 う 生 活 の 質 の 低 下 防 止 な ど 転 倒 予 防 の 社 会 的






















 第 2 節  文 献 的 考 察  
 
 1 - 2 - 1 .  高 齢 者 の転 倒 発 生 要 因 に 関 す る研 究 動 向  
 
 わが 国 での 高 齢 者 の 転 倒 発 生 要 因 に 関 する 研 究 は 、 数 多 く報 告 さ
れ て い る 。 転 倒 要 因 を 内 的 要 因 ( 身 体 的 、 精 神 的 要 因 ) と 外 的 要 因
( 環 境 な ど ) に 大 別 し て 研 究 さ れ て お り 、 「 転 倒 要 因 」 、 「 高 齢 者 」 を
Key  wo r d として 医 中 誌 に て 検 索 した 結 果 、 66 件 の 報 告 があっ た 。  
 
1 )  高 齢 者 の 転 倒 発 生 内 的 要 因  
内 的 要 因 は 、 平 衡 機 能 、 協 調 性 、 筋 力 、 持 久 力 、 柔 軟 性 、 疾 患 、
感 覚 な ど の 身 体 機 能 面 や 注 意 ・ 判 断 機 能 、 意 識 状 態 、 高 次 脳 機 能
( 失 認 、 失 行 、 失 語 な ど ) 、 抑 う つ 状 態 、 転 倒 恐 怖 感 、 運 動 習 慣 、 性
格 な どの 認 知 ・心 理 ・ 行 動 面 の ことを いう。  
歩 行 能 力 で は 、 歩 行 速 度 が 速 い こ と で 転 倒 リ ス ク が 高 く な る ( 平 松 ，
2011 ) こ と や 歩 行 時 の 小 刻 み や 前 傾 ・ 左 右 への 傾 き ( 山 口 ， 2 007 ) な ど
が 転 倒 要 因 と し て 挙 げ ら れ て い る 。 全 身 体 力 を 含 め た 筋 力 で は 、 上
肢 ・ 下 肢 筋 力 が 低 下 し て い る も の ( 村 田 ， 2009 ; 山 口 ， 2 0 07 ) を 挙 げ て
お り 、 加 藤 ( 加 藤 ， 2 006 ) は 健 康 教 室 に 参 加 し て い る 地 域 高 齢 者 に お
い て 、 転 倒 者 は 非 転 倒 者 と 比 べ 、 膝 伸 展 筋 力 と 膝 屈 曲 筋 力 が 有 意
に 低 下 し て い る と 報 告 し て い る 。 ま た 宮 川 ( 宮 川 ， 200 2 ) は 、 地 域 在 住
高 齢 者 平 衡 機 能 の 転 倒 要 因 は 体 力 の 低 い 者 は 高 い 者 よ り も 有 意 に
転 倒 経 験 者 が 多 い と 報 告 し て い る 。 さ ら に 、 総 合 体 力 の 構 成 要 素 と
転 倒 経 験 者 を 検 討 した とこ ろ 、握 力 、 上 体 起 こし、 10 m 障 害 物 歩 行 、
6 分 間 歩 行 の 苦 手 な も の に 転 倒 が 有 意 に 多 い こ と が 認 め ら れ た と 報
告 し た 。 平 衡 機 能 に 関 し て は 、 立 位 バ ラ ン ス 能 力 が 低 下 し て い る も の
は転 倒 リスク が 高 い との報 告 が 存 在 す る ( 村 田 ， 200 9 ; 山 口 ， 200 7 ) 。  
一 方 、 認 知 ・ 心 理 ・ 行 動 面 は 注 意 機 能 、 抑 う つ 状 態 、 認 知 機 能 、
転 倒 恐 怖 感 、 見 当 識 障 害 な ど か ら 報 告 さ れ て い る ( 村 田 ， 2 009 ; 文 ，
2009 ; 松 村 ， 20 07 ; 井 口 ， 20 07 ; 井 田 ， 2006 ; 藤 田 ， 2 006 ; 阿 部 ，
2004 ; 柳 島 ， 2 003 ; 沼 沢 ， 200 1 ) 。 ま た 、 転 倒 回 避 能 力 が 高 い 高 齢 者
は 転 倒 リ ス ク が 減 少 す る ( 平 井 ， 2 013 ) 、 「 自 分 で 動 け る と 思 う 」 と い う 自
身 の 身 体 能 力 へ の 判 断 能 力 の 欠 如 し て い る 高 齢 者 は 転 倒 リ ス ク が
高 い ( 本 田 ， 20 08 ) と の 報 告 か ら 、 危 険 認 知 能 力 や 判 断 力 な ど の 側
面 か ら も 転 倒 リ ス ク と の 関 連 が 研 究 さ れ て い る 。 さ ら に 、 身 体 機 能 、 認
知 ・ 心 理 ・ 行 動 面 以 外 の 要 因 と し て 低 栄 養 状 態 を 有 す る 者 は 転 倒 リ
スク が高 くな る との 報 告 が あ る。  
 
2 )  高 齢 者 の 転 倒 発 生 外 的 要 因  
外 的 要 因 は 、 床 や 路 面 の 状 態 、 障 害 物 、 段 差 や 階 段 、 照 明 、 靴 、
歩 行 補 助 具 、 衣 類 、 薬 物 な ど の 環 境 的 側 面 と 二 重 課 題 、 不 慣 れ な
動 作 、 不 意 な 外 乱 、 感 覚 遮 断 な ど の 課 題 や 動 作 に よ る 側 面 の こ と を
い う 。 環 境 的 側 面 は 、 自 宅 で 生 活 し て い る 高 齢 者 で は 、 寝 室 や 居 間
などに 3 cm 以 上 の段 差 があ る 環 境 では有 意 に 転 倒 率 が高 い こ と (岡
田 ， 20 13 ) や 不 慣 れ な 履 物 が 転 倒 リ ス ク を 高 め る ( 有 壁 ， 20 13 ) な ど の
段 差 、 履 物 に 関 し ての報 告 が 多 か っ た 。  
また 、 服 薬 に 関 す る 研 究 は 、 介 護 療 養 型 病 院 に 入 院 し て い る 高 齢
者 は 、 筋 弛 緩 剤 を 服 用 し て い る こ と で 転 倒 リ ス ク が 高 く な る  ( 松 村 ，
2007 ) 、在 宅 高 齢 者 では 、１ 日 に 3 つ以 上 薬 を 飲 ん で いる こ とで 転 倒
リ ス ク が 高 く な る ( 井 口 ， 20 07 ) 、 地 域 在 住 高 齢 者 に お い て 、 睡 眠 導 入
剤 を 服 用 し て い る こ と で 転 倒 リ ス ク が 高 く な る ( 宇 沢 ， 20 07 ) な ど の 報 告
が存 在 する 。  
課 題 や動 作 によ る 側 面 は 、 近 年 では 二 重 課 題 を K ey  w o r d とし て
転 倒 リ ス ク と の 関 係 を 検 証 し て い る 報 告 が 少 し ず つ 増 え て き て い る ( 山
田 ， 200 8 ・20 09 ) 。  
上 記 以 外 の 報 告 で は 、 後 期 高 齢 者 に お い て 家 庭 内 に 役 割 が あ る
者 は 転 倒 リ ス ク が 減 少 す る ( 三 浦 ， 201 2 ) 、 在 宅 高 齢 者 で は 同 居 者 が
い る 高 齢 者 は 、 独 り 暮 ら し の 高 齢 者 に 比 べ 、 転 倒 経 験 が 高 か っ た ( 工
藤 ， 201 0 ) な どの社 会 的 背 景 の側 面 か ら も研 究 さ れて いる 。  
以 上 の よ う に わ が 国 の 高 齢 者 に 対 す る 転 倒 リ ス ク 研 究 の ほ と ん ど が 、
施 設 もし く は 病 院 に 入 院 し て い るも のを 対 象 と し て い る 。 あ る 程 度 元 気
な地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 とした 研 究 は 少 な いよ うに思 える 。  
海 外 での 報 告 に つ いては 、“ f a l l  r i s k  f a c t o r ”を Pub Med にて検 索
した 。その 結 果 、 全 部 で 8 , 3 4 3 件 であ っ た 。そのう ち 、“ f a l l  r i s k  f a c t o r ”
＋“h e a l t h y  e l d e r l y ”を 検 索 した 結 果 284 件 、 “ f a l l  r i s k  f a c t o r ”＋
“h e a l t h y  e l d e r l y ＋ co mm un i t y - dw e l l i n g ”は 31 件 で あっ た 。  
海 外 の 報 告 に お け る 報 告 は 、 ス ク リ ー ニ ン グ ツ ー ル を 用 い て 、 総 合
的 に 転 倒 リ ス ク と の 関 係 を 調 査 し て い る も の が 多 か っ た (D em u r a  
S . , 2 0 1 2 :  B o n gu e  B . , 2 0 1 1 :D em u r a  S . , 2 0 1 1 ) 。Bo ng u e  B . ら は、65 歳
以 上 の 健 康 な 高 齢 者 1 , 7 5 9 名 を 対 象 ( 平 均 年 齢 70 . 7 歳 、 51％ 女
性 ) と し て 臨 床 ス ク リ ー ニ ン グ ツ ー ル を 開 発 し た 。 そ の 結 果 、 転 倒 歴 は
32 ％ で あ り 、 性 別 、 独 り 暮 ら し 、 向 精 神 病 薬 の 使 用 、 変 形 性 関 節 症
の有 無 、 転 倒 歴 、 バラ ンス能 力 が 転 倒 予 測 因 子 として 示 した 。  
そ の 他 の 報 告 か ら 内 的 要 因 で は 、 股 関 節 ・ 膝 関 節 伸 筋 力 、 屈 筋
力 の よ う な 下 肢 筋 力 、 T U G や ス テ ッ プ テ ス ト の よ う な 平 衡 機 能 、 歩 行
能 力 な ど の 身 体 機 能 面 が 挙 げ ら れ て い た ( B u r g e s s  K .E . , 2 0 0 9 :D i t e  
W . , 2 0 0 2 : P a v o l  M . J . , 2 0 0 2 :B a t h  P . A . , 1 9 9 9 ) 。また 低 栄 養 が転 倒 リ ス
ク を 増 加 さ せ る ( I s e n r i n g  E . , 2 0 1 3 ) 一 方 、 肥 満 女 性 も 転 倒 リ ス ク が 高
くな る という 報 告 ( R o s e n b l a t t  N J , 2 0 1 2 ) も存 在 し て いる 。  
日 本 では あ まり 報 告 の ない 日 常 の 身 体 活 動 量 や 喫 煙 、 飲 酒 な どの
ラ イ フ ス タ イ ル と 転 倒 と の 関 係 を 調 査 し た も の が 存 在 し て い た 。 転 倒 後
の 股 関 節 骨 折 と 健 康 行 動 と の 関 連 を 調 査 し た 研 究 で は 、 股 関 節 骨
折 の リ ス ク を 減 少 さ せ る ラ イ フ ス タ イ ル は 、 適 度 な ア ル コ ー ル 摂 取 、 禁
煙 で あ る と 示 し て い る ( He e s c h  K .C . , 2 0 0 8 :P e e l  N .M . , 2 0 0 7 : An d e r s  
J . , 2 0 0 6 : P e e l  N .M . , 2 0 0 6 : S c hw a r t z  A . V . , 1 9 9 9 ) 。  
認 知 ・ 心 理 ・ 行 動 面 か ら の 報 告 は 、 転 倒 恐 怖 感 に 関 す る 報 告 のみ
であ り ( B r o u we r  B . , 2 0 0 4 ) 、 また 外 的 要 因 か ら の報 告 は 、 服 薬 や社 会
的 要 因 ( 既 婚 な ど ) で あ っ た 。 日 本 に 比 べ 認 知 ・ 心 理 ・ 行 動 面 や 外 的
要 因 か ら の 研 究 は 少 な いよ うに思 わ れ る。  
わ が 国 も し く は 海 外 の 報 告 に お い て も 、 あ る 程 度 元 気 な 地 域 在 住
高 齢 者 の転 倒 リ ス ク 調 査 は虚 弱 高 齢 者 な どに 比 べて 少 ない 。 虚 弱 高
齢 者 で ない 一 般 高 齢 者 にお いて も転 倒 リスク は高 く な るこ とか ら 、 地 域
在 住 一 般 高 齢 者 に 対 し て も 積 極 的 に 転 倒 リ ス ク の 調 査 を 行 う こ と が
必 要 であ る と考 えら れる 。  
 
1 - 2 - 2 .  高 齢 者 に おけ る転 倒 予 防 の 基 本 戦 略  
 
  転 倒 予 防 の 基 本 戦 略 は 、 転 倒 リ ス ク 因 子 を 明 ら か に し 修 正 す る こ
と で あ る 。 介 入 方 法 の 種 類 か ら 整 理 す る 方 法 と 対 象 者 の 側 か ら 整 理
す る 方 法 に 大 別 さ れ お り 、 対 象 者 を 「 転 倒 リ ス ク が 明 ら か で な い 」 、 「 転
倒 リ ス ク を 有 す る 」 、 「 特 定 の 病 態 ・ 状 況 を 有 す る 」 に 分 類 し て い る ( 大
高 ， 201 0 ) 。  
以 下 に 、 対 象 者 分 類 別 に お け る 転 倒 予 防 の 有 効 な ア プ ロ ー チ を
列 挙 する 。  
1 )  転 倒 リ スク が 明 ら か でな い  
 運 動 ( 個 別 、 グ ー ル ープ 、 太 極 拳 ) 、 運 動 を 含 む 複 合 的 アプ ロ ー チ な
ど  
2 )  転 倒 リ スク を 有 する  
 包 括 的 評 価 と 修 正 、 グル ープ 運 動 、 太 極 拳 な ど  
3 )  特 定 の 病 態 ・ 状 況 を 有 する  
 精 神 作 動 薬 漸 減 、 家 庭 医 へ の 内 服 処 方 指 導 、 頚 動 脈 洞 過 敏 症
－ ペ ー ス メ ー カ ｰ 、 初 回 白 内 障 手 術 、 視 力 低 下 高 齢 者 － 家 屋 評 価 ・
改 修 、 低 ビタ ミン D に対 す る補 充 、積 雪 地 帯 で の靴 の 工 夫 な ど  
 以 上 の こ と か ら 、 転 倒 予 防 に 対 す る 基 本 戦 略 は 筋 力 強 化 、 バラ ン ス
ト レ ー ニ ン グ 、 太 極 拳 な ど の 身 体 機 能 面 か ら の ア プ ロ ー チ が 主 に 用 い
ら れて いる 。  
 わ が 国 に お け る 転 倒 予 防 体 操 は 、 入 院 中 の 高 齢 者 も し く は 施 設 入
所 高 齢 者 に 対 す る 運 動 介 入 ( 柔 軟 体 操 、 筋 力 増 強 ト レ ー ニ ン グ 、 太
極 拳 を 含 む バ ラ ン ス ト レ ー ニ ン グ な ど ) が ほ と ん ど で あ り 、 介 入 効 果 に つ
い て は 、 個 々 の 運 動 機 能 の 改 善 が 認 め ら れ た と の 報 告 は あ る ( 篠 田 ，
2007 ) 。 し か し な が ら 、 転 倒 率 が 減 少 し た と い う 報 告 は 極 め て 少 な い 。
太 極 拳 を 含 む バ ラ ン ス ト レ ー ニ ン グ の 転 倒 予 防 効 果 に 注 目 が 集 ま っ
た ころ 、ス ウ ェーデ ン の理 学 療 法 士 L un d i n -O l s s o n ら (  L i l l e mo r  
L u nd i n -O l s s o n ， 1 997 ) が 、 注 意 の 分 散 に よ り 歩 行 速 度 が 低 下 す る
虚 弱 高 齢 者 は 転 倒 す るリスク が 非 常 に高 い こ とを L un ce t に報 告 した 。
この L i l l em o r  L u nd i n -O l s s o n ら の 報 告 以 降 、転 倒 ハイリ スク 者 のスク
リ ー ニ ン グ 指 標 と し て の 二 重 課 題 法 に つ い て 、 そ の 有 効 性 に 関 す る 報
告 が多 く 出 現 して き た 。  
 
1 - 2 - 3 .  多 重 課 題 と転 倒 に 関 す る研 究 動 向  
 
 わ が 国 で は 、 高 齢 者 を 対 象 と し て 多 重 課 題 に よ る 移 動 能 力 評 価 、
立 位 平 衡 機 能 評 価 と 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 の ス ク リ ー ニ ン グ 指 標 と し て の
多 重 課 題 法 に つ い て 、 そ の 有 用 性 に 関 す る 報 告 が 存 在 し て き て い る
( 井 平 ， 2 009 : 霍 ， 2007 : 片 岡 ， 200 7 : 島 ， 201 0 : 高 井 , 2 0 1 0 : 原 田 ，
2009 : 山 田 ， 200 9 ) 。 山 田 ら ( 山 田 ， 20 08 ) は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対
象 に 10 m 自 由 歩 行 と 10 0 か ら 順 次 2 を 引 く 計 算 を 行 い ながら の 10m
歩 行 を 行 い 、 そ の 変 化 量 を 求 め た 結 果 、 転 倒 群 で は 多 重 課 題 歩 行
で 有 意 に 歩 行 時 間 の 増 加 が み ら れ た と 報 告 し 、 転 倒 と 多 重 課 題 歩
行 能 力 と の 関 係 を 明 ら か に し て い る 。 ま た 、 相 馬 ( 相 馬 ， 2012 ) は 、 6 5
歳 以 上 の 高 齢 者 を 対 象 に 障 害 物 を 跨 ぐ課 題 と 10 0 か ら 7 を 引 く 課 題
を 付 加 し て 障 害 物 を 跨 ぐ 課 題 を 行 わ せ 、 転 倒 歴 と の 関 係 を 検 討 し た
結 果 、 非 転 倒 群 と 転 倒 群 の 障 害 物 跨 ぎ の 際 の 歩 行 リ ズ ム が 異 な る
可 能 性 を 報 告 した 。  
 松 木 ら ( 松 木 ， 2 0 12 ) は 、 脳 卒 中 片 麻 痺 患 者 を 対 象 に 移 乗 動 作 の
み と 移 乗 動 作 に 思 考 課 題 ( 数 字 の 逆 唱 ) を 付 加 し た 時 の 能 力 を 転 倒
歴 の 有 無 で 検 討 し た 結 果 、 数 字 の 逆 唱 課 題 を 付 加 し た 時 に は 転 倒
歴 の あ る 群 の 移 乗 動 作 能 力 は 、 付 加 し な い 時 よ り 有 意 に 不 良 で あ っ
た と 報 告 し て い る 。 ま た 、 高 取 ら ( 高 取 ， 20 11 ) は 、 脳 卒 中 片 麻 痺 患 者
の 障 害 物 跨 ぎ 動 作 が 認 知 課 題 の 同 時 付 加 に よ り 受 け る 影 響 を 検 討
し た 結 果 、 脳 卒 中 患 者 の 障 害 物 回 避 動 作 は ク リ ア ラ ン ス 後 に 障 害 物
を 踵 で 踏 み つ け る 危 険 性 が 高 く 、 多 重 課 題 下 で そ の 傾 向 が 強 く な る
こ と を 示 唆 し て い る 。 高 齢 者 を 対 象 と し た だ け で な く 、 疾 患 を 有 す る 対
象 と し た 多 重 課 題 と 転 倒 、 移 動 能 力 と の 関 係 を 明 ら か に し た 報 告 も
存 在 し てい る 。  
近 年 では 、多 重 課 題 法 を 用 いた 介 入 プ ロ グラ ムの 効 果 検 証 が 行 わ
れ る よ う に な っ て き て い る 。 佐 藤 ( 佐 藤 ， 2 013 ) は 高 齢 者 を 対 象 に 足 踏
み 運 動 と 計 算 課 題 を 組 み 合 わ せ た 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ の 効 果 を 検
討 し た 結 果 、 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 運 動 機 能 に 加 え 、 注 意 配 分 能
力 の 向 上 が 認 めら れた と 報 告 して い る 。 また 、虚 弱 高 齢 者 を 対 象 に多
重 課 題 条 件 下 で の バ ラ ン ス ト レ ー ニ ン グ の 効 果 を 検 証 し た 結 果 、 二
重 課 題 条 件 下 で ト レ ー ニ ン グ し た ほ う が 介 入 後 の 転 倒 発 生 状 況 は 有
意 に 低 下 し た ( 山 田 ， 20 08 ) 。 大 腿 骨 近 位 部 骨 折 術 後 の 高 齢 者 を 対
象 に 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ ( 運 動 と 認 知 課 題 ) を 行 い 、 効 果 検 証 し た
結 果 、 多 重 課 題 ト レー ニン グを 実 施 し た ほ うが、 対 象 者 の 認 知 機 能 の
維 持 、 改 善 に 有 効 であ るな どの 報 告 さ れて い る ( 栗 田 ， 201 2 ) 。  
さら に 、要 支 援 か ら 要 介 護 3 ま での 後 期 高 齢 者 を 対 象 と した 多 重
課 題 トレー ニン グ 介 入 研 究 では 、 介 入 群 の方 が M MS E 得 点 、うつ 傾
向 が 有 意 に 改 善 さ れ て い た と 報 告 が あ り 、 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ が 認
知 機 能 の 改 善 に 効 果 的 で あ る と 示 唆 し て い る ( 菊 池 ， 2 01 2 ) 。 多 重 課
題 ト レ ー ニ ン グ 介 入 効 果 を 検 証 し た 先 行 研 究 の 対 象 者 は 、 虚 弱 高
齢 者 も し く は 障 害 を 有 す る 高 齢 者 に 限 局 さ れ て お り 、 介 護 認 定 を 受
け て い な い 高 齢 者 な ど を 対 象 と し た 報 告 は な い 。 ま た 、 そ の 効 果 判 定
の ほ と ん ど が 、 歩 行 能 力 や 平 衡 機 能 、 認 知 機 能 に 効 果 的 で あ る と 述
べてお り、 転 倒 リスク 減 少 への効 果 に つ いて 検 証 した も のは 少 な い 。  
 一 方 、 海 外 の 報 告 で も わ が 国 の 報 告 と 同 様 に 多 重 課 題 能 力 と 転
倒 リスク との 関 係 を 調 査 した も のが多 い (N o r d i n , 2 0 1 0 :M ak i z a k o , 2 0 0  
9 : B e r n a r d , 2 0 0 9 : B e a u c h e t , 2 0 0 5 ) 。  
 2 0 0 9 年 のレ ビュ ーでは 、多 重 課 題 内 容 は 、 数 字 の逆 唱 課 題 、減 算
課 題 な ど の 認 知 課 題 と コ ッ プ を 運 ぶ な ど の バ ラ ン ス 課 題 が 多 く 使 用 さ
れて いた 。多 重 課 題 と 転 倒 との 関 係 がある と 報 告 した も のは 12 件 、関
係 がな い と報 告 した ものが 3 件 で あっ た 。  
転 倒 予 測 因 子 と し て の 多 重 課 題 法 は 、 入 院 患 者 や 施 設 利 用 者
に は 有 効 な 指 標 で あ る も の の 、 元 気 な 自 立 高 齢 者 で は ス ク リ ー ニ ン グ
















第 3 節  研 究 意 義 と目 的  
 
1 - 3 - 1 .  本 研 究 の 意 義  
 
 以 上 の よ う な 研 究 の 動 向 か ら 、 転 倒 予 防 に 着 目 し た 介 護 予 防 に は 、
地 域 在 住 一 般 高 齢 者 に お け る 転 倒 リ ス ク の 現 状 と そ の 因 子 を 明 ら か
にし 、介 護 予 防 教 室 など の 二 次 予 防 事 業 の 有 効 性 に 寄 与 す る こ とが
求 めら れて い る。  
 さら に 、 高 齢 者 の 転 倒 リ スク に 関 す る 研 究 対 象 者 は 、 虚 弱 高 齢 者 を
対 象 と し た も の が 多 く 、 介 護 認 定 を 受 け て い な い 地 域 在 住 一 般 高 齢
者 を 対 象 と し た 研 究 報 告 は 少 な い と 思 わ れ る 。 し た が っ て 、 介 護 予 防
に お い て 重 要 な 一 般 高 齢 者 の 転 倒 リ ス ク を 把 握 し 、 ど の よ う な 因 子 が
転 倒 リ ス ク を 高 め て い る か を 検 討 す る こ と は 意 義 の あ る こ と だ と 考 え る 。
そ し て 、 得 ら れ た 結 果 を 基 に 介 護 認 定 を 受 け て い な い 地 域 在 住 高 齢
者 に 対 す る よ り 効 果 的 な 転 倒 予 防 を 意 識 し た 介 入 研 究 を 実 施 し 、 そ
の転 倒 予 防 効 果 を 明 ら か にする 意 義 は大 き い と考 え る 。  
 
1 - 3 - 2 .  本 研 究 の 目 的  
 
1 )  茨 城 県 N 市 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 転 倒 ス コアを 利 用 し て 転 倒 リ ス
ク を 調 査 す る こと 。  
 
2 )  基 本 チ ェ ック リスト と 転 倒 スコ アを 併 せ て 検 討 し 、 二 次 予 防 事 業 対
象 者 のう ち どのよ う な高 齢 者 が転 倒 し やすいか を 把 握 す る こと 。  
 
3 )  地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 で の歩 行 能 力 と 転
倒 リスク との 関 係 を 明 ら か にする こ と 。  
4 )  二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に多 重 課 題 条 件 下 でのト レーニ ン
グを 実 施 し、 身 体 ・ 認 知 機 能 、 多 重 課 題 条 件 下 での 歩 行 能 力 、





















第 2 章  地 域 在 住 高 齢 者 にお け る転 倒 リスク 調 査 ( 研 究 Ⅰ -1 )  
 
2 - 1 .目 的  
 
 近 年 で は 転 倒 予 防 に 対 す る 意 識 が 高 ま っ て お り 、 非 常 に 多 く の 転
倒 リ ス ク 調 査 が 存 在 し て い る 。 そ の 中 で 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 の 早 期 発 見
の た め に 、 鳥 羽 ら に よ る 転 倒 ス コ ア が 開 発 さ れ た が ( 鳥 羽 ， 2008 ) 、 自
立 高 齢 者 や地 域 在 住 高 齢 者 に おけ る調 査 は 少 な い 。  
そ こ で 、 本 研 究 の 目 的 は 介 護 認 定 を 受 け て い な い 地 域 在 住 高 齢
者 を 対 象 に 転 倒 ス コアを 利 用 し て転 倒 リスク を 調 査 す るこ と であ る。  
 
2 - 2 .  対 象 と 方 法  
 
1 )  対 象 者  
  茨 城 県 N 市 に 在 住 し てい る 介 護 認 定 を 受 け て いな い 65 歳 以 上 の
高 齢 者 7 , 1 2 3 名 ( 平 均 年 齢 7 5 . 4 歳 ) を 対 象 とした 。 回 収 数 は 、4 , 2 0 0
名 ( 回 収 率 59 . 0 % ) で あ り 、 そ の う ち 、 無 効 回 答 ( 1 か 所 以 上 無 記
入 ) 4 5 5 名 を 除 く 37 45 名 (平 均 年 齢 7 5 . 3 ±6 . 4 歳 、 男 性 1 , 6 6 3 名 、
女 性 2 , 0 8 2 名 )を 対 象 とした 。  
 茨 城 県 N 市 は 、 東 は 北 浦 、 西 は 霞 ヶ 浦 と い う 二 つの 広 い 湖 に 挟 ま
れ、 東 西 の 湖 岸 部 分 は低 地 、内 陸 部 は標 高 30m 前 後 の丘 陵 台 地
に よ り 形 成 さ れ て い る 。 人 口  3 7 , 5 4 1 人 ( 世 帯 数  1 1 , 6 6 6 ) 、 高 齢 者
人 口 1 0 , 4 1 1 人 高 齢 化 率 27 . 7 % で あ る ( 平 成 24 年 3 月 現 在 ) 。  
 
 
2 )  方 法  
方 法 は 、 茨 城 県 N 市 で 実 施 し て いる 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 把 握
する 事 業 の 一 環 とし た 郵 送 調 査 を 行 っ た 。調 査 は 、平 成 2 3 年 7 月 に
実 施 し 、 調 査 内 容 は 年 齢 、 性 別 、 転 倒 ス コ ア を 使 用 し た 。 今 回 使 用
し た 転 倒 ス コ ア は 、 筋 力 低 下 、 バ ラ ン ス 欠 如 、 歩 行 障 害 、 視 力 障 害 、
認 知 機 能 障 害 、 A DL 障 害 、 起 立 性 低 血 圧 、加 齢 、転 倒 の既 往 、慢
性 疾 患 、薬 剤 、段 差 な どの 全 2 1 項 目 の質 問 か ら な り、 「はい」 、「 い い
え」で 記 入 す る 。各 質 問 項 目 に 1 点 を 配 点 し 、計 21 点 で 評 価 し 、 本
ス コ ア は 得 点 が 大 き く な る こ と で 転 倒 リ ス ク も 高 く な る 。 転 倒 ス コ ア を 用
い た 先 行 研 究 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 と し て 横 断 的 あ る い は 縦
断 的 に 検 討 さ れ て いる ( 神 崎 ，2 011 : 菊 池 ，2 008 ) 。さら に過 去 1 年 間
に転 倒 しなか っ た 群 (以 下 、転 倒 なし群 )、 1～ 2 回 転 倒 し た 群 ( 以 下 、
1～2 回 転 倒 群 ) 、3 回 以 上 転 倒 した 群 (以 下 、3 回 以 上 転 倒 群 )に 分
類 し、 比 較 した 。  
 
2 - 3 .  統 計 学 的 解 析 方 法  
 
 統 計 学 的 検 討 に は 、 一 元 配 置 分 散 分 析 を 用 い 、 さ ら に 多 重 比 較
検 定 には Bon f e r r o n i 法 を 用 い 、 有 意 水 準 は 5 ％とした 。  
 
2 - 4 .  倫 理 的 配 慮  
 
 本 研 究 は 、 文 書 に よ る ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 倫 理 審 査 委 員 会
の 審 査 を 受 け 、 承 認 を 得 た も の で あ る ( 承 認 番 号 A -04 1 ) 。 対 象 者 に
は 調 査 の 目 的 を 書 面 に て 説 明 し 、 返 送 さ れ た こ と を も っ て 同 意 と み な
した 。  
 
2 - 5 .  結 果  
 
1 )  地 域 在 住 高 齢 者 におけ る転 倒 ス コア の結 果 ( 図 2 - 5 -1 、 図 2 -5 -2 )  
 過 去 1 年 間 の 転 倒 歴 は 2 6 . 4 % であり 、平 均 転 倒 スコ アは 、 7 . 0± 3 . 8
点 で あ っ た 。 過 去 の転 倒 を 判 別 す る カ ッ ト オ フ 値 の 結 果 、 8 点 で 感 度
65％ 、特 異 度 6 7％ が得 ら れた 。  
 ま た 、 転 倒 ス コ ア 合 計 点 別 に よ る 転 倒 率 で は 、 点 数 が 高 値 に な る ほ
ど高 く なっ て いた 。  
 
2 )  転 倒 回 数 群 別 にお ける 平 均 転 倒 ス コア の比 較 ( 表 2 -5 -1 )  
 平 均 転 倒 スコ アは 、転 倒 し なか っ た 群 6 . 1 ±3 . 4 点 、1 ～ 2 回 転 倒 群
8 . 6 ±3 . 7 点 、 3 回 以 上 転 倒 群 1 0 . 7 ± 3 . 8 点 で有 意 な 差 が認 めら れた
( F＝3 36 . 8 ，p ＜ 0 . 0 1 ) 。  
 
3 )  転 倒 スコ アにお ける 各 項 目 別 の陽 性 頻 度 (表 2- 5 - 2 )  
 転 倒 ス コ ア に お け る 各 項 目 別 の 陽 性 頻 度 に お い て は 、 5 0 ％ 以 上 に
な っ た 項 目 は 、 「 つ ま ず く こ と が あ り ま す か 」 ( 身 体 機 能 ) 、 「 手 す り に つ か
ま ら ず 、 階 段 昇 降 が で き ま す か 」 ( 身 体 機 能 ) 、 「 歩 く 速 度 が 遅 く な っ て
き ま し た か 」 ( 身 体 機 能 ) 、 「 背 中 が ま る く な っ て き ま し た か 」 ( 感 覚 ・ 認 知
機 能 ) 、 「 膝 が 痛 み ま すか 」 ( 感 覚 ・ 認 知 機 能 ) 、 「 目 が 見 えに く い で す か 」
( 感 覚 ・ 認 知 機 能 ) 、 「耳 が 聞 こえ に く い ですか 」 ( 感 覚 ・ 認 知 機 能 ) 、「も
の 忘 れ が 気 に な り ま す か 」 ( 感 覚 ・ 認 知 機 能 ) 、 「 転 ば な い か と 不 安 に な
り ま す か 」 ( 感 覚 ・ 認 知 機 能 ) 、 「 家 の 中 に 段 差 が あ り ま す か 」 ( 環 境 要
因 )で あ り 、感 覚 ・ 認 知 機 能 等 にお け る 項 目 で 高 い 陽 性 頻 度 が 見 ら れ
た 。  
 
2 - 6 .  考 察  
 
 今 回 対 象 とした 地 域 在 住 高 齢 者 の 転 倒 率 は 26 . 4 % で あ り 、 日 本 で
の 年 間 転 倒 率 ( 1 0 ～ 30 ％ )  と 同 様 な 結 果 で あ っ た 。 ま た 、 転 倒 経 験
者 の方 が非 転 倒 者 に比 べ 転 倒 スコ ア の合 計 点 が 高 か っ た 。  
地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 と し た 横 断 研 究 の 結 果 、 「 つ まず く こ と が あ
る 」 、 「 横 断 歩 道 を 青 の う ち に 渡 り き れ ま す か 」 、 「 杖 を つ か っ て い ま す
か 」 、 「 タ オ ル は 固 く 絞 れ ま す か 」 、 「 め ま い ・ ふ ら つ き が あ り ま す か 」 、 「 膝
が痛 み ますか 」 、「 家 の中 によ けて 通 るも のがおい て あり ます か 」の 7 項
目 が 調 査 以 前 に 発 生 し た 転 倒 と 関 連 す る こ と が 示 さ れ て い る ( 鳥 羽 ，
2005 ) 。 ま た 、 地 域 高 齢 者 を 半 年 間 フ ォ ロ ー し 、 転 倒 ス コ ア と 将 来 の
転 倒 と の 関 係 に 調 べ た 結 果 、 「 過 去 の 転 倒 歴 」 、 「 歩 行 速 度 が 遅 く な
っ た 」 、 「 杖 の 使 用 」、 「 背 中 が 丸 く な っ た 」 、 「 5 種 類 以 上 の 服 薬 」 と い
う 5 項 目 が アン ケー ト調 査 後 の 転 倒 発 生 と 関 連 する こ とを 示 した ( 大 河
内 ， 2 006 ) 。 今 回 の 結 果 で は こ れ ら 転 倒 の 陽 性 頻 度 に よ る 先 行 研 究
に 比 べ て 、 感 覚 ・ 認 知 機 能 等 の 老 年 症 候 群 の 割 合 が 高 か っ た 。 こ れ
は 調 査 期 間 中 に 東 日 本 大 震 災 が あ り 、 感 覚 ・ 認 知 機 能 が 低 下 す る
こ と で 、 地 震 の よ う な 予 期 し な い 場 面 に 遭 遇 し た 場 合 、 と っ さ に 自 ら が




2-7 .  小 括  
 
 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 とした 本 研 究 では 、 過 去 1 年 間 の転 倒 回
数 が 多 く な れ ば 、 転 倒 ス コ ア の 得 点 も 高 く な り 、 さ ら に 転 倒 ス コ ア の 感
覚 ・ 認 知 機 能 項 目 に お い て 転 倒 率 が 高 か っ た こ と か ら 感 覚 ・ 認 知 機













































表 2 - 5 -1  各 転 倒 回 数 群 で の 転 倒 ス コ ア (21 点 満 点 )の 比 較  
 
  全 体  
転 倒 な し
群  
1～ 2 回  
転 倒 群  
3 回 以 上  
転 倒 群  
p 
人 数 (名 )  3,74 5  2,74 5  626  365  
 
転 倒 ス コ ア
(点 )  
7.0±3.8  6.1±3.4  8.6±3.7  
10.7±3.8  
※ ※   
平 均 値 ±標 準 偏 差  
ANOV A  
















表 2 - 5 -2  転 倒 ス コ ア に お け る 各 項 目 別 の 陽 性 頻 度  
      
転 倒 者 の  





1  つ ま ず く こ と が あ り ま す か 。  86%  
2 手 す り に つ か ま ら ず 、 階 段 昇 降 が で き ま す か 。 51%  
3 歩 く 速 度 が 遅 く な っ て き ま し た か 。  75%  
4 横 断 歩 道 を 青 の う ち に 渡 り き れ ま す か 。  16%  
5 1km く ら い 続 け て 歩 け ま す か 。  25%  
6 片 足 で 5 秒 間 く ら い 立 っ て い ら れ ま す か 。  32%  
7 杖 を 使 っ て い ま す か 。  26%  
















9  め ま い ・ ふ ら つ き が あ り ま す か 。  42%  
10  背 中 が 丸 く な っ て き ま し た か 。  50%  
11  膝 が 痛 み ま す か 。  63%  
12  目 が み え に く い で す か 。  62%  
13  耳 が 聞 こ え に く い で す か 。  52%  
14  も の 忘 れ が 気 に な り ま す か 。  67%  
15  転 ば な い か と 不 安 に な り ま す か 。  61%  





1 7  家 の 中 が 暗 く 感 じ ま す か 。  15%  
18  家 の 中 に よ け て 通 る も の が お い て あ り ま す か 。 34%  
19  家 の 中 に 段 差 が あ り ま す か 。  68%  
20  階 段 を 使 わ な く て は な り ま せ ん か 。  29%  
21  生 活 上 、 急 な 坂 道 を 歩 き ま す か 。  24%  
第 3 章  地 域 在 住 高 齢 者 の 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 転 倒 リ ス ク 調 査 と の
関 連 ( 研 究 Ⅰ -2 )  
 
3 - 1 .  目 的  
 
 転 倒 の 多 く は 、 転 倒 者 の 自 発 的 な 行 為 中 に 突 発 的 に 起 こ る 日 常
的 な 出 来 事 と い わ れ て お り 、 小 児 か ら 高 齢 者 ま で あ ら ゆ る 年 代 が 経 験
するが 、と りわ け 高 齢 者 や障 害 を 有 し た 患 者 に 多 く存 在 する 。  
地 域 高 齢 者 の 転 倒 発 生 率 につ いて は、 日 本 では 1 年 間 に 20% 前 後
であり 、 そして 転 倒 の 5～10 %に骨 折 が発 生 する と 報 告 さ れて い る  (鈴
木 ， 200 3 )  。  
 転 倒 後 の 骨 折 に よ る 二 次 的 損 傷 か ら 「 寝 た き り 」 の 原 因 と な る こ と が
あ る 。 さ ら に 認 知 機 能 障 害 を 有 す る 高 齢 者 は 、 転 倒 後 に 重 篤 な 傷 害
を 負 う こ と が 報 告 さ れ て い る こ と か ら 、 転 倒 後 に お け る 転 倒 の 予 防 に 対
す る 意 識 は 高 ま っ て き て い る 。 転 倒 予 防 の た め の 評 価 は 、 転 倒 の 危
険 性 の あ る 対 象 者 を 抽 出 し 、 転 倒 予 防 を 実 施 す る 最 初 の ス テ ッ プ と
して 重 要 で あ り 、 こ れ ま でに 多 くの 転 倒 予 測 評 価 が 開 発 さ れ て いる 。 そ
の 中 で 、 鳥 羽 ら に よ っ て 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 を 早 期 発 見 の 簡 易 的 な 評
価 方 法 が 作 成 さ れ た (鳥 羽 ，20 05 )。  
 一 方 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト は 介 護 予 防 事 業 の 二 次 予 防 事 業 対 象 者
を 把 握 す る た め に 用 い ら れ る も の で あ る 。 こ の チ ェ ッ ク リ ス ト は 広 く 行 政
機 関 に て 6 5 歳 以 上 の高 齢 者 に 実 施 され 、 介 護 の必 要 性 が高 く なる
と 予 測 さ れ る 高 齢 者 を 抽 出 し 、 二 次 予 防 事 業 に つ な げ て い る 。 こ れ は
生 活 、 運 動 、 口 腔 、栄 養 、物 忘 れ、う つ症 状 、 閉 じ こもり の 7 分 野 、 全
25 項 目 に つい て「 はい」 、「 いい え」で 記 入 するもの で あり 、介 護 の 原 因
と な り や す い 生 活 機 能 低 下 の 危 険 性 が な い か ど う か と い う 視 点 で 評 価
し て い る 。 し か し な が ら 、 そ の 結 果 を 有 効 に 活 用 し て い る と は 言 い 難 い 。
ま た 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 転 倒 リ ス ク を 検 討 し た 研 究 も 少 な い 。 さ
ら に 転 倒 リス ク の 要 因 は 、 静 的 お よ び 動 的 立 位 姿 勢 バ ラ ン ス 障 害 など
の 運 動 機 能 に と ど ま ら ず 、 近 年 で は 、 認 知 機 能 障 害 も 関 連 し て い る と
報 告 さ れ て お り ( Mu i r  S . W . , 2 0 1 2 ) 、 一 貫 し た 転 倒 危 険 因 子 は 明 ら か
に さ れ て い な い 。 そ こ で 本 研 究 の 目 的 は 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 転 倒 ス コ
ア を 併 せ て 検 討 す る こ と で あ る 。 さ ら に 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の う ち ど
の よ う な 高 齢 者 が 転 倒 し や す い か を 把 握 し 、 二 次 予 防 事 業 の 有 効 性
に寄 与 する こ ととし た 。  
 
3 - 2 .  対 象 と 方 法  
 
1 )  対 象 者 (図 3 -2-1 )  
 茨 城 県 N 市 に 在 住 して いる 介 護 認 定 を 受 けて い ない 6 5 歳 以 上 の
高 齢 者 7 , 1 2 3 名 を 対 象 とした 。返 送 さ れた 質 問 紙 は、 4 , 2 0 0 名 ( 回 収
率 59 . 0 % ) で あ り 、 そ の う ち 、 無 効 回 答 ( 1 か 所 以 上 無 記 入 が あ る も
の ) 5 5 7 名 を 除 く 3 , 6 4 3 名 ( 有 効 回 答 率 51 . 1 % 、 平 均 年 齢 75 . 1 ± 6 . 3
歳 、 男 性 1 , 6 2 6 名 、女 性 2 , 0 1 7 名 )を 解 析 対 象 とした 。  
2 )  方 法  
 方 法 は 、茨 城 県 N 市 で 実 施 し てい る二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 把 握
す る 事 業 の 一 環 と し て 、 厚 生 労 働 省 の 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 自 記 式 質
問 紙 を 同 封 し 、 郵 送 によ り 調 査 を 行 っ た 。調 査 は 、平 成 2 3 年 7 月 に
実 施 し た 。 調 査 内 容 は 、 年 齢 、 性 別 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 、 １ 年 間 の 転
倒 の 有 無 と そ の 回 数 お よ び 転 倒 ス コ ア と し た 。 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト は 、
Body  M a s s  I n d e x 以 外 の 質 問 項 目 に おいて 、 「はい 」また は「い いえ」
に よ る 回 答 を 得 た 。 「 生 活 機 能 全 般 に 関 す る 質 問 」 で 10 /20 以 上 、
「 運 動 機 能 に 関 す る 質 問 」 3 /5 以 上 、 「 栄 養 状 態 に 関 す る 質 問 」 2/ 2 、
「口 腔 機 能 に関 す る質 問 」 2/ 3 以 上 のい ずれか に該 当 した 場 合 二 次
予 防 事 業 対 象 者 と した 。 また 、「 生 活 機 能 に 関 す る 項 目 」 3/5 以 上 、
「閉 じ こもりに 関 す る 質 問 」週 1 回 以 上 は外 出 し て いま すか 、「 認 知 機
能 に関 する 質 問 」 1 /3 以 上 、「う つ傾 向 に関 する 質 問 」 2 /5 以 上 に 該
当 す る 項 目 に つ い て も 調 査 し た 。 転 倒 ス コ ア は 、 自 己 記 入 式 調 査 票
であ り、 過 去 の 転 倒 歴 と その 他 21 項 目 の 質 問 か ら 成 っ ており 、 各 質
問 項 目 に 1 点 を 配 点 し、 計 21 点 で評 価 した 。 一 般 的 に 本 ス コアは 得
点 が大 き くな る こと で転 倒 リスク も 高 く なる とさ れ てい る 。  
 
3 - 3 .  統 計 学 的 解 析 方 法  
 
 統 計 学 的 分 析 で は 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 と 非 二 次 予 防 事 業
対 象 者 群 の 2 群 間 比 較 に おい て 、連 続 変 数 では 対 応 の ない t 検 定 、
カテゴ リー 変 数 では χ 2 検 定 を 用 いた 。 また 基 本 チェ ック リ ストの 7 つ の
項 目 そ れ ぞ れ に 該 当 し た 群 間 の 平 均 転 倒 ス コ ア 、 転 倒 歴 、 転 倒 回
数 の 比 較 は 、 一 元 配 置 分 散 分 析 を 用 い 、 多 重 比 較 検 定 に は 、
Bon f e r r o n i 法 を 用 いた 。 さら に 、転 倒 歴 ( 転 倒 歴 なし： 0 、 1 回 ／ 年 ： 1、
2 回 以 上 ／年 ： 2 と ダミー 化 )を 従 属 変 数 、 基 本 チ ェ ック リ ストの 7 項 目
(非 該 当 ： 0 、 該 当 ： 1 とダー ミー 化 ) 、 年 齢 、 性 別 ( 男 性 ： 0 、 女 性 ： 1 とダ
ミ ー 化 ) を 独 立 変 数 と し て 多 項 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 ( ス テ ッ プ ワ イ ズ
法 )を 行 っ た 。 いず れの 検 定 も 統 計 学 的 有 意 水 準 は 5 ％ とした 。  
 
3-4 .  倫 理 的 配 慮  
 
 本 研 究 は 、 ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 倫 理 審 査 委 員 会 の 審 査 を
受 け 、 承 認 を 得 た も の で あ る ( 承 認 番 号 A-0 41 ) 。 対 象 者 に は 調 査 の
目 的 を 書 面 にて 説 明 し、 返 送 さ れた こ とを もっ て 同 意 とみ なした 。  
 
3 - 5 .  結 果  
 
1 )  二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 と 非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 にお け る 比
較 ( 表 3- 5-1 、表 3 -5-2 )  
二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 は 1 , 1 8 3 名 ( 平 均 年 齢 77 . 5 ± 6 . 4 歳 、 男
性 47 5 名 、 女 性 70 8 名 )、 非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 は 2 , 4 6 0 名 ( 平
均 年 齢 74 . 1 ±6 . 0 歳 、 男 性 1 , 1 1 5 名 、女 性 1 , 3 4 5 名 ) で あり 、平 均
年 齢 で 両 群 間 に お い て 有 意 差 が 見 ら れ た ( F ＝ 1 . 4 6 ， p ＜ 0 . 0 1 ) 。 平 均
転 倒 スコ アは、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 で 10 . 0 ± 3 . 5 点 、非 二 次 予
防 事 業 対 象 者 群 で 5 . 5± 2 . 9 点 で あ り両 群 間 に おい て 有 意 差 が 見 ら
れ た ( F ＝ 1 . 1 7 ， p ＜ 0 . 0 1 ) 。 ま た 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 の 機 能 質
問 該 当 別 に お け る 転 倒 ス コ ア の 比 較 で は 、 口 腔 機 能 、 運 動 機 能 単
独 該 当 者 に 比 べ 、 運 動 機 能 を 含 め た 複 数 該 当 者 が 有 意 に 高 か っ た
( p＜ 0 . 0 1 ) 。  
 
2 )  基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 該 当 者 別 の 平 均 転 倒 ス コ ア 、 転 倒 歴 、 転 倒 回
数 の比 較 (表 3 -5- 3 )  
 基 本 チ ェック リ スト 7 項 目 全 てに 該 当 しなか っ た ものは 1 , 3 5 8 名 、生
活 機 能 のみ 該 当 4 4 名 、運 動 機 能 の み該 当 29 2 名 、 口 腔 機 能 のみ
該 当 3 99 名 、 栄 養 のみ該 当 28 名 、 認 知 機 能 のみ 該 当 3 08 名 、うつ
傾 向 の み該 当 20 3 名 、 閉 じ こもりの み 該 当 16 3 名 で あり 、基 本 チ ェッ
ク リ ス ト 該 当 者 間 に お い て 年 齢 ( F ＝ 31 . 3 ， p ＜ 0 . 0 1 ) 、 転 倒 ス コ ア ( F ＝
144 . 4 ，p＜ 0 . 0 1 )に おいて 有 意 差 が見 ら れた 。  
 
3 )  転 倒 歴 を 従 属 変 数 と し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に よ る 結 果 ( 表
3-5- 4 )  
 転 倒 な し を 基 準 と し た 際 、 1 回 ／ 年 転 倒 の オ ッ ズ 比 は 運 動 機 能 該
当 4 . 5 2 、 認 知 機 能 該 当 1 . 3 9 で あり 、 2 回 以 上 ／年 転 倒 では、 運 動
機 能 該 当 5 . 8 1 、 口 腔 機 能 該 当 1 . 8 8 、 閉 じこも り該 当 1 . 3 1 、 認 知 機
能 該 当 1 . 4 2 、うつ 傾 向 該 当 1 . 4 1 で あっ た 。  
 
3 - 6 .  考 察  
 
 本 研 究 では 、地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 鳥 羽 ら が 開 発 した 転 倒 ス コ
ア と 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い て 転 倒 と の 関 連 を 検 討 し た 。本 研 究 の 二
次 予 防 事 業 対 象 者 群 は 、 非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 に 比 し 、 転 倒
ス コ ア の 得 点 と 転 倒 歴 が 有 意 に 高 値 を 示 し た 。 二 次 予 防 事 業 対 象
者 は 近 い 将 来 要 支 援 ・ 要 介 護 状 態 に な る お そ れ の あ る 高 齢 者 で あ り 、
介 護 予 防 事 業 の 運 営 に あ た っ て は 転 倒 に 十 分 注 意 す る 必 要 が あ る
と 思 わ れた 。 さら に 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 中 で も 、 運 動 機 能 単 独 該
当 者 よ り も 運 動 機 能 を 含 め た 複 数 該 当 者 に お い て 転 倒 ス コ ア が 有 意
に 高 か っ た こ とか ら 、 運 動 機 能 該 当 だ け で な く 、 基 本 チ ェ ッ ク リ スト の 口
腔 機 能 や 生 活 全 般 機 能 も 転 倒 と関 係 があ る と考 えら れ た 。  
 一 方 、 転 倒 歴 を 従 属 変 数 と し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、 運
動 機 能 が 最 も オ ッ ズ 比 が 高 か っ た 。 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 運 動 機 能 に
つ い て 、 坂 田 ら ( 坂 田 ， 2 010 ) は 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 「 運 動 機 能 」 該
当 項 目 数 と 10 m 歩 行 時 間 およ び 開 眼 片 脚 起 立 時 間 の基 準 値 に 一
定 の 相 関 が あ る こ と を 報 告 し て お り 、 「 運 動 機 能 」 は 歩 行 能 力 を 反 映
して い る 。 そ の た め 、 「 運 動 機 能 」に 該 当 し た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群
に お い て 、 転 倒 ス コ ア が 高 く な っ た と 考 え ら れ た 。 し か し な が ら 、 運 動 機
能 の ほ か に 「 口 腔 機 能 」 「 閉 じ こ も り 」 「 認 知 機 能 」 「 う つ 傾 向 」 も オ ッ ズ
比 が 高 か っ た 。 中 村 ら ( 中 村 ， 20 09 ) は 、 う つ 予 防 の 観 点 か ら 、 二 次 予
防 事 業 対 象 者 候 補 者 群 と そ れ 以 外 の 非 候 補 者 群 を 設 定 し 、 趣 味
や 日 常 の 興 味 に つ い て の 比 較 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 「 う つ 」 お よ
び 「 認 知 症 」 に 関 す る 項 目 に 該 当 し た 候 補 者 群 は 、 趣 味 に 関 す る 多
数 の 事 項 に 興 味 や 関 心 が 持 て な い こ と か ら 生 活 範 囲 が 狭 小 化 し 、 運
動 な ど の 機 能 が 低 下 す る こ と で 転 倒 リ ス ク が 高 く な っ た の で は な い か と
考 え ら れ る 。 さ ら に 葭 原 ら ( 葭 原 ， 2008 ) は 、 生 活 機 能 、 運 動 機 能 、 栄
養 、 閉 じ こ も り 、 認 知 症 お よ び う つ に つ い て 、 い ず れ も 口 腔 症 状 が あ る
人 の ほ う が 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 点 数 が 高 か っ た と 報 告 し て い る 。 こ の こ
と か ら 、 「 運 動 機 能 」 だ け で な く 「 口 腔 機 能 」 、 「 閉 じ こ も り 」 、 「 認 知 機
能 」 お よ び 「 う つ 傾 向 」 も 転 倒 リ ス ク に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 推 察 さ
れ る 。 そ の 理 由 と し て は 、 口 腔 機 能 に つ い て は 、 咀 嚼 力 と 下 肢 筋 力 の
関 係 が あ る た め 、 転 倒 回 避 能 力 が 高 い の で は な い か と 推 察 さ れ る 。 ま
た 、 認 知 機 能 や う つ に つ い て は 、 実 行 機 能 能 力 の 低 下 が 注 意 の 分
散 能 力 を 低 下 させ てい ると 思 われ る 。  
 転 倒 予 防 に は 、 転 倒 の 危 険 性 の あ る 対 象 者 を 選 別 し 、 よ り 詳 細 な
評 価 を 行 い 、 個 別 的 な 介 入 を 実 施 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 今 回 の
基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 転 倒 リ ス ク 調 査 よ り 、 地 域 在 住 高 齢 者 は 運 動 機
能 だ け で は な く 、 口 腔 機 能 や う つ 、 認 知 機 能 な ど が 転 倒 リ ス ク と 関 連
し て い た 。 現 在 の 転 倒 予 防 介 入 は 、 運 動 機 能 に 着 目 し た プ ロ グ ラ ム
が ほ と ん ど で あ る が 、 今 回 の 結 果 か ら 運 動 機 能 だ け で な く 個 々 の 特 性
に 応 じ た 転 倒 予 防 対 策 を 立 案 し 、 運 営 し て い く こ と が 今 後 必 要 で あ る
と思 わ れた 。   
 本 研 究 の限 界 と しては、 対 象 地 域 が 1 地 域 であ り、 都 市 部 などを 含
め た 高 齢 者 全 体 を 把 握 し て い な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 今 回 は 横
断 研 究 で あ り 、 時 間 経 過 の 要 素 が 含 ま れ て い な い た め 、 因 果 関 係 を
検 討 するの には適 さず 、関 連 性 の議 論 しか で きな い。  
今 後 は 、 都 市 部 を 含 め た 複 数 の 地 域 高 齢 者 を 対 象 に 実 施 す る と
ともに 、縦 断 的 に研 究 す るこ とが 必 要 で ある 。  
 
3 - 7 .  小 括  
 
 今 回 の 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 転 倒 リ ス ク 調 査 よ り 、 地 域 在 住 高 齢 者 は
運 動 機 能 だ け で は な く 、 口 腔 機 能 や う つ 、 認 知 機 能 な ど が 転 倒 リ ス ク
と 関 連 し て い た 。 さ ら に 介 護 予 防 教 室 に 参 加 す る 二 次 予 防 事 業 対
象 高 齢 者 は 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 で あ り 、 転 倒 予 防 の た め に は 運 動 機 能







 N 市 の 介 護 認 定 を 受 け て いない 65 歳 以 上 の 住 民 に 配 布  





質 問 紙 回 収  




無 効 回 答 ( １か 所 以 上 無 記 入 )  




有 効 回 収  
( 3 , 6 4 3 名 ;有 効 回 収 率 5 1 . 1 % )  
平 均 年 齢 ; 7 5 . 1 ± 6 . 3 歳  
男 性 ; 1 , 6 2 6 名 ( 4 4 . 6 % ) 、 女 性 ; 2 , 0 1 7 名 ( 5 5 . 4 % )  
 
図 3 - 2 - 1  回 収 状 況  
 
 
表 3 - 5 -1  二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 と 非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群  
に お け る 転 倒 ス コ ア の 比 較  
 
  二 次 予 防 事 業 対 象 者 群  非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 群  p 
年 齢 (歳 )  77.5±6.4  74.1±6.0  ※ ※   
転 倒 ス コ ア (点 )  10.0±3.5  5.5± 2.9  ※ ※  
t-te st   



















 表 3 - 5 - 2  二 次 予 防 事 業 対 象 者 群 の 機 能 質 問 該 当 別 に お け る  
転 倒 ス コ ア の 比 較  
 
  
口 腔 機 能 の
み  
運 動 機 能 の
み  
生 活 機 能 ＋ 運 動
機 能 ＋ 口 腔 機 能  
運 動 機 能
＋ 口 腔 機
能  
生 活 機 能
＋ 運 動 機
能  
該 当 者
数 (％ )  
399( 33.7 %)  292( 24.7 %)  177( 15.0 %)  85(7 .2%)  98(6 .9%)  
年 齢
(歳 )  
75.3±6.0  77.0±6.2  80.3± 6.6  77.8±5.8  81.1±5.5  
転 倒 ス
コ ア
(点 )  
7.9± 2.9  10.0±2.6  13.6± 3.0  11.0±2.6  12.4±3.0  
転 倒 歴
(％ )  
25 .1  51.0   71.8   63.5   66.3   
ANOV A  
     
年 齢  p＜ 0 .01  
    
転 倒 ス
コ ア  
p＜ 0 .01  







表 3 - 5 -3  基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 該 当 者 別 の 年 齢 、 性 別 、  
平 均 転 倒 ス コ ア 、 転 倒 歴 、 転 倒 回 数 の 比 較  
 
  
該 当 な し  
( n＝ 1 3 5 8 )  
生 活 機 能  
( n＝ 4 4 )  
運 動 機 能  
( n＝ 2 9 2 )  
口 腔 機 能  
( n＝ 3 9 9 )  
栄 養  
( n＝ 2 8 )  
認 知 機 能  
( n＝ 3 0 8 )  
う つ 傾 向  
( n＝ 2 0 3 )  
閉 じ こ も
り  
( n＝ 1 6 3 )  
p  
年 齢
(歳 ) 1 )  
7 3 . 1± 5 . 6  7 3 . 1± 5 . 6  7 7 . 0± 6 . 2  7 5 . 3± 6 . 0  7 7 . 2± 6 . 4  7 3 . 9± 6 . 3  7 5 . 1± 5 . 6  7 6 . 0± 6 . 3  ※ ※   
性 別 (男 :
女 、 ％ ) 2 )  
4 9 . 1 : 5 0 . 9  4 9 . 1 : 5 0 . 9  3 1 . 2 : 6 8 . 8  4 8 . 9 : 5 1 . 1  5 7 . 1 : 4 2 . 9  5 2 . 3 : 4 7 . 7  4 5 . 8 : 5 4 . 2  3 1 . 3 : 6 8 . 7  0 . 3 0 9   
転 倒 ス コ
ア (点 ) 1 )  
4 . 5± 2 . 6  4 . 6± 2 . 6  1 0 . 0± 2 . 6  7 . 9± 2 . 9  6 . 3± 3 . 2  5 . 8± 2 . 7  6 . 4± 2 . 8  6 . 1± 2 . 8  ※ ※   
転 倒 歴 (な
し :あ
り 、 ％ ) 2 )  
8 7 . 3 : 1 2 . 7  8 6 . 7 : 1 3 . 3  4 9 . 0 : 5 1 . 0  7 4 . 9 : 2 5 . 1  8 2 . 1 : 1 7 . 9  8 1 . 8 : 1 8 . 2  8 0 . 8 : 1 9 . 2  7 4 . 8 : 2 5 . 2  ※ ※   
転 倒 回 数
(回 ／
年 ) 1 )  
0 . 3± 1 . 1  0 . 3± 1 . 0  1 . 6± 3 . 5  0 . 8± 2 . 4  0 . 4± 1 . 0  0 . 4± 1 . 3  0 . 6± 1 . 9  0 . 6± 1 . 3  ※ ※  
1 )  A N O V A                    
2 )  χ 2 検
定  
※ ※   
p＜ 0 . 0 1  
 




表 3 - 5 -4  転 倒 歴 を 従 属 変 数 とす るロ ジステ ィック 分 析 の 結 果  
    
転 倒 な し を R e f e r e n c e  
   
    O R  9 5 ％ C I  p 値  
   
1 回 ／ 年  転 倒  
      
 
運 動 機 能  4 . 5 2  3 . 4 8 - 5 . 8 6  ＜ 0 . 0 1  
   
  認 知 機 能  1 . 3 9  1 . 1 0 - 1 . 7 7  0 . 0 1  
   
2 回 以 上 ／ 年  
転 倒        
 
運 動 機 能  5 . 8 1  4 . 6 5 - 7 . 2 5  ＜ 0 . 0 1  
   
 
口 腔 機 能  1 . 8 8  1 . 5 0 - 2 . 3 7  ＜ 0 . 0 1  
   
 
閉 じ こ も り  1 . 3 1  1 . 0 1 - 1 . 6 8  0 . 0 4  
   
 
認 知 機 能  1 . 4 2  1 . 1 5 - 1 . 7 6  ＜ 0 . 0 1  
   
  う つ 傾 向  1 . 4 1  1 . 1 4 - 1 . 7 5  ＜ 0 . 0 1  
   
O R : オ ッ ズ 比  
   
9 5 ％ C I : 9 5 ％ 信 頼 区 間  
   
        
転 倒 歴   0 回 ／ 年 ： 0 、 1 回 ／ 年 ： 1 、 2 回 以 上 ／ 年 ： 2  
 
「 運 動 機 能 に 関 す る 質 問 」 3 / 5 以 上   該 当 ： 1 、 非 該 当 ： 0  
  
 「 認 知 機 能 に 関 す る 質 問 」 1 / 3 以 上   該 当 ： 1 、 非 該 当 ： 0  
  
「 口 腔 機 能 に 関 す る 質 問 」 2 / 3 以 上   該 当 ： 1 、 非 該 当 ： 0  
  
「 閉 じ こ も り に 関 す る 質 問 」 週 1 回 以 上 は 外 出 し て い ま す か   該 当 ： 1 、 非 該 当 ： 0  




第 4 章  地 域 在 住 高 齢 者 にお け る多 重 課 題 条 件 下 での 歩 行 能 力 と
転 倒 リ スク 調 査 の 関 連 ( 研 究 Ⅱ )  
 
4 - 1 .  目 的  
 
転 倒 予 防 の た め の 評 価 は 、 転 倒 の 危 険 性 の あ る 対 象 者 を 抽 出 し 、
転 倒 予 防 を 実 施 す る 最 初 の ス テ ッ プ と し て 重 要 で あ り 、 こ れ ま で に 多 く
の 転 倒 予 測 評 価 が 開 発 さ れ て い る 。 転 倒 予 測 評 価 と し て は 、 バ ラ ン ス
能 力 把 握 を 目 的 に 開 発 さ れた Be r g  B a l a n c e  S c a l e や T i me d  Up ＆
Go、 Fun c t i o n a l  R e a c h 等 が挙 げら れ る 。その 多 くは 、転 倒 に直 結 する
身 体 機 能 に バ ラ ン ス 能 力 が あ り 、 そ の バ ラ ン ス 能 力 の テ ス ト を 転 倒 予
測 の 評 価 とし て 使 用 し て い る 。 そ の 中 で 、 鳥 羽 ら ( 鳥 羽 ， 2 005 ) によ っ て
転 倒 ハイリ スク 者 を 早 期 発 見 の簡 易 的 な 評 価 方 法 が作 成 さ れた 。  
こ の 転 倒 ス コ ア は 、 筋 力 低 下 、 バ ラ ン ス 欠 如 、 歩 行 障 害 、 視 力 障
害 、 認 知 機 能 障 害 、 A DL 障 害 、 起 立 性 低 血 圧 、 加 齢 、 転 倒 の 既 往 、
慢 性 疾 患 、 薬 剤 、 段 差 など の 全 21 項 目 の質 問 か ら な り、 「はい」 、「 い
いえ」 で記 入 す る。 各 質 問 項 目 に 1 点 を 配 点 し、 計 21 点 で 評 価 し 、
本 ス コ ア は 得 点 が 大 き く な る こ と で 転 倒 リ ス ク も 高 く な る 。 転 倒 ス コ ア を
用 い た 先 行 研 究 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 と し て 横 断 的 あ る い は
縦 断 的 に 検 討 さ れ てい る。  
一 方 、 注 意 の 分 散 に よ り 歩 行 速 度 が 低 下 す る 虚 弱 高 齢 者 は 転 倒
す るリ スク が非 常 に 高 い こ とが L a n c e t に 紹 介 さ れて 以 来 、 多 重 課 題
条 件 下 で の パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 が 近 年 注 目 さ れ て い る ( L i l l em o r  
L u nd i n -O l s s o n , 1 9 9 7 ) 。  
多 重 課 題 条 件 と は 、要 求 され る 2 つ以 上 の課 題 を 同 時 に こな すと い
う も の で あ り 、 2 つ 以 上 の 課 題 へ の 注 意 を 適 切 に 配 分 し な が ら 、 課 題
を 遂 行 す る こ と が 求 め ら れ る 。 L i l l e mo r  L u n d i n -O l s s o n (L i l l e mo r  
L u nd i n -O l s s o n , 1 9 9 7 ) は 、 易 転 倒 傾 向 に あ る 高 齢 者 は 、 歩 行 能 力
低 下 に よ っ て 注 意 資 源 の 中 で の 歩 行 に 向 け ら れ る 注 意 量 の 割 合 が
増 大 す る こ と か ら 、 歩 行 以 外 の 事 象 に 注 意 を 向 け ら れ る 余 裕 が 減 少 、
ま た は 消 失 し て お り 、 そ の 状 態 で 歩 行 以 外 の 何 か に 注 意 を 向 け る こ と
で 、 歩 行 に 対 す る 注 意 量 が 急 激 に 減 少 す る た め 、 歩 行 を 中 止 せ ざ る
を 得 な くなっ てし まう と報 告 した 。  
わ が 国 で は 、 虚 弱 高 齢 者 に お け る 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 の ス ク リ ー ニ ン グ
法 とし て 、多 重 課 題 条 件 下 で の歩 行 時 間 や T i med  Up  a n d  Go  T e s t
な ど が 有 用 で あ る と 報 告 さ れ て い る ( 山 田 ， 200 8 ; 霍 , 2 0 0 7 ) 。 し か し 、 転
倒 リ ス ク と し て 広 く 用 い ら れ て い る 転 倒 ス コ ア と 多 重 課 題 条 件 下 で の
歩 行 能 力 の関 係 を 調 査 した も のはな い 。  
そ こ で 本 研 究 の 目 的 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条
件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 リ ス ク と の 関 係 を 明 ら か に し 、 安 全 に 簡 便 な
スク リーニ ングを 可 能 にす るこ と であ る。  
 
4 - 2 .  対 象 と 方 法  
 
1 )  対 象 者  
 茨 城 県 N 市 の平 成 23 年 度 介 護 予 防  (一 次 予 防 ) 事 業 に参 加 し
た 一 般 高 齢 者 3 5 名 を 対 象 とした 。 茨 城 県 N 市 は 、東 は 北 浦 、 西 は
霞 ヶ 浦 と い う 二 つ の 広 い 湖 に 挟 ま れ 、 東 西 の 湖 岸 部 分 は 低 地 、 内 陸
部 は 標 高 3 0m 前 後 の 丘 陵 台 地 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 全 人 口 は
37 , 5 4 1 人 であり そ のうち高 齢 者 人 口 は 10 , 4 1 1 人 、 高 齢 化 率 2 7 . 7 %
であ る  (平 成 24 年 3 月 現 在 ) 。  
2 )  方 法  
調 査 は 、 平 成 23 年 4 月 か ら 7 月 に 実 施 した 。 課 題 の な い 10 m 自
由 歩 行  ( 以 下 、 自 由 歩 行 ) と 、 課 題 を 遂 行 し な が ら の 歩 行 を 行 っ た
(以 下 、多 重 課 題 歩 行 ) の 2 条 件 で 行 っ た 。 多 重 課 題 は、お 盆 の 上 に
水 の入 っ た 4 つ の コップ を 持 つ 課 題  ( 以 下 、バラ ン ス課 題 )、 引 き算 の
問 題 を 聞 き 取 り な が ら 計 算 す る 課 題  ( 以 下 、 聴 覚 課 題 ) 、 文 章 を 音
読 す る課 題  (以 下 、音 読 課 題 ) 、50 か ら 2 を 順 次 引 く 課 題  (以 下 、
減 算 課 題 )の 4 つ と した 。  
また 、 認 知 機 能 の 評 価 として M in i - M en t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n  ( 以
下 、 MM SE ) 、T r a i l  Ma k i n g  T e s t  A 、 B  ( 以 下 、T MT A 、 B ) を 用 い た 。  
MMS E は 、 広 く 信 頼 性 、 妥 当 性 が 検 証 さ れ て お り 、 一 般 的 な 簡 易 認
知 機 能 検 査 として 用 いら れて い る。 T M T は、 2 つの 反 応 パタ ーンを 交
互 に 切 り 替 え る こ と が 決 ま っ て お り 、 両 方 の 遂 行 過 程 の 情 報 を 保 持 し
なが ら 適 切 に 遂 行 す る こ とを 求 め る 検 査 法 で あ る 。 T MT - A は 、1 か ら
25 まで の数 字 が 散 在 した 用 紙 で 、 1 か ら 25 までの 数 字 を 順 番 に 結 ん
でい くもの であ る 。 T MT -B は 、 1 か ら 1 3 ま での 数 字 と「 あ 、 い、う ・・・し 」
ま で の 仮 名 1 2 文 字 が 散 在 し た 用 紙 で 、 1- あ - 2- い -3 - う ・ ・ ・ の よ う に
交 互 に 結 ん で い く も の で あ る 。 こ の よ う な 課 題 は 、 認 知 の 変 換 、 課 題 の
切 り 替 え 、 注 意 の 切 り 替 え な ど 列 の 順 番 が ど こ ま で 進 ん で い る か を 保
持 して おく こ とが課 題 の迅 速 な遂 行 に 必 要 であ る 。  
転 倒 リ スク 調 査 は 、 過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数 と 鳥 羽 ら が 開 発 した 転
倒 ス コアを 用 いた 。  
歩 行 能 力 の評 価 は 、 10 m 歩 行 時 間 、 歩 幅 、 歩 数 を 採 用 した 。 10 m
歩 行 評 価 は、 全 長 14m の直 線 を 歩 く ことを 指 示 し 、 前 後 2m を 除 く 、
中 間 の 1 0m の 歩 行 に要 する 時 間 と 歩 数 を 計 測 した 。 自 由 歩 行 能 力
に 対 す る 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率 ％ 【  ( 多 重 課
題 歩 行 － 自 由 歩 行 ) ／ 自 由 歩 行 × 1 00 】 を 算 出 し た 。 さ ら に 、 過 去 1
年 間 の 転 倒 調 査 よ り 1 度 も 転 倒 し て いな い  (以 下 、非 転 倒 群 )、 １年
に 1 回 転 倒  (以 下 、1 回 転 倒 群 ) 、 １ 年 に 2 回 以 上 転 倒  (以 下 、複
数 転 倒 群 )の 3 群 に分 類 した 。  
 
4 - 3 .  統 計 学 的 解 析 方 法  
 
統 計 学 的 分 析 は 、 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率
と転 倒 ス コアの 関 連 につい ては P e a r s o n の積 率 相 関 係 数 を 用 いた 。
さら に 、非 転 倒 群 、 1 回 転 倒 群 、 複 数 転 倒 群 にお け る転 倒 ス コア と多
重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率 の 比 較 に は
Kru s k a l - Wa l l i s 検 定 を 用 い て 検 討 し た 。 ま た 多 重 比 較 法
( B o n f e r r o n i 法 )に て各 群 間 の 差 を 検 定 した 。なお 、 統 計 解 析 には統
計 解 析 ソフト SP S S  v e r . 1 9  を 用 い 、す べての 有 意 水 準 は 5%とした 。  
 
4 - 4 .  倫 理 的 配 慮  
 
 本 研 究 は 、 筑 波 大 学 人 間 総 合 科 学 研 究 科 研 究 倫 理 審 査 委 員 会
にて承 認 を 得 た ( 承 認 番 号 2 3-9 ) 。な お、す べての 被 験 者 には 予 め 本
研 究 の 目 的 と 内 容 を 説 明 し 、 文 書 に よ る 同 意 を 得 た 後 に 計 測 を 行 っ
た 。  
 
 
4-5 .  結 果  
 
結 果 は 、 平 均 値 ± 標 準 偏 差 で 示 した 。  
1 )  対 象 者 の 基 本 特 性 ( 表 4 - 5- 1 )  
対 象 者 全 体 は 35 名 ( 男 性 6 名 、女 性 2 9 名 )で あり 、 平 均 年 齢
78 . 8 ±7 . 2 歳 、 認 知 機 能 の 平 均 は、 MMS E26 . 6 ±2 . 7 点 、T MT A7 5 . 2
±29 . 5 秒 、T MT B2 29 . 6 ±1 17 . 3 秒 、Δ T MT 147 . 7 ± 103 . 3 秒 で あっ た 。
また 、 転 倒 ス コアの 平 均 は 5 . 6 ± 3 . 1 点 で あっ た 。  
非 転 倒 群 は 1 7 名 ( 男 性 3 名 、 女 性 1 4 名 )で あり 、 平 均 年 齢 79 . 4
± 5 . 9 歳 、 認 知 機 能 の 平 均 は 、 M M S E26 . 9 ± 1 . 9 点 、 T MT A7 8 . 4 ±
27 . 8 秒 、T MT B2 21 . 3 ± 84 . 8 秒 、Δ T M T 140 . 4 ± 7 3 . 2 秒 で あっ た 。 ま
た 、転 倒 ス コアの 平 均 は 3 . 8±2 . 0 点 で あっ た 。  
単 数 転 倒 群 は 9 名 ( 男 性 2 名 、女 性 7 名 )で あり 、 平 均 年 齢 7 9 . 1
± 7 . 8 歳 、 認 知 機 能 の 平 均 は 、 M M S E26 . 7 ± 3 . 7 点 、 T MT A7 3 . 0 ±
26 . 4 秒 、T MT B2 11 . 0 ± 53 . 1 秒 、Δ T M T 138 . 0 ± 5 1 . 5 秒 で あっ た 。 ま
た 、転 倒 ス コアの 平 均 は 4 . 9±0 . 9 点 で あっ た 。  
複 数 転 倒 群 は 9 名 ( 男 性 1 名 、女 性 8 名 )で あり 、 平 均 年 齢 7 7 . 3
± 9 . 3 歳 、 認 知 機 能 の 平 均 は 、 M M S E26 . 2 ± 2 . 6 点 、 T MT A6 8 . 9 ±
35 . 7 秒 、T MT B2 42 . 0 ± 207 . 6 秒 、 Δ T MT 173 . 1 ± 182 . 4 秒 で あっ た 。
また 、 転 倒 ス コアの 平 均 は 9 . 6 ± 2 . 6 点 で あっ た 。  
 
2 )  多 重 課 題 条 件 下 におけ る歩 行 能 力 の変 化 率 (表 4 - 5- 2 )  
各 多 重 課 題 に おい て歩 行 時 間 は 16 ％ ～37％の 増 加 、 歩 幅 は 9％
～15％の 減 少 、 歩 数 は 12％ ～22 ％の 増 加 を 示 した 。  
 
3 )  歩 行 能 力 変 化 率 と 転 倒 スコ ア合 計 点 との相 関 (表 4 -5 - 3 )  
転 倒 ス コ ア は 聴 覚 課 題 の 歩 幅 と 有 意 の 負 の 相 関  ( r ＝ － 0 . 3 7 )  ( p
＜ 0 . 0 5 ) 、 歩 数 と 有 意 の 正 の 相 関  ( r ＝ 0 . 3 5 ) を 示 し た  ( p ＜ 0 . 0 5 )  ( 図
4-5- 1 、 図 4 -5 - 2 ) 。 バ ラ ン ス 課 題 、 音 読 課 題 、 減 算 課 題 に お い て は
歩 行 時 間 、 歩 幅 、 歩 数 に おい て 有 意 な差 は みら れ なか っ た 。  
 
4 )  転 倒 回 数 別 の 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率  ( 表
4-5- 4 )  
聴 覚 課 題 にお ける 歩 幅 の 変 化 にお い て 3 群 間 で 有 意 な 差 がみら れ 、
多 重 比 較 の 結 果 、 非 転 倒 群 に 比 べ 複 数 転 倒 群 の 方 が 有 意 に 減 少
していた  ( p＜0 . 0 5 ) 。  
 
4 - 6 .  考 察  
 
 本 研 究 は 、 一 般 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能
力 の 変 化 率 と 転 倒 ス コ ア と の 関 連 およ び 転 倒 回 数 別 に お け る 多 重 課
題 条 件 下 にお ける 歩 行 能 力 の変 化 率 を 調 査 した 。 第 2 章 の結 果 か
ら 今 回 対 象 と した 地 域 にお け る 65 歳 以 上 の 介 護 認 定 を 受 け て い な
い高 齢 者 の平 均 年 齢 は 75 . 1 ± 6 . 3 歳 、平 均 転 倒 スコ ア は 7 . 0± 3 . 8
点 で あっ た 。 また 、 一 般 高 齢 健 常 者 の MM SE は 平 均 得 点 27 . 1 ±2 . 7
点   ( 平 均 年 齢 7 4 . 5 ± 6 . 3 歳 )と 報 告 され て いる ( 石 合 ， 2 008 )。 この こ
と か ら 今 回 対 象 と し た 高 齢 者 は 、 一 般 高 齢 者 と 転 倒 ス コ ア や 認 知 機
能 はか け 離 れては いなか っ た と 思 われ る。  
 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 平 均 変 化 率 は 、 各 課 題 と も
歩 行 時 間 の 延 長 、 歩 幅 の 減 少 、 歩 数 の 増 加 が み ら れ た 。 先 行 研 究
よ り 虚 弱 高 齢 者 を 対 象 に し た 多 重 課 題 条 件 下 で は 歩 行 安 定 性 低
下 、 歩 行 速 度 低 下 、 歩 数 の 増 加 、 姿 勢 動 揺 増 大 な ど の 報 告 が さ れ
て い る  (H o l lm an n  J .H . , 2 0 0 4 ;B e a u c h e t  O . , 2 0 0 5 ;W a l lm an n  
H . W . , 2 0 0 1 ) 。 多 重 課 題 条 件 下 で は 、 注 意 の 分 配 機 能 が 求 め ら れ 、
こ の 機 能 は 同 時 に 発 生 す る 複 数 の 課 題 に 対 し 、 適 切 な 量 の 注 意 を
各 課 題 へ 向 け る と い う も の で あ る 。 今 回 の 一 般 高 齢 者 に お い て も 歩 行
へ の 注 意 量 が 減 少 し た こ と で 、 多 重 課 題 条 件 下 に て 歩 行 能 力 に 変
化 が 見 ら れ た と 思 わ れ た 。 こ の 注 意 機 能 の 低 下 は 高 齢 者 に お け る 転
倒 の要 因 として 近 年 注 目 され てい る ( 山 田 , 2 0 0 8 ) 。  
 一 方 、過 去 1 年 間 の転 倒 回 数 別 に おけ る歩 行 能 力 の 変 化 率 と 転
倒 ス コ ア を 比 較 し た 結 果 、 聴 覚 課 題 の 歩 幅 が 非 転 倒 群 に 比 べ 複 数
転 倒 群 に お い て 有 意 に 減 少 し て い た 。 さ ら に 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩
行 能 力 変 化 率 と 転 倒 ス コ ア 合 計 点 と の 相 関 で は 、 聴 覚 課 題 に お け る
歩 幅 と 有 意 な 負 の 相 関 、 歩 数 と 有 意 な 正 の 相 関 が み ら れ た 。 こ れ は
転 倒 リ ス ク が 高 い 高 齢 者 で は 聴 覚 課 題 下 で の 歩 行 に お い て 歩 幅 が
減 り 、 歩 数 が 増 加 す る 、 い わ ゆ る ち ょ こ ち ょ こ 歩 き に な る 傾 向 が あ る こ と
が 示 さ れ た 。 西 村 ら ( 西 村 , 2 0 1 1 ) に よ る と 易 転 倒 高 齢 者 は 、 下 肢 筋 力
が 低 下 し て い る た め 、 歩 幅 が 減 少 し 、 バ ラ ン ス 機 能 低 下 の た め 立 脚 期
の 時 間 が 延 長 し て い る と 報 告 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 虚 弱 で な い 高 齢
者 の 転 倒 リ ス ク の ス ク リ ー ニ ン グ に は 、 今 回 用 い た 聴 覚 課 題 に お け る
歩 幅 と歩 数 の 調 査 が適 して い ると 思 わ れる 。  
ま た 、 各 種 課 題 条 件 の う ち 、 転 倒 ス コ ア と 有 意 な 相 関 が み ら れ た の
は 、 聴 覚 課 題 の み で あ っ た 。 今 回 用 い た 課 題 に お い て 聴 覚 課 題 は 、
計 算 問 題 を 聞 き 取 り 、 計 算 し 、 さ ら に 計 算 問 題 の 解 答 を 答 え る と い う
同 時 に 3 つの 課 題 を 処 理 し ながら 歩 行 す るもの で あり 、そ の他 の 課 題
は 2 つだ けの 処 理 内 容 であっ た 。こ の ことか ら 聴 覚 課 題 は 、他 の課 題
に 比 べ 難 易 度 が 高 か っ た こ と が 今 回 の 結 果 が 得 ら れ た と 考 え ら れ る 。
つ ま り 、 今 回 対 象 と し た 高 齢 者 は 、 多 く の 先 行 研 究 で 対 象 と し て い る
虚 弱 高 齢 者 で は な く 、 一 般 の 地 域 在 住 高 齢 者 で あ る こ と か ら 、 元 気
な 高 齢 者 に お い て は 、 計 算 問 題 を 聞 き 取 り 、 計 算 し 、 さ ら に 計 算 問 題
の解 答 を 答 え ると い う同 時 に 3 つの 課 題 を 処 理 す るこ とが 困 難 ではな
か っ た か と 推 察 さ れ る 。 転 倒 予 測 因 子 と し て の 多 重 課 題 法 は 、 入 院
患 者 や 施 設 利 用 者 に 対 す る 多 重 課 題 法 の 転 倒 予 測 評 価 に つ い て
そ の 有 用 性 が 認 め ら れ て い る も の の 、元 気 な 自 立 高 齢 者 や 地 域 在 住
高 齢 者 に お い て は エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 転 倒 リ ス ク 予 測 因 子 の 確 定
に は 至 っ て い な い と い わ れ て い る  ( 樋 口 , 2 0 1 0 ) 。 元 気 な 自 立 高 齢 者
や地 域 在 住 高 齢 者 に対 する 転 倒 予 測 因 子 の 抽 出 を 目 的 とした 多 重
課 題 法 で は 、 二 重 課 題 だ け で な く よ り 複 雑 な 処 理 が 適 し て い る 可 能
性 が示 唆 さ れた 。  
 本 研 究 は 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 ス コ ア ・ 転 倒 歴 を
横 断 的 に 調 査 し た こ と で あ り 、 転 倒 と の 因 果 関 係 を 明 確 に す る ま で に
は 至 っ て い な い 。 今 後 は 、 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 と の
関 係 を 前 向 きに 検 討 して いきた い 。  
 
4 - 7 .  小 括  
 
 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 す る 転 倒 予 測 法 と し て 多 重 課 題 法 は 有 用 で
あ り 、 課 題 と し て は 、 聴 覚 課 題  ( 計 算 問 題 を 聞 き 取 り 、 計 算 し 、 さ ら に
計 算 問 題 の解 答 を 答 える と いう同 時 に 3 つの 課 題 を 処 理 しながら 歩
行 す るもの )のよ うな やや複 雑 な 課 題 が 適 して いる と 思 わ れ た 。  
表 4 - 5 -1  対 象 者 の 基 本 属 性  
            
  全 体  ( n ＝ 3 5 )  
非 転 倒 群  ( n
＝ 1 7 )  
1 回 転 倒 群  
( n ＝ 9 )  
複 数 転 倒 群  
( n ＝ 9 )  
p  
年 齢  ( 歳 ) 1 )  7 8 . 8 ± 7 . 2  7 9 . 4 ± 5 . 9  7 9 . 1 ± 7 . 8  7 7 . 3 ± 9 . 3  n s  
性 別  ( 人 ) 2 )  
男 性  ( 6 ) 、 女
性  ( 2 9 )  
男 性  ( 3 ) 、 女
性  ( 1 4 )  
男 性  ( 2 ) 、 女
性  ( 7 )  
男 性  ( 1 ) 、 女
性  ( 8 )  
n s  
転 倒 ス コ ア  
( 点 ) 1 )  
5 . 6 ± 3 . 1  3 . 8 ± 2 . 0 ※  4 . 9 ± 0 . 9 ※  9 . 6 ± 2 . 6  ※ ※   
M M S E  
( 点 ) 1 )  
2 6 . 6 ± 2 . 7  2 6 . 9 ± 1 . 9  2 6 . 7 ± 3 . 7  2 6 . 2 ± 2 . 6  n s  
T M T - A  
( 秒 ) 1 )  
7 5 . 2 ± 2 9 . 5  7 8 . 4 ± 2 7 . 8  7 3 . 0 ± 2 6 . 4  6 8 . 9 ± 3 5 . 7  n s  
T M T - B  
( 秒 ) 1 )  
2 2 9 . 6 ± 1 1 7 . 3  2 2 1 . 3 ± 8 4 . 8  2 1 1 . 0 ± 5 3 . 1  2 4 2 . 0 ± 2 0 7 . 6  n s  
Δ T M T  
( 秒 ) 1 )  
1 4 7 . 7 ± 1 0 3 . 3  1 4 0 . 4 ± 7 3 . 2  1 3 8 . 0 ± 5 1 . 5  1 7 3 . 1 ± 1 8 2 . 4  n s  
平 均 ± 標 準
偏 差       
Δ T M T ＝ T M T B - T M T A  
    
1 )  K r u s k a l - W a l l i s 検 定  
    
※  p o s t  h o c  t e s t  B o n f e r r o n i 法  v s 複 数 転
倒 群  p ＜ 0 . 0 5     
2 )  χ 2 検 定  
     
※ ※  p＜ 0. 01   n s : not  sig nif ican t  
表 4 - 5 -2  多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率  
(単 位 :％ )  
  バラ ンス課 題  聴 覚 課 題  音 読 課 題  減 算 課 題  
時 間  1 6 . 3 ± 1 3 . 9  3 1 . 0 ± 2 0 . 9  3 7 . 4 ± 2 1 . 2  3 4 . 0 ± 2 2 . 7  
歩 幅  - 1 0 . 2 ± 11 . 6  - 1 5 . 4 ± 12 . 0  - 1 5 . 7 ± 11 . 6  - 9 . 1± 1 1 . 1  




















表 4 - 5 -3  各 課 題 と 歩 行 能 力 変 化 率 の 相 関  
(単 位 :％ )  
  バラ ンス課 題  聴 覚 課 題  音 読 課 題  減 算 課 題  
時 間  0 . 1 5  0 . 1 7  - 0 . 0 5  0 . 0 0  
歩 幅  - 0 . 1 5  - 0 . 3 7 ※  0 . 0 5  - 0 . 0 4  
歩 数  0 . 1 4  0 . 3 5 ※  0 . 0 9  0 . 2 1  
P e a r s o n の 積 率 相 関 係 数  


















表 4 - 5 -4  転 倒 回 数 別 に お け る 歩 行 能 力 変 化 率 の 比 較  
    
非 転 倒 群  
( n＝ 17 )  
1 回 転 倒 群  
( n＝ 9 )  
複 数 転 倒
群  
( n＝ 9 )  
p  
時 間  
バラ ンス課
題  
1 3 . 1 ±1 3 . 9  2 0 . 2 ±1 5 . 7  1 8 . 5 ±1 1 . 1  n s  
聴 覚 課 題  2 6 . 4 ±2 0 . 5  4 9 . 4 ±4 5 . 7  5 7 . 2 ±6 7 . 3  n s  
音 読 課 題  3 9 . 8 ±1 9 . 7  1 0 . 1 ±4 5 . 9  4 6 . 9 ±1 7 . 2  n s   
減 算 課 題  2 5 . 0 ±3 8 . 4  3 4 . 1 ±2 3 . 1  3 9 . 1 ±2 2 . 5  n s  
歩 幅  
バラ ンス課
題  
- 1 0 . 3 ±
11 . 9  
- 7 . 2 ±1 5 . 2  - 1 2 . 7 ± 6 . 1  n s  
聴 覚 課 題  - 1 4 . 0 ± 7 . 7  
- 1 1 . 7 ±
15 . 7  
- 2 3 . 8 ± 9 . 9  ※  
音 読 課 題  - 1 8 . 9 ± 8 . 5  
- 1 7 . 7 ±
34 . 7  
- 1 9 . 9 ± 5 . 5  n s   
減 算 課 題  - 1 0 . 9 ± 7 . 8  1 . 3 ±11 . 5  - 1 5 . 4 ± 9 . 4  n s  
歩 数  
バラ ンス課
題  
1 3 . 5 ±1 7 . 2  1 6 . 4 ±1 0 . 5  1 4 . 0 ±8 . 5  n s  
聴 覚 課 題  1 5 . 8 ±1 5 . 7  2 1 . 8 ±2 3 . 8  2 6 . 6 ±1 6 . 0  n s  
音 読 課 題  2 4 . 2 ±1 2 . 4  1 3 . 9 ±1 1 . 9  2 7 . 0 ±8 . 1  n s  
減 算 課 題  1 1 . 7 ±1 4 . 2  1 0 . 6 ±1 3 . 2  1 5 . 3 ±1 1 . 0  n s  
 
平 均 ±標
準 偏 差      
 
K r u s k a l - Wa l l i s 検 定 、 po s t  h o c  t e s t  
  





















B o n f e r r o n i 法  
 
※  p＜ 0 . 0 5    
 n s  : n o t  
s i g n i f i c a n t  

























r＝ － 0.3 7  






































変 化 率 (％ )  
r＝ 0 .35  
第 5 章  二 次 予 防 事 業 対 象 者 に おけ る多 重 課 題 法 を 用 いた トレ ーニ
ングの 転 倒 予 防 効 果 ( 研 究 Ⅲ )  
 
5 - 1  目 的  
 
 人 口 の 高 齢 化 が 進 ん だ わ が 国 で は 、 高 齢 者 の 要 介 護 状 態 の 予 防 、
改 善 を 行 う こ とは 非 常 に 重 要 な 課 題 で あ る 。 平 成 19 年 度 の 国 民 生
活 基 礎 調 査 に よ る と 、 介 護 が 必 要 と な る 原 因 と し て 、 転 倒 ・ 骨 折 は 脳
血 管 障 害 、 認 知 症 、高 齢 によ る衰 弱 、 関 節 疾 患 につ いで 第 5 位 で あ
っ た 。 転 倒 後 の 生 活 に 及 ぼ す 影 響 は 大 き く 、 転 倒 へ の 恐 怖 心 に よ り
身 体 活 動 量 が 低 下 す る こ とや 生 活 の 質 の 低 下 を 招 く こ と も予 想 さ れる 。
そ の た め 、 効 果 的 な 転 倒 予 防 ト レ ー ニ ン グ の 必 要 性 が 高 ま っ て き て い
る。  
第 1 章 に示 した よ うに、 転 倒 に は内 的 、外 的 の 様 々 な関 連 因 子 が
挙 げ ら れ て い る が 、 そ の 中 で 、 近 年 多 重 課 題 条 件 下 で の 立 位 バ ラ ン
ス 能 力 や 歩 行 能 力 の 低 下 が 注 目 さ れ 、 転 倒 と の 関 連 性 が 示 唆 さ れ
てい る。  
 し か し 、 虚 弱 や 要 介 護 高 齢 者 を 対 象 と し た 報 告 は 少 な か ら ず 存 在
す る も の の 、 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢 者 に お け る 多 重 課 題 下
でのトレ ーニ ング の 転 倒 予 防 効 果 を 明 ら か にした ものは少 ない 。  
 そ こ で 本 研 究 の 目 的 は 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 多 重 課 題
条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し 、 身 体 ・ 認 知 機 能 、 多 重 課 題 条 件
下 で の 歩 行 能 力 、 立 位 バ ラ ン ス 能 力 、 さ ら に 転 倒 リ ス ク の 変 化 を 検 討
する こと とした 。  
 
5-2  対 象 と 方 法  
 
1 )  対 象 者 (図 5 -2-1 )  
 茨 城 県 N 市 に て 、 20 11 年 12 月 ～ 2 013 年 7 月 に開 催 された 介 護
予 防 教 室 に 参 加 し た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 と し た 。 本 研 究 の
対 象 者 は 、 要 介 護 認 定 非 該 当 者 で あ り 、厚 生 労 働 省 が 示 す 二 次 予
防 事 業 対 象 者 の 選 定 に 用 いる 「基 本 チ ェ ック リス ト」全 25 項 目 のうち 、
「生 活 機 能 全 般 に 関 す る質 問 」で 10/ 20 以 上 、 「運 動 機 能 に関 する
質 問 」 3/ 5 以 上 、 「 栄 養 状 態 に 関 す る 質 問 」 2/2 、 「 口 腔 機 能 に 関 す
る質 問 」 2 /3 以 上 の いず れか に該 当 した 者 で あっ た 。  
 多 重 課 題 介 入 群 は、 2 01 1 年 1 2 月 ～201 2 年 2 月 、2 012 年 5 月
～7 月 に 開 催 さ れた 介 護 予 防 教 室 に 参 加 した 二 次 予 防 事 業 対 象 者
24 名 で 、データ が 不 完 全 で あっ た 1 名 を 除 く 、 23 名 を 解 析 対 象 とし
た 。  
 対 照 群 は、 201 2 年 12 月 ～20 13 年 2 月 、 201 3 年 5 月 ～ 7 月 に 開
催 さ れた 介 護 予 防 教 室 に 参 加 した 23 名 で 、データ が 不 完 全 で あっ た
4 名 を 除 く 19 名 を 解 析 対 象 とした 。  
 対 象 地 域 で ある 茨 城 県 N 市 は 、 東 は 北 浦 、 西 は 霞 ヶ 浦 と いう 二 つ
の広 い 湖 に 挟 まれ 、 東 西 の 湖 岸 部 分 は 低 地 、 内 陸 部 は 標 高 30 m 前
後 の丘 陵 台 地 によ り形 成 さ れ て い る 。 全 人 口 は 3 7 , 5 4 1 人 で あり 、その
うち高 齢 者 人 口 は 10 , 4 1 1 人 、高 齢 化 率 27 . 7 % で ある  (平 成 2 4 年 3
月 現 在 )。  
 
2 )  茨 城 県 N 市 の介 護 予 防 教 室 実 施 概 要  
 要 介 護 状 態 に 陥 ら な い た め に 介 護 予 防 施 策 を 提 供 す る こ と に よ り 、
在 宅 高 齢 者 に 対 す る 生 き が い や 健 康 づ く り 活 動 及 び 寝 た き り 予 防 、
転 倒 予 防 た め の 知 識 の 普 及 活 動 に よ り 、 健 や か で 活 力 の あ る 地 域 づ
くりを 推 進 する 目 的 で実 施 して い る。  
 介 護 予 防 教 室 は 、 体 力 チ ェ ッ ク 、 運 動 、 レ ク レ ー シ ョ ン 、 講 話 ( 運 動
機 能 向 上 に 対 す る も の 、 口 腔 機 能 向 上 に 対 す る も の 、 栄 養 状 態 向
上 に対 するも の ) な どで 構 成 さ れて い る 。  
( 1 )  多 重 課 題 介 入 群 の教 室 内 容  
 実 施 期 間 は 、 週 1 回 、 1 回 あた り 1 2 0 分 、 全 12 回  ( 約 3 か 月 間 )
を 1 期 と し た 。 1 回 の 教 室 は 、 血 圧 測 定 、 体 調 確 認 、 レ ク レ ー シ ョ ン  
( 4 5 分 程 度 )およ び 運 動  ( 4 5 分 程 度 ) で構 成 さ れ てい る 。 1 期 12 回 の
内 訳 は 1 回 目 か ら 2 回 目 は介 入 前 体 力 測 定 、 3 回 目 か ら 10 回 目 は 、
上 記 教 室 内 容 、 1 1 回 目 か ら 12 回 目 は 介 入 後 体 力 測 定 を 実 施 し
た 。  
 多 重 課 題 の 内 容 を 含 ん だ 運 動 指 導 内 容 は 、 ① 頚 部 ・ 上 肢 ・ 体 幹 ・
下 肢 に 対 す る 柔 軟 体 操 。② 継 ぎ足 肢 位 を とり ながら 開 眼 30 秒 間 保
持 、 閉 眼 30 秒 間 保 持 す る 。 次 に 、 計 算 問 題 を 解 き な が ら 継 ぎ 足 肢
位 を 保 持 す る。 ③ 片 脚 立 位 を とり なが ら 開 眼 30 秒 間 保 持 、 閉 眼 3 0
秒 間 保 持 す る 。 次 に 、 数 字 の 逆 唱 な が ら 片 脚 立 位 を 保 持 す る 。 ④ い
す に 座 り 素 早 く 足 踏 み し な が ら 「 動 物 の 名 前 」 「 『 ひ ら が な 一 文 字 を 提
示 す る 』 で 始 ま る 」 言 葉 を 思 い 付 く ま ま 声 に 出 し て 列 挙 す る 。 ⑤ 合 図 と
同 時 に指 示 さ れ た 方 向 に大 き く ス テ ッ プ す る 。 次 に 合 図 と 同 時 に指 示
さ れ た 方 向 と は 逆 に 大 き く ス テ ッ プ す る 。 ⑥ 手 拍 子 に 合 わ せ て 足 踏 み
し な が ら 、 指 示 さ れ た 方 向 や そ の 逆 方 向 に 動 く 。 ⑦ 深 呼 吸 を 行 う こ と と
した 。運 動 指 導 は 、 免 許 取 得 後 1 8 年 経 過 した 理 学 療 法 士 によ り 実
施 した 。  
( 2 )  対 照 群 の 教 室 内 容  
 実 施 期 間 は 、 週 1 回 、 1 回 あた り 1 2 0 分 、 全 12 回  ( 約 3 か 月 間 )
を 1 期 と し た 。 1 回 の 教 室 は 、 血 圧 測 定 、 体 調 確 認 、 レ ク レ ー シ ョ ン  
( 4 5 分 程 度 )およ び 運 動  ( 4 5 分 程 度 ) で構 成 さ れ てい る 。 1 期 12 回 の
内 訳 は 1 回 目 か ら 2 回 目 は介 入 前 体 力 測 定 、 3 回 目 か ら 10 回 目 は 、
上 記 教 室 内 容 、 1 1 回 目 か ら 12 回 目 は介 入 後 体 力 測 定 を 実 施 した 。
運 動 指 導 は 、 東 京 都 老 人 総 合 研 究 所 疫 学 部 門 が 提 示 し て い る 高
齢 者 の 転 倒 予 防 を 目 指 す 運 動 プ ロ グ ラ ムを 参 考 に 、熟 練 した 理 学 療
法 士 に よ り 実 施 し た 。 運 動 指 導 内 容 は 、 下 肢 ・ 体 幹 筋 力 ト レ ー ニ ン グ
を 中 心 に 、 踵 上 げ 、 足 関 節 の 底 背 屈 、 椅 子 か ら の 立 ち 上 が り 、 腹 筋
運 動 、 段 差 昇 降 、 横 歩 き で 構 成 さ れ て い る 。 下 肢 ・ 体 幹 ト レ ー ニ ン グ
の前 後 には 柔 軟 体 操 を 取 り 入 れた 。  
 
( 3 )  調 査 方 法  
 評 価 方 法 は 、 質 問 紙 に よ る 面 接 聞 き 取 り 調 査 、 身 体 形 態 ・ 機 能 測
定 、 10m 歩 行 評 価 、立 位 バラ ン ス評 価 を 実 施 し 、教 室 開 始 時 と教 室
終 了 時 に 同 じ調 査 、測 定 を 行 っ た 。  
 
①  質 問 紙 調 査 項 目  
 属 性  ( 年 齢 、 性 別 等 ) の ほ か 、 認 知 機 能  (M i n i  M e n t a l  S t a t e  
E x a m i n a t i o n : 以 下 、MM SE 、T r a i l  M a k i n g  T e s t  A 、B : 以 下 、T MT -A 、
B ) 、 転 倒 恐 怖 感  ( F a l l s  e f f i c a c y  S c a l e : 以 下 、FE S ) 、 転 倒 歴 、 転 倒
スコアを 評 価 した 。  
転 倒 恐 怖 感 は 、 転 倒 自 己 効 力 感 の 指 標 で ある 日 本 語 版 FE S を
用 いた 。FE S は 10 項 目 の 活 動 に 対 し て、 転 倒 せずに どの 程 度 自 信 を
持 っ て 活 動 を 行 う こ と が で き る か を 調 査 す る 指 標 で あ る 。 1 . 全 く 自 信 が
ない 2 . あ まり 自 信 が ない 3 . ま あ自 信 が ある 4 . 大 変 自 信 が ある 、の 4 件
法 で チ ェ ッ ク す る も の で 、 最 高 得 点 が 40 点 で 得 点 が 高 い ほ ど 、 転 倒
恐 怖 感 が 少 な いと いわ れ てい る。  
 転 倒 歴 は 、過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数 を 記 載 した 。 転 倒 ス コ アは 、鳥
羽 ら が 開 発 し た も の を 用 い て 評 価 し た 。 筋 力 低 下 、 バ ラ ン ス 欠 如 、 歩
行 障 害 、視 力 障 害 、認 知 機 能 障 害 、 ADL 障 害 、 起 立 性 低 血 圧 、加
齢 、 転 倒 の既 往 、 慢 性 疾 患 、 薬 剤 、 段 差 など の全 21 項 目 の 質 問 か
ら なり 、「 はい 」 、「 い いえ」 で 記 入 す る 。 各 質 問 項 目 に 1 点 を 配 点 し 、
計 2 1 点 で評 価 し 、 本 ス コアは 得 点 が 大 き く なる こと で 転 倒 リスク も 高 く
なる 。  
 
②  身 体 形 態 、 機 能 測 定 項 目  
 身 体 形 態 は 、 Body  Ma s s  I n d e x  ( 以 下 、 BMI ) 、 骨 格 筋 量
( B IO S PAC E 社 製 I n  B o d y 5 30 ) の 2 項 目 で ある 。 身 体 機 能 測 定 は 、
左 、 右 握 力 、5 回 立 ち 座 り 時 間 、 ファ ンク ショ ナルリ ーチ 、 最 大 1 歩
幅 、T im ed  Up  a n d  Go  T e s t  ( 以 下 、 T UG) 、 片 脚 立 位 時 間 の 7 項
目 で あ る 。 多 重 課 題 介 入 群 、 対 照 群 のい ず れの 測 定 も 身 体 機 能 測
定 に精 通 した 同 じス タ ッフが 安 全 に 留 意 し行 っ た 。  
 
③  10m 歩 行 評 価  
 歩 行 課 題 は 、 普 段 か ら 歩 い て い るス ピー ドで の歩 行  ( 以 下 、 通 常 歩
行 ) 、 全 力 のス ピー ドでの歩 行  ( 以 下 、 全 力 歩 行 ) 、4 つの 水 の入 っ た
コ ッ プ を 乗 せ た お 盆 を 持 ち な が ら 歩 行 す る  ( 以 下 、 多 重 課 題 歩 行 ① ) 、
100 か ら 2 を 減 算 し ながら 歩 行 す る  ( 以 下 、 多 重 課 題 歩 行 ② ) 、野 菜
の名 前 を 列 挙 しな がら 歩 行 する  ( 以 下 、 多 重 課 題 歩 行 ③ ) 、4 つの水
の入 っ た コ ップ を 乗 せた お盆 を 持 つ 課 題 と 50 か ら 2 を 減 算 す る課 題 を
同 時 に 行 い な がら 歩 行 す る  ( 以 下 、 多 重 課 題 歩 行 ④ ) 、  4 つ の 水 の
入 っ た コ ッ プ を 乗 せ た お 盆 を 持 つ 課 題 と 動 物 の 名 前 を 列 挙 す る 課 題
を 同 時 に 行 いながら 歩 行 する  ( 以 下 、 多 重 課 題 歩 行 ⑤ ) を 採 用 した 。  
 
④  静 的 立 位 バラ ンス 評 価  
静 的 立 位 バ ラ ン ス 評 価 に は 、 酒 井 医 療 社 製 重 心 動 揺 計 A c t i v e  
B a l a n c e r を 用 いた 。評 価 項 目 は 、 30 秒 間 の 総 軌 跡 長 、 実 行 面 積 、
矩 形 面 積 を 採 用 し た 。 立 位 バ ラ ン ス 課 題 は 、 自 然 立 位 、 4 つ の 水 の
入 っ た コ ッ プ を 乗 せ た お 盆 を 持 ち な が ら 立 位 保 持 す る  ( 以 下 、 多 重
課 題 立 位 ① )、 100 か ら 2 を 減 算 し なが ら 立 位 保 持 する  ( 以 下 、 多 重
課 題 立 位 ② ) 、 野 菜 の 名 前 を 列 挙 し な が ら 立 位 保 持 す る  ( 以 下 、 多
重 課 題 立 位 ③ ) 、 4 つ の 水 の 入 っ た コ ッ プ を 乗 せ た お 盆 を 持 つ 課 題 と
50 か ら 2 を 減 算 す る課 題 を 同 時 に 行 いながら 立 位 保 持 する  ( 以 下 、
多 重 課 題 立 位 ④ ) 、4 つ の水 の入 っ た コップ を 乗 せた お 盆 を 持 つ課 題
と 動 物 の 名 前 を 列 挙 す る 課 題 を 同 時 に 行 い な が ら 立 位 保 持 す る  
(以 下 、多 重 課 題 立 位 ⑤ ) とした 。  
 
5 - 3  統 計 学 的 解 析 方 法  
 
結 果 は 、 平 均 値 ± 標 準 偏 差 、 人 数  ( ％ ) で 表 し た 。 教 室 開 始 時 の
多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 比 較 に は Man n -W h i t n e y 検 定  ( 連 続
変 数 ) と χ 2 検 定  ( カ テ ゴ リ ー 変 数 ) を 用 い た 。 教 室 前 後 比 較 に は
Wi l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定 を 実 施 し た 。  
教 室 前 後 の 各 測 定 項 目 の 変 化 に つ い て 、 群 間 の 介 入 効 果 の 差
を 検 証 す る た め に 、 二 元 配 置 分 散 分 析 よ り 交 互 作 用 の 有 意 性 を 検
討 した 。 なお 、 統 計 解 析 に は統 計 解 析 ソフト S PS S  v e r . 1 9  を 用 い 、す
べての 有 意 水 準 は 5%とした 。  
 
5 - 4  倫 理 的 配 慮  
 
 本 研 究 は 、 ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 倫 理 審 査 委 員 会 の 審 査 を
受 け 、 承 認 を 得 た も の で あ る  ( 承 認 番 号 A- 052 ) 。 な お 、 す べ て の 被
験 者 には 予 め 本 研 究 の 目 的 と 内 容 を 説 明 し 、 文 書 によ る 同 意 を 得 た
後 に計 測 を 行 っ た 。  
 
5 - 5  結 果  
 
1 )  教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 特 性  ( 表
5-5- 1 )  
 最 終 解 析 者 は 4 2 名 、 多 重 課 題 介 入 群 2 3 名  (男 性 3 名 、 女 性
20 名 、 平 均 年 齢 7 5 . 4 ±4 . 4 歳 ) 、対 照 群  (男 性 0 名 、 女 性 1 9 名 、
平 均 年 齢 75 . 6 ± 6 . 1 歳 ) で あ り 、両 群 とも に 性 別 や 年 齢 に有 意 差 は
み ら れ な か っ た 。 ま た 認 知 機 能 評 価  ( T MT - A ・ B 、 M MSE ) 、 FE S 、 過
去 1 年 間 の 転 倒 回 数 、 転 倒 ス コアにお いても 有 意 差 は みら れなか っ た 。
身 体 、 体 力 測 定 で は 、 BMI 、 T U G で 両 群 間 に 有 意 差 が み ら れ た が 、
そ の 他 の 項 目 で は 、 両 群 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た こ と か ら 、 多
重 介 入 群 と 対 照 群 の対 象 者 は 同 様 の 能 力 と思 わ れた 。  
 
2 ) 教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 歩 行 能 力  ( 表 5-5 -2 )  
 通 常 歩 行 、 全 力 歩 行 、 多 重 課 題 歩 行 ① ～ ⑤ に お け る 時 間 、 歩 数
全 て の 項 目 に お い て 、 両 群 間 で 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た こ と か ら 、
多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 は 同 様 の 能 力 と 思 わ れた 。  
 
3 ) 教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 歩 行 能 力  ( 表 5-5 -3 )  
 多 重 課 題 立 位 ③ に お け る 矩 形 面 積 に お い て 、 有 意 差 が み ら れ た が
( F ＝ 1 . 8 1 ， p< 0 . 0 5 ) 、 そ の 他 の 項 目 で は 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た こ
と か ら 、 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 は 同 様 の 能 力 と 思 わ れ
た 。  
 
4 ) 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 認 知 機 能 と 体 力 測 定 の 教 室
前 後 変 化  (表 5 - 5 -4 a ・b )  
多 重 課 題 介 入 群 は、 教 室 開 始 前 に 比 べ MM SE で 有 意 な増 加  ( F
＝ 2 . 6 3 ， p ＜ 0 . 0 1 ) 、 転 倒 ス コ ア で 有 意 な 減 少  ( F ＝ 3 . 7 2 ， p ＜ 0 . 0 1 ) 、 5
回 立 ち 座 り 時 間 で 有 意 な 減 少  ( F ＝ 2 . 4 5 ， p ＜ 0 . 0 5 ) が み ら れ た 。 そ の
他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 対 照 群 は 、
教 室 開 始 前 に 比 べ T MT -B で 有 意 な 減 少  ( F ＝ 2 . 5 0 ， p ＜ 0 . 0 5 ) 、 5
回 立 ち座 り時 間 で 有 意 な減 少  ( F＝ 3 . 3 0 ，p ＜0 . 0 1 ) 、 最 大 1 歩 幅 で
有 意 な 増 加  ( F ＝2 . 9 4 ， p＜0 . 0 1 ) がみ ら れた 。 その 他 の 項 目 では 教 室
前 後 に おい て 有 意 差 はみら れなか っ た 。  
ま た 、 二 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 、 転 倒 ス コ ア ( F ＝ 4 . 1 3 ， p ＜ 0 . 0 1 )
と 最 大 1 歩 幅 ( F ＝5 . 5 9 ，p ＜0 . 0 5 )に 交 互 作 用 が みら れ 、 転 倒 ス コア
は 、 多 重 課 題 介 入 群 が 対 照 群 よ り 、 最 大 一 歩 幅 は 、 対 照 群 が 多 重
課 題 介 入 群 よ り 各 々改 善 して いた 。  
5 ) 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 歩 行 能 力 の 教 室 前 後 変 化  
(表 5 -5- 5 a ・b )  
 多 重 課 題 介 入 群 は 、 教 室 開 始 前 に 比 べ 全 力 歩 行 時 間  ( F ＝ 2 . 8 4 ，
p＜0 . 0 1 ) 、 多 重 課 題 歩 行 ② 時 間  ( F ＝2 . 3 9 ， p＜ 0 . 0 5 ) 、 多 重 課 題 歩
行 ③ 時 間  ( F ＝ 3 . 2 2 ， p＜ 0 . 0 1 ) 、 多 重 課 題 歩 行 ④ 時 間  ( F＝ 3 . 7 0 ， p
＜ 0 . 0 1 ) 、 多 重 課 題 歩 行 ⑤ 時 間  ( F ＝ 3 . 0 1 ， p ＜ 0 . 0 1 ) 、 多 重 課 題 歩
行 ③ 歩 数  ( F ＝ 2 . 2 8 ， p ＜ 0 . 0 5 ) で 有 意 な 減 少 が み ら れ た 。 そ の 他 の
項 目 では教 室 前 後 におい て有 意 差 は みら れなか っ た 。  
 対 照 群 は 、 教 室 開 始 前 に 比 べ 通 常 歩 行 時 間  ( F ＝ 2 . 0 2 ， p ＜
0 . 0 5 ) 、 多 重 課 題 歩 行 ③ 歩 数  ( F ＝ 2 . 1 1 ， p ＜ 0 . 0 5 ) で 有 意 な 減 少 が
み ら れ た 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 差 は み ら れ な か
っ た 。  
ま た 、 二 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 、 全 て の 項 目 に お い て 交 互 作 用
はみら れ なか っ た 。  
 
6 ) 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 重 心 動 揺 結 果 の 教 室 前 後 変
化  (表 5 -5- 6 a・ b )  
 多 重 課 題 介 入 群 は、 教 室 開 始 前 に 比 べ 30 秒 立 位 総 軌 跡 長 にお
い て 有 意 な 減 少 が み ら れ た  ( F ＝ 2 . 3 1 ， p ＜ 0 . 0 5 ) 。 そ の 他 の 項 目 で は
教 室 前 後 に お い て 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 対 照 群 は 、 全 て の 項 目
におい て教 室 前 後 で有 意 な 差 はみら れなか っ た 。  
ま た 、 二 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 、 全 て の 項 目 に お い て 交 互 作 用
はみら れ なか っ た 。  
 
 
5-6  考 察  
 
 第 4 章 では 、 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 す る 転 倒 予 測 法 とし て 多 重 課
題 法 は 有 用 で あ り 、 課 題 と し て は 、 計 算 問 題 を 聞 き 取 り 、 計 算 し 、 さ ら
に 計 算 問 題 の 解 答 を 答 え る と い う 同 時 に 3 つ の 課 題 を 処 理 し な が ら
歩 行 する という よ う な やや複 雑 な 課 題 が 適 して いる こ とが 示 唆 さ れた 。  
 第 5 章 では 、 第 4 章 で示 唆 さ れた こ とを 踏 まえ 、要 介 護 認 定 を 受 け
て い な い 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し 、
身 体 機 能 の 向 上 、 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 、 立 位 バ ラ ン ス 能
力 、 さら には 転 倒 リ スク への影 響 に つい て検 討 す るこ とを 目 的 とした 。  
 今 回 の 介 護 予 防 教 室 に お い て 同 一 時 期 で 多 重 課 題 介 入 群 と 対
照 群 を ラ ン ダ ム 化 し て 検 討 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 そ の た め 、 本 研 究
で は 時 期 を ず ら し て 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 を 設 け て 検 討 し た 。 多
重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 教 室 開 催 は 同 一 地 域 で あ り 季 節 も 同 じ で
あ っ た 。 ま た 年 齢 、 性 別 な ど の 特 性 に も 差 は な か っ た 。 身 体 特 性 は 対
照 群 に 比 し 、多 重 課 題 介 入 群 の 方 が BMI で有 意 に 高 く、 T UG は 有
意 に 時 間 の 延 長 が み ら れ た 。 し か し 、 そ の 他 の 認 知 機 能 、 転 倒 ス コ ア 、
転 倒 歴 、 筋 力 、 バ ラ ン ス 機 能 な ど に お い て は 差 が み ら れ ず 、 身 体 機 能 、
認 知 機 能 の 能 力 は 類 似 し た 集 団 で あ っ た 。 ま た 、 通 常 歩 行 、 全 力 歩
行 、 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 に お い て も 差 は み ら れ な か っ た 。
さら に 重 心 動 揺 の 結 果 では 、 多 重 課 題 ③ での 矩 形 面 積 で差 がみら れ
た ものの 、そ の他 の 項 目 では 両 群 に 差 はみら れなか っ た 。 この こ とか ら 、
多 重 課 題 条 件 下 を 含 む 歩 行 能 力 、 重 心 動 揺 の 結 果 に お い て も 類
似 して いる 集 団 で あ っ た 。  
 本 研 究 で 実 施 し た 多 重 課 題 介 入 群 、 対 照 群 で の 介 護 予 防 教 室
の特 徴 は 、要 介 護 状 態 に陥 ら な いた めに「 運 動 機 能 の 向 上 」な どが そ
れ ぞ れ の サ ー ビ ス ご と に 実 施 さ れ て い る の に 対 し 、 「 転 倒 予 防 」 を 意 識
し た プ ロ グ ラ ム を 取 り 入 れ た こ と で あ る 。 さ ら に 、 講 話 で は 口 腔 機 能 向
上 に 対 す る も の 、 栄 養 状 態 向 上 に 対 す る も の に 加 え て 、 「 転 倒 予 防 」
に つ い て も 実 施 し た 。 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 教 室 内 容 の
違 い は 、 転 倒 予 防 体 操 内 容 の み で あ り 、 そ の 他 内 容 で あ る 体 調 管 理
やレク リエ ーショ ン な どはほ とん ど同 一 内 容 を 実 施 した 。  
本 研 究 の 対 照 群 の 運 動 内 容 は 、 高 齢 者 の 転 倒 予 防 を 目 指 す 運
動 プ ロ グ ラ ム ( 東 京 都 老 人 総 合 研 究 所 疫 学 部 門 ) を 参 考 に 実 施 し た 。
対 照 群 の 体 力 測 定 では 、 5 回 立 ち 座 り 時 間 、 最 大 1 歩 幅 が 有 意 に
改 善 し 、 歩 行 能 力 で は 通 常 歩 行 時 間 、 多 重 課 題 ③ の 歩 数 に お い て
有 意 な差 がみら れ た 。しか し転 倒 ス コ アは教 室 開 始 時 の 10 . 3 ±2 . 9 点
か ら 教 室 室 終 了 時 8 . 8 ±3 . 8 点 で はある が、 得 点 に有 意 な 改 善 はみ
ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 、 下 肢 筋 力 強 化 や 通 常 歩 行 ス ピ ー ド の 向
上 に は 効 果 が 認 め ら れ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 し か し 、 転 倒 リ ス ク の
指 標 と し て 用 い ら れ る 転 倒 ス コ ア は 変 化 が み ら れ な か っ た こ と か ら 、 転
倒 リスク を 減 少 させ るま でには 至 っ て い ない と思 わ れる 。  
一 方 、 多 重 課 題 介 入 群 の 運 動 内 容 は 、第 4 章 の結 果 を 踏 ま え、
今 ま で の 研 究 で 多 く 用 い ら れ て い る 減 算 課 題 や コ ッ プ 運 び な ど で は な
く、 もう少 し 複 雑 化 した 内 容 とした 。  
そ の 結 果 、 歩 行 能 力 で は 、 通 常 歩 行 の 時 間 、 歩 数 は 教 室 開 始 前
後 では 有 意 な 差 は みら れ なか っ た が 、 全 力 歩 行 、 多 重 課 題 ② 、③ 、 ④ 、
⑤ の 時 間 、 多 重 課 題 ③ の 歩 数 で 有 意 な 差 が み ら れ た 。 山 田 ら ( 山 田 ，
2007 ) は 高 齢 者 を 対 象 に 、 立 位 バ ラ ン ス 制 御 を 行 い な が ら 、 計 算 課
題 、 朗 読 課 題 、 思 考 課 題 の ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し た と こ ろ 、 Du a l - t a s k
下 ( 1 0 0 か ら 7 を 引 きながら 歩 行 する 課 題 ) での 体 幹 動 揺 が減 少 し、 そ
の理 由 とし て Du a l - t a s k 下 での 歩 行 能 力 の向 上 は 、 歩 行 能 力 そのも
のを 向 上 させ るか 、 Dua l - t a s k 下 での 注 意 分 散 能 力 を 向 上 さ せる こ と
で 可 能 で あ る と 報 告 し て い る 。 今 回 の 結 果 で は 、 教 室 開 始 前 後 で 通
常 歩 行 の時 間 、 歩 数 は 有 意 差 がみら れ なか っ た ことか ら 、 今 回 実 施 し
た 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 注 意 分 散 能 力 を よ り 向 上 さ せ て い る こ と と
思 わ れ る。  
また 教 室 開 始 時 に 比 べ 教 室 終 了 時 の MMSE 得 点 が 26 . 1 ± 2 . 5
点 か ら 27 . 6 ±2 . 2 点 に 有 意 に 改 善 が みら れた 。 菊 池 ら ( 菊 池 ，20 12 )
は、 要 支 援 か ら 要 介 護 3 ま での 高 齢 者 を 対 象 に 、坐 位 にて減 算 課 題
( 5 0 か ら 1 ずつ減 算 す る課 題 )を 行 い ながら 上 下 肢 の開 閉 運 動 と いう
二 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し た と こ ろ 、 M MSE が 有 意 に 改 善 し た と
報 告 し て い る 。 本 研 究 の 結 果 か ら 、 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢 者
に お い て も 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 認 知 機 能 の 改 善 に 効 果 的 で あ
るこ とが 示 唆 さ れた 。  
さ ら に 、 教 室 開 始 時 に 比 べ 教 室 終 了 時 の 転 倒 ス コ ア 得 点 が 、 10 . 0
±4 . 5 点 か ら 6 . 4 ± 2 . 4 点 に 有 意 に改 善 し 、 二 元 配 置 分 散 分 析 の 結
果 、 交 互 作 用 が み ら れ 、 多 重 課 題 介 入 群 が 対 照 群 よ り 改 善 し て い た 。
山 田 ら ( 山 田 ， 20 0 9 ) は 、 要 介 護 ・ 要 支 援 状 態 に な い 地 域 在 住 高 齢
者 を 対 象 に 、 注 意 機 能 ト レ ー ニ ン グ ( T MT - A 、 B 、 仮 名 拾 い テ ス ト ) 実
施 し た と こ ろ 、 6 か 月 後 の 転 倒 人 数 が 運 動 を 介 入 し た 群 に 比 べ 有 意
に 減 少 し て いた と 報 告 し て い る 。 ま た 、 要 支 援 か ら 要 介 護 2 ま で の虚
弱 高 齢 者 を 対 象 に 、 立 位 バ ラ ン ス 制 御 を 行 い な が ら 計 算 課 題 、 朗 読
課 題 の トレ ーニ ング を 実 施 した とこ ろ 、 D ua l - t a s k 下 ( 1 0 0 か ら 2 を 引 き
ながら 歩 行 す る課 題 ) 1 0 m 歩 行 時 間 で有 意 な 向 上 を 示 し、介 入 後 6
か 月 後 の 転 倒 発 生 状 況 が 顕 著 に 減 少 し て い た ( 山 田 ， 200 8 ) 。 こ の こ
と か ら 、 今 回 実 施 し た 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 介 護 認 定 を 受 け て い
な い 高 齢 者 に 対 し て 転 倒 リ ス ク の 減 少 に 効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ
た 。  
高 齢 者 の 転 倒 発 生 は 運 動 器 の 機 能 低 下 だ け が 必 ず し も 関 与 し て
い る の で は な く 、 高 次 脳 機 能 を 加 味 し た 複 合 的 な 要 因 も 転 倒 発 生 を
予 測 し て い る 。 日 常 生 活 で は 、 あ ら ゆ る 対 象 に 注 意 を 向 け な が ら 動 作
を 行 う こ と が 求 め ら れ て い る た め 、 転 倒 予 防 に 着 目 し た 教 室 運 営 で は 、
何 も 課 題 の な い 筋 力 ト レ ー ニ ン グ や 柔 軟 体 操 な ど よ り も 、 計 算 や 文 章
の 朗 読 な ど に 注 意 を 向 け な が ら の 多 重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ
が、 日 常 での 転 倒 予 防 によ り 効 果 的 であ る と思 わ れる 。 さ ら に、 今 回 の
研 究 で 対 象 と し た 介 護 認 定 を 受 け て い な い 比 較 的 元 気 な 高 齢 者 に
お い て は 、 従 来 の 二 重 課 題 だ け で な く 、 よ り 複 雑 な 課 題 を 取 り 入 れ た
トレーニ ン グの 必 要 性 が示 唆 さ れた 。  
ま た 、 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 群 間 の 介 入 効 果 の 差 を
検 証 す る た め に 二 元 配 置 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 多 重 課 題
介 入 群 の 方 が 対 照 群 に 比 べ 、 転 倒 リ ス ク が 減 少 し た 。 虚 弱 高 齢 者 を
対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 で の バ ラ ン ス ト レ ー ニ ン グ の 効 果 を 検 証 し た
結 果 、 二 重 課 題 条 件 下 で ト レ ー ニ ン グ し た ほ う が 介 入 後 の 転 倒 発 生
状 況 は 有 意 に 低 下 し た ( 山 田 ， 200 8 ) と の 報 告 と 同 様 に 、 今 回 実 施 し
た 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢 者 に 対 し
て 転 倒 リ ス ク の 減 少 に 効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 対 照 群 の
方 が多 重 課 題 介 入 群 に 比 べ 、 最 大 1 歩 幅 の 増 加 がみ ら れた 。 最 大
1 歩 幅 とは 、両 脚 を 揃 えた 立 位 姿 勢 か ら 最 大 努 力 で 片 方 の脚 を 踏 み
出 し た 時 の 最 大 到 達 距 離 を 測 定 す る テ ス ト で あ り 、 要 求 さ れ る 能 力 は 、
踏 み 出 す 筋 力 と 最 大 歩 幅 の 姿 勢 を 維 持 す る筋 力 、 股 関 節 の 可 動 域
で あ る 。 岡 田 ら は ( 岡 田 , 2 0 0 1 ) 移 動 能 力 に 必 要 な 健 脚 度 を 示 す 指 標
の 一 つ と い わ れ 、 加 齢 に よ る 低 下 が 報 告 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら 対 照
群 で 実 施 し た 介 入 内 容 は 、 多 重 課 題 介 入 内 容 に 比 べ 、 移 動 能 力 に
必 要 な健 脚 度 の改 善 が示 唆 さ れた 。  
この ことか ら 、 介 護 予 防 事 業 を 運 営 す る方 略 として は 、 筋 力 ト レーニ
ン グ や 柔 軟 体 操 の よ う な 転 倒 予 防 体 操 と 様 々 な 課 題 に 注 意 を 向 け な
が ら の 多 重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ の 両 者 を 組 み 入 れ る こ と が 重
要 で ある と 思 わ れる 。  
 本 研 究 の限 界 と して、 茨 城 県 1 地 域 の二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対
象 と し た 結 果 で あ り 、 現 段 階 で 一 般 化 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 多
重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 運 動 プ ロ グ ラ ム は 、 転 倒 予 防 体 操 以 外 の
内 容 は あ る 程 度 同 一 で あ っ た が 、 細 部 に 関 し て は 同 一 と い え な い 。 今
後 は 、 同 一 運 動 プ ロ グ ラ ム の 提 供 によ る 効 果 の 検 証 が 必 要 で あ り 、 同
一 教 室 内 でラ ン ダ ムに割 り付 け て実 施 す るこ とが 求 めら れる 。  
 
5 - 7  小 括  
 
 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 転 倒 予 防 を 取 り 入 れ た 本 研 究 の
介 護 予 防 教 室 で は 、 多 重 課 題 介 入 群 に お い て 、 多 重 課 題 条 件 下
で の 歩 行 能 力 、 転 倒 リ ス ク の 減 少 が 認 め ら れ た 。 二 次 予 防 事 業 対 象
者 の 転 倒 リ ス ク を 減 少 さ せ る た め に は 、 従 来 か ら 実 施 さ れ て い る 筋 力 ト
レー ニン グや 柔 軟 体 操 のよ う な転 倒 予 防 体 操 だ け でな く 、様 々 な課 題
に 注 意 を 向 け な が ら の 多 重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ が 効 果 的 で
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2 0 1 2 年 5 月 か ら 2012 年 7 月  
 
















図 5 - 2 -1  研 究 の 概 要  
2011 年 12 月 か ら 2013 年 7 月 に 開 催 さ れ た  
茨 城 県 N 市 二 次 予 防 事 業 対 象 者 4 7 名  
多 重 課 題 介 入 群 : 2 4 名  
1 2 月 か ら 2 0 1 2 年 2 月  
2 0 1 2 7 月  
対 照 群 : 2 3 名  
2 0 1 2 年 1 2 月 か ら 2 0 1 3 年 2 月  
2 0 1 3 年 5 月 か ら 2 0 1 3 年 7 月  
 
 
転 倒 予 防 運 動 の 内 容  
(第 3 回 目 か ら 第 1 0 回 目 ;全 8 回 )  
介 入 内 容  
 柔 軟 体 操  
立 位 バ ラ ン ス 課 題 ＋ 認 知 課 題  
足 踏 み 課 題 ＋ 認 知 課 題    な ど  
転 倒 予 防 運 動 の 内 容  
(第 3 回 目 か ら 第 1 0 回 目 ;全 8 回 )  
介 入 内 容  
 柔 軟 体 操  
下 肢 筋 力 強 化 ト レ ー ニ ン グ  
横 歩 き ト レ ー ニ ン グ     な ど  
教 室 開 始 前 評 価 (第 1 回 ・ 2 回 目 )  
教 室 開 始 後 評 価 (第 1 1 回 ・ 1 2 回 目 )  
解 析 対 象 者 2 3 名  
教 室 開 始 前 評 価 (第 1 回 ・ 2 回 目 )  
教 室 開 始 後 評 価 (第 1 1 回 ・ 1 2 回 目 )  
解 析 対 象 者 1 9 名  
デ ー タ が 不 十 分 で あ っ た も の  1 名 除 く  4 名 除 く  
表 5 - 5 -1  教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 特 性  
  
多 重 課 題 介 入 群  
( n＝ 23 )  
対 照 群  
( n＝ 19 )  
p  
年 齢  ( 歳 ) 1 )  7 5 . 4 ± 4 . 4  7 5 . 6 ±6 . 1  n s  
性 別  2 )   男 性 /女 性  3 ( 1 3 ) / 2 0 ( 8 7 )  0 ( 0 ) / 1 9 ( 1 0 0 )  n s  
T MT -A  (秒 ) 1 )  6 9 . 6 ± 4 6 . 7  6 2 . 1 ±6 2 . 5  n s  
T MT -B  ( 秒 ) 1 )  1 5 4 . 9 ± 34 . 0  1 7 2 . 4 ± 138 . 1  n s  
MMS E  ( 点 ) 1 )  2 6 . 1 ± 2 . 5  2 6 . 2 ±2 . 7  n s  
FES  ( 点 ) 1 )  2 5 . 8 ± 7 . 0  3 2 . 3 ±4 . 4  n s  
転 倒 回 数  (回 / 年 ) 1 )  0 . 5 ± 1 . 1  0 . 5 ± 0 . 6  n s  
転 倒 スコ ア  (点 ) 1 )  1 0 . 0 ± 4 . 5  1 0 . 3 ±2 . 9  n s  
BM I ( k g / m 2 ) 1 )  2 5 . 8 ± 3 . 1  2 3 . 3 ±4 . 1  ※  
骨 格 筋 量  ( k g ) 1 )  1 9 . 3 ± 2 . 9  1 7 . 6 ±2 . 8  n s  
右 握 力  ( k g ) 1 )  2 4 . 0 ± 6 . 8  2 2 . 1 ±4 . 8  n s  
左 握 力  ( k g ) 1 )  2 4 . 1 ± 7 . 4  2 0 . 6 ±4 . 4  n s  
5 回 立 ち座 り時 間  (秒 ) 1 )  1 4 . 6 ± 4 . 0  1 2 . 9 ±2 . 5  n s  
ファ ンク ショ ナルリ ー チテ スト  ( cm ) 1 )  2 3 . 6 ± 7 . 0  2 0 . 9 ±1 1 . 4  n s  
最 大 1 歩 幅 1 )  5 9 . 5 ± 1 5 . 6  5 2 . 9 ±2 3 . 8  n s  
T UG  ( 秒 ) 1 )  1 1 . 2 ± 2 . 2  8 . 8 ± 2 . 6  ※ ※  
片 足 立 ち 時 間 ( 秒 ) 1 )  1 2 . 8 ± 2 3 . 1  1 7 . 3 ±1 6 . 7  n s  
平 均 値 ± 標 準 偏 差 、 人 数 ( ％ )  
   
1 )  M ann -W h i t n e y 検 定 、 2 )χ 2 検 定  
 ※ : p＜ 0 . 0 5 、  ※ ※ : p ＜ 0 . 0 1 、  n s :  n o t  s i g n i f i c a n t   
 
表 5 - 5 -2  教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 歩 行 能 力  
          
    
多 重 課 題 介 入 群  
( n＝ 23 )  
対 照 群  
( n ＝ 19 )  
p  
時 間  
(秒 )  
通 常  9 . 9 ± 3 . 0  8 . 5 ± 2 . 2  n s  
全 力 歩 行  7 . 9 ± 2 . 5  6 . 6 ± 1 . 7  n s  
多 重 課 題 歩 行 ①  10 . 4 ±2 . 2  9 . 8 ± 2 . 9  n s  
多 重 課 題 歩 行 ②  14 . 8 ±6 . 8  1 2 . 4 ±3 . 8  n s  
多 重 課 題 歩 行 ③  13 . 8 ±5 . 6  1 3 . 0 ±5 . 7  n s  
多 重 課 題 歩 行 ④  16 . 3 ±7 . 0  1 2 . 8 ±4 . 9  n s  
多 重 課 題 歩 行 ⑤  16 . 5 ±7 . 9  1 2 . 2 ±4 . 5  n s  
歩 数  
(歩 )  
通 常  1 8 . 3 ±3 . 7  1 6 . 5 ±2 . 5  n s  
全 力 歩 行  1 6 . 8 ±3 . 9  1 5 . 9 ±2 . 6  n s  
多 重 課 題 歩 行 ①  20 . 8 ±5 . 5  1 8 . 3 ±3 . 8  n s  
多 重 課 題 歩 行 ②  20 . 4 ±5 . 9  1 9 . 3 ±3 . 2  n s  
多 重 課 題 歩 行 ③  20 . 3 ±5 . 8  1 9 . 3 ±3 . 7  n s  
多 重 課 題 歩 行 ④  22 . 0 ±6 . 4  1 9 . 7 ±4 . 5  n s  
多 重 課 題 歩 行 ⑤  22 . 3 ±7 . 4  1 9 . 9 ±4 . 3  n s  
平 均 値 ± 標 準 偏 差  
   
Man n -W h i t n e y 検 定  n s : n o t  s i g n i f i c a n t  
  
多 重 課 題  
①コ ップ の水 を 運 び    ② 100 か ら 2 を 減 算 する  
③野 菜 の名 前 の 列 挙  ④コ ップ の 水 運 び＋ 50 か ら 2 を 減 算 す る  
⑤コ ップ の水 運 び ＋ 動 物 の 名 前 の 列 挙  
表 5 - 5 -3  教 室 開 始 時 の 多 重 課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 重 心 動 揺  
    
多 重 課 題 介 入 群  
( n ＝ 2 3 )  
対 照 群  
( n ＝ 1 9 )  
p  
総 軌 跡 長  
( m m )  
3 0 秒 立 位  7 8 3 . 6 ± 2 3 1 . 0  6 7 4 . 4 ± 1 2 9 . 8  n s  
多 重 課 題 立 位 ①  8 3 1 . 0 ± 2 8 2 . 6  7 7 9 . 1 ± 2 1 2 . 4  n s  
多 重 課 題 立 位 ②  8 0 2 . 8 ± 1 7 0 . 0  8 2 9 . 7 ± 2 7 9 . 7  n s  
多 重 課 題 立 位 ③  7 2 1 . 1 ± 2 4 7 . 4  6 6 5 . 8 ± 1 3 9 . 2  n s  
多 重 課 題 立 位 ④  7 5 9 . 3 ± 1 6 1 . 4  7 9 7 . 9 ± 2 2 1 . 7  n s  
多 重 課 題 立 位 ⑤  8 4 8 . 7 ± 1 7 6 . 8  8 1 1 . 0 ± 2 4 6 . 5  n s  
実 行 面 積  
( m m 2 )  
3 0 秒 立 位  1 8 4 . 3 ± 8 1 . 3  1 4 4 . 6 ± 1 1 1 . 8  n s  
多 重 課 題 立 位 ①  2 5 5 . 2 ± 2 0 2 . 0  1 6 3 . 2 ± 1 1 4 . 9  n s  
多 重 課 題 立 位 ②  1 8 7 . 7 ± 1 3 8 . 4  2 2 6 . 1 ± 2 0 1 . 2  n s  
多 重 課 題 立 位 ③  2 0 6 . 3 ± 1 4 8 . 1  1 2 9 . 3 ± 7 7 . 7  n s  
多 重 課 題 立 位 ④  2 1 6 . 8 ± 1 5 1 . 5  2 1 9 . 3 ± 1 6 7 . 7  n s  
多 重 課 題 立 位 ⑤  2 4 6 . 4 ± 9 9 . 0  1 9 9 . 5 ± 1 8 7 . 2  n s  
矩 形 面 積  
( m m 2 )  
3 0 秒 立 位  6 4 2 . 3 ± 3 5 0 . 6  4 5 5 . 9 ± 6 6 1 . 8  n s  
多 重 課 題 立 位 ①  9 6 2 . 0 ± 7 6 2 . 3  4 5 7 . 4 ± 3 6 7 . 4  n s  
多 重 課 題 立 位 ②  7 2 0 . 4 ± 6 0 9 . 9  6 3 4 . 8 ± 5 5 8 . 5  n s  
多 重 課 題 立 位 ③  7 9 3 . 3 ± 6 0 5 . 2  3 2 6 . 7 ± 2 0 0 . 9  ※  
多 重 課 題 立 位 ④  8 5 7 . 3 ± 7 3 6 . 4  6 8 1 . 5 ± 6 4 4 . 0  n s  
多 重 課 題 立 位 ⑤  8 4 3 . 6 ± 3 6 3 . 5  5 7 4 . 4 ± 5 3 9 . 7  n s  
平 均 値 ± 標 準 偏 差  M a n n - W h i t n e y 検 定  ※ : p ＜ 0 . 0 5  n s : n o t  s i g n i f i c a n t  
多 重 課 題 : ① コ ッ プ の 水 を 運 び ② 1 0 0 か ら 2 を 減 算 す る ③ 野 菜 の 名 前 の 列 挙   
④ コ ッ プ の 水 運 び ＋ 5 0 か ら 2 を 減 算 す る ⑤ コ ッ プ の 水 運 び ＋ 動 物 の 名 前 の 列 挙  
 表 5 - 5 - - 4 a  多 重 課 題 群 と 対 照 群 におけ る認 知 機 能 と体 力 測 定 の 変 化  
              
 
多 重 課 題 介 入 群 ( n＝
23 )  p  
対 照 群 ( n＝ 19 )  
p  
  開 始 時  終 了 時  開 始 時  終 了 時  
T MT -A  (秒 ) 1 )  
6 9 . 6 ±
46 . 7  
6 0 . 3 ±
22 . 2  
n s  6 2 . 1 ±6 2 . 5  
4 9 . 3 ±
35 . 0  
n s  
T MT -B  ( 秒 ) 1 )  
1 5 4 . 9 ±
34 . 0  
1 8 4 . 3 ±
122 . 9  
n s  
1 7 2 . 4 ±
138 . 1  
1 3 8 . 4 ±
107 . 4  
※  
MMS E  ( 点 ) 1 )  
2 6 . 1 ±
2 . 5  
2 7 . 6 ± 2 . 2  ※※  2 6 . 2 ±2 . 7  2 5 . 4 ±5 . 2  n s  
FES  ( 点 ) 1 )  
2 5 . 8 ±
7 . 0  
2 9 . 7 ± 6 . 3  n s  3 2 . 3 ±4 . 4  
2 4 . 8 ±
10 . 3  
n s  
転 倒 スコ ア  (点 ) 1 )  
1 0 . 0 ±
4 . 5  
6 . 4 ±2 . 4  ※※  1 0 . 3 ±2 . 9  8 . 8 ±3 . 8  n s  
平 均 値 ± 標 準 偏
差        
1 )  W i l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定  ※ : p ＜0 . 0 5 、  ※







  表 5 - 5 - - 4b  多 重 課 題 群 と 対 照 群 におけ る認 知 機 能 と体 力 測 定 の 変 化  
  
      
 
多 重 課 題 介 入 群 ( n
＝23 )  p  
対 照 群 ( n＝ 19 )  
p  
  開 始 時  終 了 時  開 始 時  終 了 時  
       
BM I ( k g / m 2 )  
2 5 . 8 ±
3 . 1  
2 6 . 2 ±
3 . 1  
n s  
2 3 . 3 ±
4 . 1  
2 4 . 1 ±
6 . 2  
n s  
骨 格 筋 量  ( k g )  
1 9 . 3 ±
2 . 9  
1 9 . 1 ±
3 . 1  
n s  
1 7 . 6 ±
2 . 8  
1 8 . 0 ±
2 . 9  
n s  
右 握 力  ( k g )  
2 4 . 0 ±
6 . 8  
2 3 . 5 ±
6 . 3  
n s  
2 2 . 1 ±
4 . 8  
2 2 . 1 ±
3 . 3  
n s  
左 握 力  ( k g )  
2 4 . 1 ±
7 . 4  
2 3 . 6 ±
7 . 1  
n s  
2 0 . 6 ±
4 . 4  
2 0 . 5 ±
4 . 0  
n s  
5 回 立 ち座 り時 間  (秒 )  
1 4 . 6 ±
4 . 0  
1 2 . 5 ±
2 . 7  
※  
1 2 . 9 ±
2 . 5  
1 0 . 2 ±
2 . 1  
※
※  
ファ ンク ショ ナルリ ー チテ スト  
( cm )  
2 3 . 6 ±
7 . 0  
2 4 . 6 ±
6 . 8  
n s  
2 0 . 9 ±
11 . 4  
2 4 . 7 ±
6 . 9  
n s  
最 大 1 歩 幅  
5 9 . 5 ±
15 . 6  
5 9 . 5 ±
14 . 7  
n s  
5 2 . 9 ±
23 . 8  
6 2 . 8 ±
17 . 1  
※
※  
T UG  ( 秒 )  
1 1 . 2 ±
2 . 2  
9 . 3 ± 2 . 1  n s  8 . 8 ± 2 . 6  9 . 3 ±2 . 8  n s  
片 足 立 ち 時 間 ( 秒 )  
1 2 . 8 ±
23 . 1  
1 1 . 0 ±
11 . 1  
n s  
1 7 . 3 ±
16 . 7  
1 5 . 4 ±
15 . 0  
n s  
平 均 値 ± 標 準 偏 差  
      
W i l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定   ※ ※ : p＜ 0 . 0 1 、  























表 5 - 5 -5 a  多 重 課 題 群 と 対 照 群 に おけ る歩 行 能 力 の 変 化  
       
    
多 重 課 題 介 入 群 ( n
＝ 23 )  p  
対 照 群 ( n＝ 19 )  
    開 始 時  終 了 時  開 始 時  終 了 時  
時 間  
(秒 )  
通 常  9 . 9 ± 3 . 0  8 . 8 ±2 . 2  n s  8 . 5 ± 2 . 2  7 . 4 ±1 . 4  
全 力 歩 行  7 . 9 ± 2 . 5  6 . 8 ±1 . 4  
※
※  
6 . 6 ± 1 . 7  6 . 3 ±1 . 1  
多 重 課 題
歩 行 ①  
1 0 . 4 ±
2 . 2  
1 0 . 2 ±
2 . 5  
n s  9 . 8 ± 2 . 9  
1 0 . 2 ±
3 . 4  
多 重 課 題
歩 行 ②  
1 4 . 8 ±
6 . 8  
1 1 . 7 ±
3 . 2  
※  
1 2 . 4 ±
3 . 8  
1 1 . 9 ±
5 . 4  
多 重 課 題
歩 行 ③  
1 3 . 8 ±
5 . 6  
1 1 . 0 ±
4 . 7  
※
※  
1 3 . 0 ±
5 . 7  
1 0 . 8 ±
6 . 1  
多 重 課 題
歩 行 ④  
1 6 . 3 ±
7 . 0  
1 1 . 8 ±
2 . 5  
※
※  
1 2 . 8 ±
4 . 9  
1 3 . 9 ±
5 . 9  
多 重 課 題
歩 行 ⑤  
1 6 . 5 ±
7 . 9  
1 3 . 2 ±
4 . 3  
※
※  
1 2 . 2 ±
4 . 5  
1 4 . 6 ±
5 . 4  
平 均 値 ± 標 準 偏 差  
     
W i l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定  ※ : p＜0 . 0 5 、  ※※ : p＜
0 . 0 1 、  n s : n o t  s i g n i f i c a n t    
多 重 課 題  
      
①コ ップ の水 を 運 び  
②100 か ら 2 を 減 算 す る  
③野 菜 の名 前 の 列 挙  
④コ ップ の水 運 び ＋ 50 か ら 2 を 減 算 す る  






















表 5 - 5 -5 b  多 重 課 題 群 と 対 照 群 に おけ る歩 行 能 力 の 変 化  
  
       
 
  
多 重 課 題 介 入 群 ( n
＝23 )  p  
対 照 群 ( n＝ 19 )  
p  
    開 始 時  終 了 時  開 始 時  終 了 時  
歩 数  
(歩 )  
通 常  
1 8 . 3 ±
3 . 7  
1 7 . 4 ±
2 . 4  
n s  
1 6 . 5 ±
2 . 5  
1 6 . 7 ±
1 . 8  
n s  
全 力 歩 行  
1 6 . 8 ±
3 . 9  
1 6 . 1 ±
2 . 4  
n s  
1 5 . 9 ±
2 . 6  
1 5 . 2 ±
1 . 8  
n s  
多 重 課 題
歩 行 ①  
2 0 . 8 ±
5 . 5  
1 8 . 9 ±
4 . 8  
n s  
1 8 . 3 ±
3 . 8  
1 8 . 2 ±
2 . 8  
n s  
多 重 課 題
歩 行 ②  
2 0 . 4 ±
5 . 9  
1 9 . 1 ±
4 . 8  
n s  
1 9 . 3 ±
3 . 2  
1 8 . 7 ±
3 . 1  
n s  
多 重 課 題
歩 行 ③  
2 0 . 3 ±
5 . 8  
1 8 . 8 ±
5 . 0  
※  
1 9 . 3 ±
3 . 7  
1 8 . 0 ±
2 . 6  
※  
多 重 課 題
歩 行 ④  
2 2 . 0 ±
6 . 4  
2 0 . 6 ±
5 . 1  
n s  
1 9 . 7 ±
4 . 5  
1 9 . 5 ±
3 . 3  
n s  
多 重 課 題
歩 行 ⑤  
2 2 . 3 ±
7 . 4  
2 1 . 8 ±
6 . 4  
n s  
1 9 . 9 ±
4 . 3  
2 0 . 7 ±
3 . 8  
n s  
平 均 値 ± 標 準 偏 差  
      
W i l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定  ※ : p＜0 . 0 5  n s : n o t  
s i g n i f i c a n t      
多 重 課 題  
       
①コ ップ の水 を 運 び  
②100 か ら 2 を 減 算 す る  
③野 菜 の名 前 の 列 挙  
④コ ップ の水 運 び ＋ 50 か ら 2 を 減 算 す る  
⑤コ ップ の水 運 び ＋ 動 物 の 名 前 の 列 挙  





















表 5 - 5 - 6 a  多 重 課 題 群 と 対 照 群 に お け る 重 心 動 揺 の 変 化  
        
    
多 重 課 題 介 入 群 ( n ＝
2 3 )  p  
対 照 群 ( n ＝ 1 9 )  
p  
    開 始 時  終 了 時  開 始 時  終 了 時  
総 軌 跡 長  
( m m )  
3 0 秒 立
位  
7 8 3 . 6 ±
2 3 1 . 0  
6 3 6 . 7 ±
1 5 4 . 2  
※
※  
6 7 4 . 4 ±
1 2 9 . 8  
7 0 5 . 8 ±
1 4 5 . 3  
n s  
多 重 課
題 立 位 ①  
8 3 1 . 0 ±
2 8 2 . 6  
6 8 9 . 1 ±
1 6 3 . 3  
n s  
7 7 9 . 1 ±
2 1 2 . 4  
8 0 6 . 5 ±
1 8 7 . 5  
n s  
多 重 課
題 立 位 ②  
8 0 2 . 8 ±
1 7 0 . 0  
8 1 5 . 2 ±
1 8 2 . 3  
n s  
8 2 9 . 7 ±
2 7 9 . 7  
7 7 4 . 3 ±
2 3 8 . 3  
n s  
多 重 課
題 立 位 ③  
7 2 1 . 1 ±
2 4 7 . 4  
9 5 3 . 8 ±
5 5 1 . 5  
n s  
6 6 5 . 8 ±
1 3 9 . 2  
7 5 3 . 8 ±
1 6 5 . 8  
n s  
多 重 課
題 立 位 ④  
7 5 9 . 3 ±
1 6 1 . 4  
7 8 2 . 8 ±
1 4 8 . 0  
n s  
7 9 7 . 9 ±
2 2 1 . 7  
8 5 1 . 6 ±
2 4 9 . 1  
n s  
多 重 課
題 立 位 ⑤  
8 4 8 . 7 ±
1 7 6 . 8  
8 2 7 . 7 ±
1 6 8 . 7  
n s  
8 1 1 . 0 ±
2 4 6 . 5  
8 0 6 . 2 ±
1 9 3 . 2  
n s  
平 均 値 ± 標 準 偏 差  
      
W i l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定  ※ ※ : p ＜ 0 . 0 1 、  
n s : n o t  s i g n i f i c a n t      
多 重 課 題  
       
① コ ッ プ の 水 を 運 び  
② 1 0 0 か ら 2 を 減 算 す る  
③ 野 菜 の 名 前 の 列 挙  
④ コ ッ プ の 水 運 び ＋ 5 0 か ら 2 を 減 算 す る  
  























表 5 - 5 - 6 b  多 重 課 題 群 と 対 照 群 に お け る 重 心 動 揺 の 変 化  
  
       
 
  多 重 課 題 介 入 群 ( n ＝ 2 3 )  
p  
対 照 群 ( n ＝ 1 9 )  
p  
 
  開 始 時  終 了 時  開 始 時  終 了 時  
実 行 面 積  
( m m 2 )  
3 0 秒 立 位  
1 8 4 . 3 ±
8 1 . 3  
1 5 9 . 6 ±
7 6 . 0  
n s  
1 4 4 . 6 ±
1 1 1 . 8  
1 7 5 . 3 ±
1 3 7 . 1  
n s  
多 重 課 題
立 位 ①  
2 5 5 . 2 ±
2 0 2 . 0  
3 0 7 . 7 ±
4 4 8 . 1  
n s  
1 6 3 . 2 ±
1 1 4 . 9  
2 2 5 . 6 ±
1 4 7 . 6  
n s  
多 重 課 題
立 位 ②  
1 8 7 . 7 ±
1 3 8 . 4  
2 4 1 . 0 ±
2 0 9 . 4  
n s  
2 2 6 . 1 ±
2 0 1 . 2  
2 1 2 . 7 ±
1 1 5 . 0  
n s  
多 重 課 題
立 位 ③  
2 0 6 . 3 ±
1 4 8 . 1  
2 9 3 . 6 ±
2 1 7 . 4  
n s  
1 2 9 . 3 ±
7 7 . 7  
1 8 6 . 2 ±
1 1 2 . 4  
n s  
多 重 課 題
立 位 ④  
2 1 6 . 8 ±
1 5 1 . 5  
2 0 1 . 8 ±
7 1 . 5  
n s  
2 1 9 . 3 ±
1 6 7 . 7  
2 5 8 . 2 ±
2 1 4 . 8  
n s  
多 重 課 題
立 位 ⑤  
2 4 6 . 4 ±
9 9 . 0  
2 3 2 . 2 ±
1 3 7 . 4  
n s  
1 9 9 . 5 ±
1 8 7 . 2  
1 9 6 . 8 ±
1 1 8 . 8  
n s  
矩 形 面 積  
( m m 2 )  
3 0 秒 立 位  
6 4 2 . 3 ±
3 5 0 . 6  
5 0 4 . 3 ±
2 9 5 . 2  
n s  
4 5 5 . 9 ±
6 6 1 . 8  
4 1 2 . 5 ±
1 8 7 . 0  
n s  
多 重 課 題
立 位 ①  
9 6 2 . 0 ±
7 6 2 . 3  
4 9 8 . 1 ±
2 9 0 . 8  
n s  
4 5 7 . 4 ±
3 6 7 . 4  
5 8 3 . 6 ±
3 8 7 . 1  
n s  
多 重 課 題
立 位 ②  
7 2 0 . 4 ±
6 0 9 . 9  
6 8 9 . 7 ±
6 1 8 . 9  
n s  
6 3 4 . 8 ±
5 5 8 . 5  
5 7 4 . 6 ±
3 8 7 . 1  
n s  
多 重 課 題
立 位 ③  
7 9 3 . 3 ±
6 0 5 . 2  
7 9 9 . 8 ±
6 4 0 . 0  
n s  
3 2 6 . 7 ±
2 0 0 . 9  
5 7 4 . 2 ±
3 2 5 . 5  
n s  
多 重 課 題
立 位 ④  
8 5 7 . 3 ±
7 3 6 . 4  
7 7 7 . 1 ±
2 7 6 . 4  
n s  
6 8 1 . 5 ±
6 4 4 . 0  
6 9 2 . 7 ±
5 3 3 . 5  
n s  
多 重 課 題
立 位 ⑤  
8 4 3 . 6 ±
3 6 3 . 5  
9 1 0 . 9 ±
4 1 2 . 2  
n s  
5 7 4 . 4 ±
5 3 9 . 7  
5 5 4 . 2 ±
3 6 5 . 2  
n s  
平 均 値 ±標 準 偏 差   W i l c o x o n 符 号 付 順 位 検 定   n s : n o t  
s i g n i f i c a n t  
多 重 課 題  
① コ ッ プ の 水 を 運 び  
② 1 0 0 か ら 2 を 減 算 す る  
③ 野 菜 の 名 前 の 列 挙  
④ コ ッ プ の 水 運 び ＋ 5 0 か ら 2 を 減 算 す る  














第 6 章  総 括  
 
第 1 節  総 合 的 考 察  
 
 本 研 究 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に し た 転 倒 リ ス ク 調 査 と 二 次 予
防 事 業 対 象 者 を 対 象 と し た 介 護 予 防 教 室 に お い て 、 転 倒 予 防 ト レ
ーニン グによ る介 入 研 究 の もと 、 以 下 の 4 点 を 明 ら か にし た 。  
 
1 )  茨 城 県 N 市 に 在 住 してい る 6 5 歳 以 上 の高 齢 者 を 対 象 に 、転 倒 リ
スク 調 査 を 行 っ た 結 果 、 過 去 1 年 間 の 転 倒 率 は 26 . 4 % で あっ た 。
また 過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数 が多 く な れば 、転 倒 ス コア の 得 点 も 高
く なり 、 さ ら に 転 倒 ス コ アの 感 覚 ・ 認 知 機 能 項 目 に おい て 転 倒 者 の
陽 性 頻 度 が 高 か っ た こ と か ら 感 覚 ・ 認 知 機 能 に 着 目 し た 転 倒 予
防 の重 要 性 が 示 唆 された 。  
 
2 )  茨 城 県 N 市 に 在 住 して い る 6 5 歳 以 上 の高 齢 者 を 対 象 に、 基 本
チ ェ ッ ク リ ス ト と 転 倒 リ ス ク と の 関 係 を 調 査 し た 結 果 、 二 次 予 防 事
業 対 象 者 は、 非 二 次 予 防 事 業 対 象 者 に比 べ、 過 去 1 年 間 の 転
倒 歴 や 転 倒 ス コ ア の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。 さ ら に 二 次 予 防 事
業 対 象 者 の 中 で も 、 運 動 機 能 単 独 該 当 者 よ り も 運 動 機 能 を 含 め
た 複 数 該 当 者 に お い て 転 倒 ス コ ア が 有 意 に 高 か っ た こ と か ら 、 運
動 機 能 該 当 だ け で な く 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 口 腔 機 能 や 生 活 全
般 機 能 も 転 倒 と 関 係 が あ る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 転 倒 歴 を 従 属 変
数 と し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に よ る 結 果 、 今 回 対 象 と し た 地 域
在 住 高 齢 者 は 運 動 機 能 だ け で は な く 、 口 腔 機 能 や う つ 、 認 知 機
能 な ど が 転 倒 リ ス ク と 関 連 し て い た 。 こ の こ と か ら 、 介 護 予 防 教 室
に参 加 す る 二 次 予 防 事 業 対 象 高 齢 者 は 転 倒 ハ イリスク 者 で あり 、
転 倒 予 防 のた めの 介 入 教 室 運 営 上 の注 意 が必 要 と思 われた 。  
 
3 )  茨 城 県 N 市 の 平 成 2 3 年 度 介 護 予 防  (一 次 予 防 ) 事 業 に参 加 し
た 一 般 高 齢 者 を 対 象 に 、 自 由 歩 行 能 力 に 対 す る 多 重 課 題 条 件
下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 を 調 査 し た 結 果 、 各 多 重 課 題 に お い
て歩 行 時 間 は 16 ％ ～37％の 増 加 、 歩 幅 は 9％～ 15 ％の 減 少 、 歩
数 は 1 2％～ 22％ の増 加 を 示 した 。今 回 対 象 と し た 一 般 高 齢 者 で
は 、 歩 行 へ の 注 意 量 が 減 少 し た こ と で 、 多 重 課 題 条 件 下 に て 歩
行 能 力 に 変 化 が 見 ら れた と 思 わ れ た 。 また 、 歩 行 能 力 変 化 率 と転
倒 ス コ ア 合 計 点 と の 相 関 は 聴 覚 課 題 の 歩 幅 と 有 意 な 低 い 負 の 相
関 、 歩 数 と 有 意 な 低 い 正 の 相 関 を 示 し た が 、 そ の 他 の 項 目 に お い
ては 有 意 な相 関 は 認 めら れなか っ た 。 こ れは 転 倒 リ スク が 高 い高 齢
者 で は 聴 覚 課 題 下 で の 歩 行 に お い て 歩 幅 が 減 り 、 歩 数 が 増 加 す
る 、 い わ ゆ る ち ょ こ ち ょ こ 歩 き に な る 傾 向 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 各 種
課 題 条 件 の う ち 、 転 倒 ス コ ア と 有 意 な 相 関 が み ら れ た の は 、 聴 覚
課 題 の み で あ っ た 。 今 回 用 い た 課 題 に お い て 聴 覚 課 題 は 、 計 算
問 題 を 聞 き 取 り 、 計 算 し 、 さ ら に 計 算 問 題 の 解 答 を す る い う 同 時
に 3 つの 課 題 を 処 理 しながら 歩 行 する ものであ り、 その 他 の課 題 に
比 べ て 難 易 度 が 高 い も の で あ っ た 。 つ ま り 、 今 回 対 象 と し た 高 齢
者 は 、 多 く の 先 行 研 究 で 対 象 と し て い る 虚 弱 高 齢 者 で は な く 、 一
般 の 地 域 在 住 高 齢 者 で あ る こ と か ら 、 元 気 な 高 齢 者 に お い て は 、
同 時 に 2 つの 課 題 を 処 理 す る こと が 容 易 で あっ た と 推 察 さ れる 。 地
域 在 住 高 齢 者 に 対 す る 転 倒 予 測 法 と し て 多 重 課 題 法 は 有 用 で
あ り 、 課 題 と し て は 、 聴 覚 課 題  ( 問 題 を 聞 き 取 り な が ら 計 算 す る )
のよ うなやや 複 雑 な 課 題 が 適 し てい る と 思 わ れた 。  
 
4 )  二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に し た 介 護 予 防 教 室 に お い て 、 多
重 課 題 条 件 下 で の ト レ ー ニ ン グ 群 と 対 照 群 ( 筋 力 ト レ ー ニ ン グ 、 柔
軟 体 操 ) の 比 較 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 対 照 群 の 体 力 測 定 で
は、 5 回 立 ち 座 り 時 間 、 最 大 1 歩 幅 が 有 意 に 改 善 し、 歩 行 能 力 で
は 通 常 歩 行 時 間 、 多 重 課 題 ③ の 歩 数 にお い て 有 意 な 差 がみ ら れ
た 。 し か し 転 倒 ス コ ア は 有 意 な 改 善 は み ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 、
下 肢 筋 力 強 化 や 通 常 歩 行 ス ピ ー ド の 向 上 に は 効 果 が 認 め ら れ る
可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 し か し 、 転 倒 リ ス ク の 指 標 と し て 用 い ら れ る
転 倒 ス コ ア は 変 化 が み ら れ な か っ た こ と か ら 、 転 倒 リ ス ク を 減 少 さ せ
る ま で に は 至 っ て い な い と 思 わ れ る 。 一 方 、 多 重 課 題 介 入 群 の 歩
行 能 力 で は 、 通 常 歩 行 の 時 間 、 歩 数 は 教 室 開 始 前 後 で は 有 意
な 差 は みら れ な か っ た が 、 全 力 歩 行 、 多 重 課 題 ② 、 ③ 、 ④ 、 ⑤の 時
間 、 多 重 課 題 ③ の 歩 数 で 有 意 な 差 が み ら れ た が 、 通 常 歩 行 の 時
間 、 歩 数 は 有 意 差 が み ら れ な か っ た こ と か ら 、 今 回 実 施 し た 多 重
課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 注 意 分 散 能 力 を よ り 向 上 さ せ て い る こ と と 思
われ る 。また 教 室 開 始 時 に 比 べ 教 室 終 了 時 の M MS E 得 点 にお い
て 有 意 に 改 善 が み ら れ た こ と か ら 、 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢
者 に お い て も 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 認 知 機 能 の 改 善 に 効 果
的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 さ ら に 、 教 室 開 始 時 に 比 べ 教 室 終 了
時 の 転 倒 ス コ ア 得 点 が 有 意 に 改 善 し て い た こ と か ら 、 今 回 実 施 し
た 多 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ は 、 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高 齢 者 に 対
して転 倒 リスク の減 少 に効 果 的 で ある こと が示 唆 さ れた 。  
 以 上 の こ と か ら 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 転 倒 リ ス ク を 減 少 さ せ る た
めには 、 従 来 か ら 実 施 され て い る筋 力 ト レー ニン グや 柔 軟 体 操 のよ うな
転 倒 予 防 体 操 だ け で な く 、 様 々 な 課 題 に 注 意 を 向 け な が ら の 多 重 課
題 条 件 下 でのト レ ーニン グが 効 果 的 であ ると 思 われ る 。  
 
第 2 節  本 研 究 の 限 界  
 
 第 2 章 、 第 3 章 で実 施 した 転 倒 リス ク の調 査 は、 横 断 研 究 であ り時
間 経 過 の 要 素 が 含 ま れ て い な い た め 、 因 果 関 係 を 検 討 す る の に は 適
さず 、関 連 性 の議 論 しか で きな い。 第 4 章 の 研 究 は、 多 重 課 題 条 件
下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 ス コ ア ・ 転 倒 歴 を 横 断 的 に 調 査 し た こ と で あ り 、
転 倒 との 因 果 関 係 を 明 確 にす る ま でに は至 っ て い な い 。 第 5 章 の介
入 研 究 にお い ては 、茨 城 県 1 地 域 の 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 と
し た 結 果 で あ り 、 現 段 階 で 一 般 化 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 多 重
課 題 介 入 群 と 対 照 群 の 運 動 プ ロ グ ラ ム は 、 転 倒 予 防 体 操 以 外 の 内
容 はあ る 程 度 同 一 であっ た が 、細 部 に 関 しては 同 一 と いえ ない 。  
 
第 3 節  今 後 の 課 題  
 
 今 後 の 課 題 と し て 、 都 市 部 を 含 め た 複 数 の 地 域 高 齢 者 を 対 象 に
実 施 す る と と も に 、 縦 断 的 に 研 究 す る こ と が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 多 重
課 題 条 件 下 での 歩 行 能 力 と 転 倒 との 関 係 を 前 向 き に 検 討 し て い きた
い 。 介 入 研 究 に つ い て は 、 同 一 運 動 プ ロ グ ラ ム の 提 供 に よ る 効 果 の
検 証 が 必 要 で あ り 、 同 一 教 室 内 で ラ ン ダ ム に 割 り 付 け て 実 施 す る こ と
が求 めら れ る。  
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727- 732 ，20 09  
  岩 本 潤 ： 運 動 器 の 障 害 と 転 倒 予 防 ． 臨 床 ス ポ ー ツ 医 学 27 ( 1 1 ) ：
1239 -124 5 ， 201 0  
  内 田 陽 子 ， 島 内 節 :在 宅 ケア 利 用 者 の 転 倒 予 防 リスク アセ スメ ント
案 の開 発 .ケ アマ ネ ジメ ント 学 5 : 6 5 - 72 , 2 0 0 6  
  岡 田 美 紀 ， 井 手 聡 美 ， 木 下 香 織 ， 古 城 幸 子 : 山 間 地 域 在 宅 高
齢 者 の 住 環 境 にお ける 転 倒 要 因 (第 二 報 ) 転 倒 リ スク の 高 い 3 名
の分 析 .イ ンタ ー ショ ナル Nu r s i n g  C a r e  R e s e a r c h  1 2 ( 2 ) : 1 6 7 - 17 3 ,  
2 0 1 3  
  岡 村 太 郎 : 作 業 ・ 理 学 療 法 士 の 在 宅 訪 問 に よ る 高 齢 者 転 倒 予
防 へ の 生 活 ・ 環 境 改 善 活 動 の 有 効 性 に 関 す る 無 作 為 化 比 較 試
験 . 新 潟 医 学 会 雑 誌 4 : 2 0 1 - 20 8 , 2 0 0 7  
  太 田 嘉 城 ， 原 田 敦 ， 徳 田 治 彦 ： 日 本 に お け る 大 腿 骨 頚 部 骨 折
の医 療 経 済 ． 日 老 医 誌 3 9：48 3 -4 88 ，20 02  
  大 屋 友 紀 子 ， 中 村 眞 須 美 ， 田 畑 絵 美 ， 森 園 亮 ， 森 祥 子 ， 木 室
ゆか り ， 堀 川 悦 夫 ： 地 域 在 住 高 齢 者 の易 転 倒 性 と 膝 伸 展 筋 力 に
関 す る研 究 ． 日 老 医 誌 4 5：30 8 -3 14 , 2 0 0 8  
  大 橋 幸 子 ， 浅 川 絵 夢 ， 目 黒 篤 ， 丸 山 仁 司 ： 介 護 老 人 保 健 施 設
利 用 者 の 転 倒 と 注 意 機 能 と の 関 連 ． 理 学 療 法 科 学 2 6 ( 2 ) ：
179- 183 , 2 0 1 1  
  大 高 洋 平 ： 高 齢 者 の 転 倒 予 防 ― こ れ ま で と こ れ か ら － ． 理 学 療 法
27 ( 5 ) ：61 7 -6 24 ，20 10  
  大 渕 修 一 ： 介 護 予 防 と 介 護 保 険 ． 理 学 療 法 科 学 18 ( 4 ) ：
175- 181 ．20 03  
  介 護 支 援 専 門 員 テ キ ス ト 編 集 委 員 会 ： 介 護 保 険 制 度 と 介 護 支
援 ． 長 寿 社 会 開 発 センタ ー ， 20 12 ．6 ．  
  霍 明 ， 常 冬 梅 ， 丸 山 仁 司 ： 高 齢 者 に お け る 転 倒 予 測 に 関 す る 研
究 ― 足 踏 み 時 プ ロ ー ブ 反 応 時 間 を 中 心 と し て ― ． 理 学 療 法 科 学
22 ( 3 ) ：35 9 -3 64 ，20 07  
  葭 原 明 弘 ， 高 野 尚 子 ， 宮 崎 秀 夫 ： 65 歳 以 上 高 齢 者 に お け る 全
身 状 態 と 口 腔 健 康 状 態 の 関 連 ― 特 定 高 齢 者 判 定 項 目 か ら ． 口
腔 衛 生 会 誌 58 ：9- 15， 200 8  
  片 岡 保 憲 ， 越 智 亮 ， 和 田 隆 二 ， 太 場 岡 英 利 ， 森 岡 周 ， 八 木 文
雄 ： 引 き 算 を 伴 う 二 重 注 意 要 求 課 題 は 立 位 姿 勢 動 揺 を 抑 制 す
る． 理 学 療 法 科 学 22 ( 2 ) ：23 5 - 2 38 ，20 07  
  加 藤 真 由 美 ， 泉 キ ヨ 子 ， 川 島 和 代 ， 牧 本 清 子 : 入 院 高 齢 者 の 転
倒 要 因 につ い ての 研 究  3 種 類 の 施 設 の前 向 き調 査 か ら .金 沢 大
学 医 学 部 保 健 学 科 紀 要 24 ( 1 ) : 1 2 7 - 134 , 2 0 0 0  
  加 藤 真 由 美 ， 泉 キ ヨ 子 ， 平 松 知 子 ， 正 源 寺 美 穂 : 健 康 教 室 に 参
加 し て い る 地 域 高 齢 者 の 転 倒 要 因 . 北 陸 公 衆 衛 生 学 会 誌
33 ( 1 ) : 9 - 1 4 , 2 0 0 6  
  上 内 哲 夫 ：医 療 施 設 にお ける 高 齢 者 の転 倒 予 防 への こ の 10 年
の取 り 組 み と今 後 の 課 題 ． 理 学 療 法 2 7 ( 5 )： 638 - 64 4 ， 201 0  
  川 満 由 美 子 ， 比 嘉 ま ゆ み ， 玉 城 優 子 ， 仲 西 壽 美 ， 玉 栄 瞳 ， 湧 田
久 美 子 : 自 宅 退 院 者 の 転 倒 要 因 . 日 本 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 看 護 学
会 集 録 16 回 : 1 3 - 1 5 , 2 0 0 4  
  神 崎 恒 一 ： 高 齢 者 の 転 倒 リ ス ク の 評 価 ． 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌
48 ( 1 ) ：33 -35 ，2 011  
  菊 池 有 紀 ， 薬 袋 淳 子 ， 島 内 節 ， 成 順 月 ： 要 支 援 か ら 要 介 護 3 の
後 期 高 齢 者 の 認 知 機 能 ・ う つ 傾 向 ・ 握 力 に 対 す る 二 重 課 題 の 有
効 性 ― デ イ サ － ビ ス に お け る 「 か ぞ え て 体 操 」 の 実 践 を 通 じ て ― ．
老 年 社 会 科 学 33 ( 4 ) ．55 5 -5 65 ，20 12  
  菊 池 令 子 ， 神 崎 恒 一 ， 川 島 有 美 子 ， 岩 田 安 希 子 ， 長 谷 川 浩 ，
井 形 昭 弘 ，鳥 羽 研 二 ： 運 動 習 慣 を 有 する 高 齢 女 性 に お ける 転 倒
リスク ． 日 老 医 誌 4 5：52 6 -53 1， 200 8  
  菊 池 令 子 ， 神 崎 恒 一 ， 中 村 哲 郎 ， 鳥 羽 研 二 ： リ ス ク 評 価 に よ る 転
倒 予 防 戦 略 ． CL I N ICAL  C AL C I UM1 8 ( 6 ) ： 5 0-5 3， 200 8  
  吉 良 健 司 ：在 宅 に おけ る高 齢 者 の転 倒 予 防 への この 10 年 の取 り
組 み と今 後 の 課 題 ．理 学 療 法 27 ( 5 ) ： 645 - 652 ，20 10  
  金 信 敬 ， 黒 澤 和 生 ： 太 極 拳 運 動 に よ る 地 域 高 齢 者 の 身 体 機 能
向 上 及 び 転 倒 予 防 に 関 す る 研 究 － 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 と し
て－ ．理 学 療 法 科 学 21 ( 3 )：2 75 - 279 , 2 0 0 6  
  久 保 晃 ， 丸 山 仁 司 ， 高 橋 龍 太 郎 ： 高 齢 者 の 転 倒 ． 理 学 療 法 科
学 14 ( 3 )：1 39 - 142 , 1 9 9 9  
  栗 田 泰 成 ， 天 野 麻 美 ， 大 城 昌 平 : 大 腿 骨 近 位 部 骨 折 術 後 リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン に お け る 二 重 課 題 ト レ ー ニ ン グ の 効 果 . 総 合 リ ハ
40 ( 1 2 ) : 1 5 4 7 - 1 554 , 2 0 1 2  
  黒 柳 律 男 ： 転 倒 に 関 し た 各 種 機 能 評 価 法 ． 関 節 外 科 2 5 ( 7 ) ：
46-5 1， 2006  
  工 藤 友 裕 ， 森 雄 太 ， 生 野 繁 子 : 在 宅 高 齢 者 の 生 活 状 況 と 転 倒
要 因 . 日 本 看 護 学 会 論 文 集 4 0 : 8 0 - 8 2 , 2 0 1 0  
  厚 生 労 働 省 ： 介 護 予 防 とは ． h t t p : / / www . mh lw . g o . j p / t o p i c s -  
/ k a i g o / y o bou /d l / y o b ou . p d f , ( 参 照 2 013 - 08 -2 1 )  
  厚 生 労 働 省 ： 平 成 22 年 国 民 生 活 基 礎 調 査 の 概 況 ．
h t t p : / /w ww . mh lw . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / hw /k - t y o s a / k - t y o s a 1
0 / 4 - 2 . h t m l , ( 参 照 2013 - 08 - 02 )  
  厚 生 労 働 省 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 ： 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー
ションの あ るべ き方 向 ． h t t p : / / ww w . j u p i t e r . s a n n e t . n e . j p / t o 4 0 -  
3 / t o k u s h u u/ r e h a / h ou k ou . h tm l ( 参 照 2013 -08 - 21 )  
  小 栢 進 也 ， 池 添 冬 芽 ， 建 内 宏 重 ， 曽 田 直 樹 ， 坪 山 直 生 ， 市 橋
則 明 ： 高 齢 者 の 姿 勢 制 御 能 力 と 転 倒 恐 怖 感 お よ び 生 活 活 動 量
との関 連 ．理 学 療 法 学 3 7 ( 2 ) ：78 - 84 ，20 10  
  小 松 泰 喜 ， 田 中 尚 喜 ， 上 内 哲 男 ， 奥 泉 宏 康 ， 黒 柳 律 雄 ， 武 藤
芳 照 ， 太 田 美 穂 ， 上 岡 洋 晴 ， 岡 田 真 平 ： 施 設 入 居 者 の 転 倒 回
避 能 力 の 経 時 的 変 化 ． 身 体 教 育 医 学 研 究 2 ：8 -12 , 2 0 0 1  
  小 林 誠 ， 松 下 隆 ， 大 庭 浩 ： 院 内 ・ 施 設 内 転 倒 の 原 因 と 予 防 ． 関
節 外 科 25 ( 7 ) ： 52- 55， 200 6  
  越 野 英 哉 ： 二 重 課 題 の 神 経 基 盤 ． T h e  J a p a n e s e  J o u r n a l  o f  
P s y c h o no m i c  S c i e n c e 2 8 ( 1 ) ： 59 - 71 ，2 009  
  河 野 禎 之 ， 山 中 克 夫 ： 施 設 入 所 高 齢 者 に お け る 転 倒 ・ 転 落 事
故 の 発 生 状 況 に 関 する 調 査 研 究 ． 老 年 社 会 科 学 34 ( 1 ) ：3 -1 5 ，
2012  
  坂 田  悍 教 : 地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 介 護 予 防 特 定 高 齢 者 に
関 す る 課 題  介 護 予 防 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 運 動 機 能 評 価 の 比 較
よ り . 埼 玉 包 括 的 リ ハ研 究 会 誌 9 ( 1 ) :  3 - 8 , 2 0 1 0  
  阪 本 桂 造 ： 片 足 起 立 運 動 訓 練 の 転 倒 予 防 に 対 す る 効 果 ． 関 節
外 科 2 5 ( 7 ) ： 66 -70 ，20 06  
  佐 藤 幸 子 ， 斉 藤 明 子 ， 井 上 京 子 ， 片 桐 智 子 ， 沼 沢 さ と み ， 鈴 木
克 彦 ， 伊 藤 友 一 ， 内 田 勝 雄 ， 八 木 忍 ， 大 島 義 彦 : 老 人 保 健 施
設 に お け る 高 齢 者 の 転 倒 状 況 の パ タ ー ン 分 類 . 山 形 保 険 医 療 研
究 5 : 9 - 1 5 , 2 0 0 2  
  佐 藤 慎 ， 大 杉 絋 徳 ， 大 城 昌 平 : 高 齢 者 の 認 知 運 動 機 能 に 対 す
る 足 踏 み 運 動 と 計 算 課 題 を 組 み 合 わ せ た 二 重 課 題 自 主 ト レ ー ニ
ングの 効 果 . 理 学 療 法 ジャ ーナル 47 ( 1 ) : 7 8 - 8 3 , 2 0 1 3  
  下 坂 充 ： 文 献 を 探 す 方 法 ― 電 子 ジ ャ ー ナ ル の オ ー プ ン ア ク セ ス か
ら i P a d によ る文 献 活 用 スタ イル まで― ．理 学 療 法 27 ( 6 ) ： 788 - 803 ，
2010  
  重 松 良 祐 ， 中 西 礼 ： 虚 弱 高 齢 者 へ の 介 入 頻 度 の 違 い が 自 宅 運
動 実 施 率 と 体 力 ， 注 意 機 能 ， Q O L に 及 ぼ す 影 響 ． 体 育 学 研 究
56：4 03 -4 12 ，20 11  
  島 浩 人 ， 池 添 冬 芽 ： 加 齢 に よ る 二 重 課 題 バ ラ ン ス 能 力 低 下 と 転
倒 及 び 認 知 機 能 と の 関 連 に つ い て ． 理 学 療 法 科 学 24 ( 6 ) ：
841- 845 , 2 0 1 0  
  篠 田 邦 彦 : 在 宅 高 齢 者 の 転 倒 リ ス ク 減 少 に 向 け た 身 体 的 ・ 機 能
的 運 動 プ ロ グ ラ ム の 効 果 に 関 す る 検 討 . 新 潟 医 学 会 雑 誌
121 ( 6 ) : 3 2 2 - 33 0 , 2 0 0 7  
  鈴 川 芽 久 美 ， 島 田 裕 之 ， 牧 迫 飛 雄 馬 ， 渡 辺 修 一 郎 ， 鈴 木 隆
雄 ： 要 介 護 高 齢 者 に お け る 転 倒 と 骨 折 の 発 生 状 況 ． 日 老 医 誌
46：3 34 -3 40 , 2 0 0 9  
  鈴 木 隆 雄 : 転 倒 の 疫 学 . 日 老 医 誌 4 0 : 8 5 - 9 4 ，2 003  
  鈴 木 隆 雄 ： 転 倒 ・ 骨 折 予 防 か ら み た 転 倒 の 危 険 因 子 ． 関 節 外 科
25 ( 7 ) ：21 -26 ，2 006  
  関 直 樹 ： 骨 折 と 寝 た きり ．日 老 医 誌 3 7： 90 0 -90 2， 200 0  
  征 矢 野 あ や 子 ， 上 岡 洋 晴 ， 岡 田 真 平 ， 高 島 洋 子 ， 中 尾 幸 代 ，
中 村 恵 子 ， 坂 本 育 子 ， 太 田 美 穂 ， 武 藤 芳 照 ： 転 倒 予 防 教 室 に
よ る移 動 能 力 と心 理 的 Q O L への効 果 ． 身 体 教 育 医 学 研 究 3 ：
27-3 4 , 2 0 0 2  
  総 務 省  統 計 局 ・ 政 策 統 括 官 ( 統 計 基 準 担 当 ) ・ 統 計 研 究 所 ：
高 齢 者 の 人 口 ． 2 0 11 -9 -15 ．h t t p : / /w ww . s t a t .  g o . j p / d a t a / t o p i  
c s / t o p i 5 4 1 . h t m , ( 参 照 2 013 - 08 - 01 )  
  高 井 逸 史 ： 障 害 高 齢 者 に お け る 環 境 要 因 が 立 位 姿 勢 制 御 に 及
ぼす影 響 ．総 合 リ ハ 34 ( 1 2 ) ：11 79 - 11 83 ， 200 6  
  高 井 逸 史 ： 注 意 課 題 を 伴 う バ ラ ン ス 練 習 が 転 倒 恐 怖 感 に 及 ぼ す
影 響 ― 転 倒 歴 の あ る 要 介 護 高 齢 者 を 対 象 に ― ． 日 老 医 誌 4 7 ：
220- 225 ，20 10  
  高 岡 徹 ， 尾 崎 浩 子 ： T r a i l  Ma k i n g  T e s t ． 臨 床 リ ハ 18 ( 3 ) ：
246- 250 ，20 09  
  高 橋 美 絵 ， 上 岡 洋 晴 ： 太 極 拳 の 運 動 特 性 ， バ ラ ン ス 訓 練 の 効 果
と そ の 活 用 に 関 す る 考 察 － 中 高 年 の 新 た な 運 動 プ ロ グ ラ ム の 一
手 法 として －． 身 体 教 育 医 学 研 究 5 ：5 9- 66 , 2 0 0 4  
  高 橋 美 絵 ：転 倒 予 防 と 運 動 ． 関 節 外 科 25 ( 7 )： 7 2- 7 7， 2 006  
  高 取 克 彦 ， 岡 田 洋 平 ， 庄 本 康 治 ， 生 野 公 貴 ， 椰 野 浩 司 ， 徳 久
謙 太 郎 ： 障 害 物 跨 ぎ 動 作 中 の 認 知 課 題 負 荷 が 脳 卒 中 片 麻 痺
患 者 の 転 倒 リスク に 与 える 影 響 ． 総 合 リ ハ 39 ( 2 )： 157 -16 2 ，20 11  
  鳥 羽 研 二 ， 岩 田 安 希 子 ， 清 水 昌 彦 ， 神 崎 恒 一 ： 転 倒 の リス ク と そ
の評 価 ．ね むり と医 療 2 ( 1 ) ：23 - 26 ，2 0 09  
  鳥 羽 研 二 ， 菊 池 令 子 ， 岩 田 安 希 子 ， 神 崎 恒 一 ： 臨 床 医 に 役 立
つ 易 転 倒 性 発 見 の た め の 「 転 倒 ス コ ア 」 ． 日 医 雑 誌 137 ( 1 1 )  
2 2 7 5 - 227 9 ， 200 9  
  鳥 羽 研 二 ， 菊 池 令 子 ， 岩 田 安 希 子 ： 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 の 早 期 発
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13 耳が聞こえにくいですか。 はい いいえ
14 もの忘れが気になりますか。 はい いいえ
15 転ばないかと不安になりますか。 はい いいえ
16 毎日、お薬を5種類以上飲んでいますか。 はい いいえ
17 家の中が暗く感じますか。 はい いいえ
18 家の中によけて通るものがおいてありますか。 はい いいえ
19 家の中に段差がありますか。 はい いいえ
20 階段を使わなくてはなりませんか。 はい いいえ








1 バスや電車で１人で外出していますか はい いいえ
2 日用品の買い物をしていますか はい いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか はい いいえ
4 友人の家を訪ねていますか はい いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか はい いいえ
6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っています はい いいえ
7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がってますか はい いいえ
8 １５分間位続けて歩いていますか はい いいえ
9 この１年間に転んだことがありますか はい いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか はい いいえ
11 ６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少はありましたか はい いいえ
12 身長（　　　　　cm）　　体重（　　　　　kg）　　（＊ＢＭＩ １８．５未満なら該当） はい いいえ
13 半年前に比べて堅いものが食べにくくなりましたか はい いいえ
14 お茶や汁物等でむせることがありますか はい いいえ
15 口の渇きが気になりますか はい いいえ
16 週に１回以上は外出していますか はい いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい いいえ
18  周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか はい いいえ
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか はい いいえ
20 今日が何月何日かわからない時がありますか はい いいえ
21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない はい いいえ
22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった はい いいえ
23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる はい いいえ
24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない はい いいえ




資 料 3 
転 倒恐怖感 (Fall Efficacy Scale : FES )ア ンケート  
 
日 時：平成    年   月   日               
氏 名：              
 
 次の動作 をす るとき、 転ば ずにやり 遂げ る自信は ど
れ くらいあ りま すか？  
 あてはま るも のを○で 囲ん でくださ い。  
 
① 布団に入 った り布団か ら立 ち上がっ たり すること  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
② 床から立 った り座った りす ること  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
③ ズボンや スカ ートを着 たり 脱いだり する こと  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
④ 簡単なそ うじ や片付け をす ること  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
⑤ 日常のち ょっ とした簡 単な 買い物 を する こと  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
⑥ 階段を降 りる こと  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
⑦ 混雑した 場所 を歩くこ と  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
⑧ 薄暗い場 所を 歩くこと  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
⑨ 両手に物 を持 って歩く こと  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
⑩ 芝生や砂 利の 上などで こぼ こした地 面を 歩くこと  
  1： 全く自信 がない   2： あまり自 信が ない   
3：まあ 自信があ る   4：大変 自信があ る  
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TMT-B        






















計 測時間      秒  
は じ め  

























投 稿 論 文 の 記 事 の 種 類 ：   
（ 原 著 ）  
題 目 ：   
地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 リ ス ク 調 査
と の 関 連 性  
英 文 題 目  
R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  f a l l  r i s k  a n d  g a i t  a b i l i t y  o n  m u l t i - t a s k  c o n d i t i o n s  
i n  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  e l d e r l y  
著 者 名  
高 田   祐 1 ) 2 ) 、 藤 田  好 彦 2 ) 3 ) 、 久 保 田  智 洋 1 ) 、 稲 田  晴 彦 2 ) 、 奥 野  純
子 2 ) 、 柳   久 子 2 )  
英 文 著 者 名  
Y u  T a k a t a 1 ) 2 ) ,  Y o s h i h i k o  F u j i t a 2 ) 3 )  ,  T o m o h i r o  K u b o t a 1 ) ， H a r u h i k o  
I n a d a 2 ) ,   J u n k o  O k u n o 2 ) ,   H i s a k o  Y a n a g i  2 )  
所 属 と 住 所 と 電 話 番 号  
1 ) ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校  
〒 3 0 0 - 0 0 3 2  茨 城 県 土 浦 市 湖 北 2 - 1 0 - 3 5  ℡ 0 2 9 - 8 2 4 - 7 6 1 1  
2 ) 筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総 合 科 学 研 究 科 ヒ ュ ー マ ン ・ ケ ア 科 学 専 攻 福 祉 医
療 学  
〒 3 0 5 - 8 5 7 7  茨 城 県 つ く ば 市 天 王 台 1 - 1 - 1  
3 )  茨 城 県 立 医 療 大 学 保 健 医 療 学 部 作 業 療 法 学 科  
〒 3 0 0 - 0 3 9 4  茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 大 字 阿 見 4 6 6 9 - 1  
英 文 所 属 と 住 所 と 電 話 番 号  
1 )  A H R  M e d i c a l  a n d  W e l f a r e  C o l l e g e  S c h o o l   
2 )  D e p a r t m e n t  o f  M e d i c a l  S c i e n c e  a n d  W e l f a r e ,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  
C o m p r e h e n s i v e  H u m a n  S c i e n c e ,  U n i v e r s i t y  o f  T s u k u b a  
3 )  I b a r a k i  P r e f e c t u r a l  U n i v e r s i t y  o f  H e a l t h  S c i e n c e s ,  D e p a r t m e n t  o f  
O c c u p a t i o n a l  T h e r a p y  
R i g a k u r y o h o  K a g a k u     S u b m i t t e d  2 0 1 3 / 0 9 / 1 8    A c c e p t e d  
  
A B S T R A C T  
[ P u r p o s e ]  T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s t u d y  w a s  t o  c l a r i f y  t h e  r e l a t i o n s h i p  
b e t w e e n  f a l l  r i s k  a n d  g a i t  a b i l i t y  u n d e r  m u l t i - t a s k  c o n d i t i o n s  i n  
c o m m u n i t y - d w e l l i n g  e l d e r l y  i n d i v i d u a l s .  [ S u b j e c t s ]  T h e  s t u d y  i n c l u d e d  
3 5  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  e l d e r l y  i n d i v i d u a l s  f r o m  t h e  I b a r a k i  P r e f e c t u r e .  
[ M e t h o d ]  G a i t  a b i l i t y  w a s  m e a s u r e d  d u r i n g  a  1 0 - m  w a l k  u n d e r  
m u l t i - t a s k  c o n d i t i o n s  ( b a l a n c e ,  a u d i t o r y ,  r e a d i n g ,  s u b t r a c t i o n ) ,  a n d  i t  
w a s  c o m p a r e d  w i t h  t h e  g a i t  a b i l i t y  d u r i n g  n o r m a l  w a l k .  S u b j e c t s ’  
c h a r a c t e r i s t i c s  i n c l u d i n g  f a l l  s c o r e  w e r e  o b t a i n e d  f r o m  a  s e l f - r e p o r t  
q u e s t i o n n a i r e .   [ R e s u l t s ]  C h a n g e s  i n  s t r i d e  l e n g t h s  a n d  t h e  n u m b e r  
s t e p s  o n  a u d i t o r y  t a s k s  s h o w e d  a  s i g n i f i c a n t  c o r r e l a t i o n  w i t h  f a l l  
s c o r e s .  A d d i t i o n a l l y ,  c h a n g e s  i n  s t r i d e  l e n g t h s  w e r e  s i g n i f i c a n t l y  
l a r g e r  i n  t h e  m u l t i - f a l l  g r o u p  t h a n  i n  t h e  n o n - f a l l  g r o u p .   
[ C o n c l u s i o n ]  O u r  d a t a  s u g g e s t e d  t h a t  d e t e r m i n i n g  g a i t  a b i l i t y  u n d e r  
m u l t i - t a s k  c o n d i t i o n s  m i g h t  h e l p  i d e n t i f y  s u b j e c t s  a t  a  h i g h  r i s k  o f  f a l l ,  
a n d  t h a t  m o r e  c o m p l e x  t a s k s  t h a n  d u a l  w e r e  s u i t a b l e  f o r  
c o m m u n i t y - d w e l l i n g  e l d e r l y  i n d i v i d u a l s .  
 
K e y  w o r d s :  C o m m u n i t y - d w e l l i n g  e l d e r l y ,  M u l t i - t a s k  c o n d i t i o n s ,  F a l l  






要 旨  
〔 目 的 〕 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 リ
ス ク と の 関 係 を 明 ら か に す る こ と と し た 。 〔 対 象 〕 地 域 在 住 高 齢 者 3 5 名 と し た 。
〔 方 法 〕 過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数 、 転 倒 ス コ ア 、 さ ら に 1 0 m の 自 由 歩 行 と 多 重
課 題 条 件 下 ( バ ラ ン ス 、 聴 覚 、 朗 読 ま た は 減 算 ) で の 歩 行 を 行 い 、 時 間 ・ 歩
幅 ・ 歩 数 を 測 定 し 、 自 由 歩 行 か ら の 変 化 率 を 算 出 し た 。 〔 結 果 〕 転 倒 ス コ ア は
聴 覚 課 題 下 の 歩 幅 、 歩 数 と 有 意 な 相 関 を 示 し た 。 転 倒 経 験 が 複 数 回 の 者
は な い 者 に 比 し て 、 聴 覚 課 題 下 で の 歩 幅 の 減 少 率 が 有 意 に 大 き か っ た 。 〔 結
語 〕 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 す る 転 倒 予 測 法 と し て 多 重 課 題 法 は 有 用 で 課 題
と し て は 、 聴 覚 課 題 の よ う な や や 複 雑 な 課 題 が 適 し て い る 。  
   
キ ー ワ ー ド ： 地 域 在 住 高 齢 者 、 多 重 課 題 、 転 倒 リ ス ク  
 
 
所 属 名 と 住 所 （ 郵 便 番 号 ）  電 話 番 号  メ ー ル ア ド レ ス  
ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 理 学 療 法 学 科  茨 城 県 土 浦 市 湖 北 2 - 1 0 - 3 5 ( 〒
3 0 0 - 0 0 3 2 )  0 2 9 - 8 2 4 - 7 6 1 1  y - t a k a t a @ t i b - r . c o . j p  
  
Ⅰ ． は じ め に  
 転 倒 は 、 何 ら か の 原 因 に よ っ て 身 体 の 正 常 位 置 が 企 図 に 反 し て 大 き く ズ レ 、
姿 勢 反 射 で 対 応 し え な く な っ た 結 果 発 生 す る 1 ) 。 転 倒 す る 可 能 性 が あ る 様 々
な 年 代 の う ち 高 齢 者 や 障 害 を 持 っ た 患 者 に 多 い 。 地 域 在 住 高 齢 者 の 転 倒
発 生 率 は 、 日 本 で は 1 年 間 に 2 0 % 前 後 と さ れ て お り 、 そ し て そ の 転 倒 の 5 ～
1 0 % に 骨 折 が 発 生 す る と い わ れ て い る 2 ) 。 転 倒 後 の 骨 折 に よ る 二 次 的 損 傷 は
「 寝 た き り 」 の 原 因 と な る こ と が あ る た め 、 近 年 で は 転 倒 予 防 に 対 す る 意 識 が 非
常 に 高 ま っ て き て い る 。  
転 倒 予 防 の た め の 評 価 は 、 転 倒 の 危 険 性 の あ る 対 象 者 を 抽 出 し 、 予 防
策 を 実 施 す る た め に 最 初 の ス テ ッ プ と し て 重 要 で あ る こ と か ら 、 こ れ ま で に 多 く
の 転 倒 予 測 評 価 法 が 開 発 さ れ て い る 。 区 大 的 に は 、 バ ラ ン ス 能 力 把 握 を 目
的 と す る B e r g  B a l a n c e  S c a l e や T i m e d  U p ＆ G o 、 F u n c t i o n a l  R e a c h 等 が 挙
げ ら れ る 。 そ の 多 く は 、 転 倒 に 直 結 す る 身 体 機 能 と し て の バ ラ ン ス 能 力 を 評 価
対 象 と す る 尺 度 に 使 用 し て い る 。 そ の 中 で 、 鳥 羽 ら 3 ) に よ っ て 転 倒 ハ イ リ ス ク 者
を 早 期 発 見 す る た め の 簡 易 的 な 評 価 方 法 が 作 成 さ れ た  ( 表 1 ) 。 尺 度 と な る
転 倒 ス コ ア は 、 筋 力 低 下 、 バ ラ ン ス 欠 如 、 歩 行 障 害 、 視 力 障 害 、 認 知 機 能
障 害 、 A D L 障 害 、 起 立 性 低 血 、 加 齢 、 転 倒 の 既 往 、 慢 性 疾 患 、 薬 剤 、 段
差 な ど の 全 2 1 項 目 の 質 問 か ら な り 、 「 は い 」 、 「 い い え 」 で 記 入 さ れ る も の で あ る 。
各 質 問 項 目 に 、 0 あ る い は 1 点 を 配 点 し 、 最 高 を 2 1 点 と す る 。 本 ス コ ア の 高 さ
は 転 倒 リ ス ク も 高 い こ と を 意 味 す る 。 こ の 転 倒 ス コ ア を 用 い た 評 価 は 、 地 域 在
住 高 齢 者 を 対 象 と し て 横 断 的 あ る い は 縦 断 的 に 検 討 さ れ て い る 。  
一 方 、 注 意 の 分 散 に よ り 歩 行 速 度 が 低 下 す る 虚 弱 高 齢 者 は 転 倒 す る リ ス
ク が 非 常 に 高 い こ と が L a n c e t に 紹 介 さ れ て 4 ) 、 そ れ 以 来 多 重 課 題 条 件 下 で
の パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 法 が 注 目 さ れ て い る 。 多 重 課 題 条 件 と は 、 要 求 さ れ る 2
つ 以 上 の 課 題 を 同 時 に こ な す と い う も の で あ り 、 注 意 を 適 切 に 配 分 し な が ら 、
複 数 の 課 題 を 遂 行 す る こ と が 求 め ら れ る 。 L u n d i n - O l s s o n 4 ) は 、 易 転 倒 傾 向
に あ る 高 齢 者 は 、 歩 行 能 力 低 下 に よ っ て 注 意 資 源 の 中 で の 歩 行 に 向 け ら れ
る 注 意 量 の 割 合 が 増 大 す る こ と か ら 、 歩 行 以 外 の 事 象 に 注 意 を 向 け ら れ る 余
裕 が 減 少 、 ま た は 消 失 し た 状 態 で そ の 事 象 に 注 意 を 向 け る こ と で 、 歩 行 に 対
す る 注 意 量 が 急 激 に 減 少 し 、 歩 行 を 中 止 せ ざ る を 得 な く な っ て し ま う と 予 測 し
た 。 わ が 国 で は 、 虚 弱 高 齢 者 に お け る 転 倒 ハ イ リ ス ク 者 の ス ク リ ー ニ ン グ 法 と し
て 、 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 時 間 5 ) や T i m e d  U p  a n d  G o  T e s t 6 ) な ど が 有
用 で あ る と 報 告 さ れ て い る 。 こ れ ら の 方 法 を 地 域 在 住 の 高 齢 者 を 対 象 と す る
場 合 に お い て も 利 用 可 能 で あ る と 思 わ れ る 。 し か し 、 転 倒 リ ス ク と し て 広 く 用 い
ら れ て い る 転 倒 ス コ ア と 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 の 関 係 を 調 査 し た も
の は な い 。 ま た 、 理 学 療 法 分 野 に お い て も 高 齢 者 に 対 し て 転 倒 予 防 は 重 要
で あ り 、 今 回 対 象 と し た 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 が 高 齢 者 の 転 倒 予
防 評 価 と し て 寄 与 す る と 思 わ れ る 。  
そ こ で 本 研 究 の 目 的 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 で の
歩 行 能 力 と 転 倒 リ ス ク と の 関 係 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  
Ⅱ ． 対 象 と 方 法  
１ ．  対 象  
 茨 城 県 N 市 の 平 成 2 3 年 度 介 護 予 防  ( 一 次 予 防 ) 事 業 に 参 加 し た 地 域
在 住 高 齢 者 3 5 名 を 対 象 と し た 。 N 市 は 、 全 人 口 は 3 7 , 5 4 1 人 で あ り そ の う ち
高 齢 者 人 口 は 1 0 , 4 1 1 人 、 高 齢 化 率 2 7 . 7 % で あ る  ( 平 成 2 4 年 3 月 現 在 ) 。
本 研 究 の 実 施 に 先 立 ち 、 筑 波 大 学 大 学 院 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 に て 承 認
を 得 た  ( 承 認 番 号 2 3 - 9 ) 。 な お 、 す べ て の 被 験 者 に は 予 め 本 研 究 の 目 的 と
内 容 を 説 明 し 、 文 書 に よ る 同 意 を 得 た 後 に 計 測 を 行 っ た 。  
２ ．  方 法  
課 題 の な い 1 0 m 自 由 歩 行  ( 以 下 、 自 由 歩 行 ) と 、 歩 行 以 外 の 課 題 を 遂
行 し な が ら の 歩 行  ( 以 下 、 多 重 課 題 歩 行 ) の 2 条 件 で 行 っ た 。 多 重 課 題 と し
て 歩 行 に 付 加 す る 動 作 の 選 択 枝 は 、 水 の 入 っ た 4 つ の コ ッ プ を 持 つ ( 以 下 、
バ ラ ン ス 課 題 ) 、 引 き 算 の 問 題 を 聞 き 取 り な が ら 計 算 す る ( 以 下 、 聴 覚 課 題 ) 、
文 章 を 朗 読 す る ( 以 下 、 朗 読 課 題 ) 、 5 0 か ら 2 を 順 次 引 く ( 以 下 、 減 算 課 題 )
の 4 つ と し た 。 課 題 の 順 序 は ラ ン ダ ム に 実 施 し た 。 ま た 、 認 知 機 能 の 評 価 と し
て M i n i - M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n  ( 以 下 、 M M S E ) 、 T r a i l  M a k i n g  T e s t  A 、
B  ( 以 下 、 T M T A 、 B ) を 用 い た 。 転 倒 リ ス ク の 評 価 は 、 過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数
と 鳥 羽 ら 3 ) が 開 発 し た 転 倒 ス コ ア を 用 い た 。 歩 行 能 力 の 尺 度 と し て 、 1 0 m 歩
行 時 間 、 歩 幅 、 歩 数 を 採 用 し た 。 自 由 歩 行 能 力 に 対 す る 多 重 課 題 条 件 下
に お け る 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 ％ 【  ( 多 重 課 題 歩 行 － 自 由
歩 行 ) ／ 自 由 歩 行 × 1 0 0 】 を 算 出 し た 。 さ ら に 、 過 去 1 年 間 の 転 倒 調 査 よ り 、
転 倒 が 1 度 も な い  ( 以 下 、 非 転 倒 群 ) 、 1 回 ( 以 下 、 1 回 転 倒 群 ) 、 2 回 以 上
( 以 下 、 複 数 回 転 倒 群 ) の 3 群 に 分 類 し た 。  
統 計 学 的 分 析 と し て 、 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 歩 行 能 力 の 変 化 率 と 転
倒 ス コ ア の 関 連 性 に つ い て P e a r s o n の 積 率 相 関 係 数 を 用 い て 分 析 し た 。 さ ら
に 、 非 転 倒 群 、 1 回 転 倒 群 、 複 数 回 転 倒 群 の 間 で の 転 倒 ス コ ア お よ び 多 重
課 題 条 件 下 に お け る 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 の 比 較 に は
K r u s k a l - W a l l i s 検 定 お よ び 多 重 比 較 ( B o n f e r r o n i 法 ) を 用 い た 。 な お 、 解 析
に は 統 計 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア S P S S  v e r . 1 9  ( I B M 社 製 ) を 用 い 、 す べ て の 有 意 水
準 を 5 % と し た 。  
Ⅲ ． 結 果  
 結 果 は 、 平 均 値 ± 標 準 偏 差  ( 範 囲 ) で 示 す 。  
多 重 課 題 条 件 下 に お け る 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 を み る と 、
歩 行 時 間 は 1 6 ％ ～ 3 7 ％ の 増 加 、 歩 幅 は 9 ％ ～ 1 5 ％ の 減 少 、 歩 数 は 1 2 ％ ～
2 2 ％ の 増 加 を 示 し た ( 表 3 ) 。 歩 行 能 力 変 化 率 と 転 倒 ス コ ア 合 計 点 と の 相 関
( 表 4 ) の う ち 、 転 倒 ス コ ア と 聴 覚 課 題 の 歩 幅 と の 間 に は 有 意 な 負 ( r ＝ － 0 . 3 7 )  
の 、 歩 数 と の 間 に は 有 意 な 正  ( r ＝ 0 . 3 5 ) の 相 関 が み ら れ た  ( 図 1 ) 。 表 5 に 転
倒 回 数 別 の 、 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能
力 を 示 す 。 聴 覚 課 題 に お け る 歩 幅 の 変 化 に お い て 3 群 間 で 有 意 な 差 が み ら
れ 、 多 重 比 較 の 結 果 、 非 転 倒 群 に 比 べ 複 数 回 転 倒 群 で 有 意 に 低 い 値 を 示
し た ( p ＜ 0 . 0 5 ) 。  
Ⅳ ． 考 察  
 本 研 究 は 、 一 般 高 齢 者 を 対 象 に 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 自 由 歩 行 に 対
す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 と 転 倒 ス コ ア と の 関 連 性 お よ び 転 倒 回 数 別 に お け る
多 重 課 題 条 件 下 に お け る 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 を 調 査 し た 。
今 回 対 象 と し た 地 域 に お け る 研 究 で は 、 6 5 歳 以 上 の 介 護 認 定 を 受 け て い な
い 高 齢 者 の 平 均 年 齢 は 7 5 . 1 歳 、 平 均 転 倒 ス コ ア は 7 . 0 ± 3 . 8 点 で あ っ た 7 ) 。
ま た 、 一 般 高 齢 健 常 者 の M M S E は 平 均 得 点 2 7 . 1 ± 2 . 7 点  ( 平 均 年 齢 7 4 . 5
± 6 . 3 歳 ) と 報 告 さ れ て い る 8 ) 。 こ の こ と か ら 今 回 対 象 と し た 高 齢 者 で は 、 一 般
高 齢 者 と 比 べ て 転 倒 ス コ ア や 認 知 機 能 に は 大 き な 差 は な い と 思 わ れ る 。  
 多 重 課 題 条 件 下 に お け る 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 は 、 各 課
題 と も 歩 行 時 間 の 延 長 、 歩 幅 の 減 少 、 歩 数 の 増 加 が み ら れ た 。 虚 弱 高 齢 者
を み る と 対 象 と す る 多 重 課 題 条 件 で は 歩 行 安 定 性 の 低 下 、 歩 行 速 度 の 低
下 、 歩 数 の 増 加 、 姿 勢 動 揺 の 増 大 な ど が み ら れ て い る 9 ～ 1 1 ) 。 多 重 課 題 条 件
下 で は 、 同 時 に 発 生 す る 複 数 の 課 題 の そ れ ぞ れ に 対 し 、 適 切 な 量 の 注 意 を
向 け る と い う 注 意 の 分 配 機 能 が 求 め ら れ る 1 2 ) 。 こ の 機 能 の 低 下 は 高 齢 者 に
お け る 転 倒 の 要 因 と し て 近 年 注 目 さ れ て い る 。 今 回 の 地 域 在 住 高 齢 者 に お
い て も 歩 行 へ の 注 意 量 の 減 少 が 多 重 課 題 条 件 で の 歩 行 能 力 の 変 化 を も た
ら し た と 思 わ れ る 。  
 過 去 1 年 間 の 転 倒 回 数 に よ り 自 由 歩 行 に 対 す る 相 対 的 な 歩 行 能 力 と 転
倒 ス コ ア を 比 較 し た 結 果 、 複 数 回 転 倒 群 の 聴 覚 課 題 の 歩 幅 で 非 転 倒 群 に
比 べ 有 意 な 減 少 が み ら れ た 。 さ ら に 転 倒 ス コ ア 合 計 点 で は 、 聴 覚 課 題 に お け
る 歩 幅 と 有 意 な 負 の 歩 数 と 有 意 な 正 の 相 関 を も っ て い た 。 こ れ は 転 倒 リ ス ク が
高 い 高 齢 者 で は 聴 覚 課 題 下 で の 歩 行 に お い て 歩 幅 が 減 り 、 歩 数 が 増 加 す る 、
い わ ゆ る ち ょ こ ち ょ こ 歩 き に な る 傾 向 が あ る こ と を 示 す も の で あ る 。 西 村 ら 1 3 ) は 、
易 転 倒 高 齢 者 は 、 下 肢 筋 力 の 低 下 に よ り 歩 幅 が 減 少 し 、 バ ラ ン ス 機 能 低 下
に よ り 立 脚 期 の 時 間 が 延 長 さ れ る と 報 告 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 虚 弱 で な い 高
齢 者 の 転 倒 リ ス ク の ス ク リ ー ニ ン グ に は 、 今 回 用 い た 聴 覚 課 題 に お け る 歩 幅 と
歩 数 の 調 査 が 適 し て い る と 考 え ら れ る 。  
ま た 、 課 題 条 件 の う ち 、 転 倒 ス コ ア と の 間 に 有 意 な 相 関 が み ら れ た の は 、 聴
覚 課 題 の み で あ っ た 。 今 回 、 聴 覚 課 題 は 、 歩 行 に 計 算 問 題 を 聞 き 取 り な が ら
計 算 す る と い う 付 加 を 加 え た も の で 、 3 つ の 内 容 を 同 時 に 処 理 す る 内 容 で あ る
の に 対 し 、 そ の 他 の 課 題 は 2 つ だ け の 処 理 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 聴 覚 課 題 が 、
他 の 課 題 に 比 べ 難 易 度 が 高 か い こ と が 今 回 の 結 果 に つ な が っ た 可 能 性 が あ
る 。 今 回 対 象 と し た の は 、 多 く の 先 行 研 究 で 対 象 と し て い る 虚 弱 者 で は な く 、
一 般 の 地 域 在 住 者 で あ る こ と か ら 、 今 回 対 象 と し た 高 齢 者 で は 同 時 に 2 つ の
課 題 を 処 理 す る こ と が 容 易 で あ っ た か も し れ な い 。 転 倒 予 測 の た め の 多 重 課
題 法 は 、 入 院 患 者 や 施 設 利 用 者 に 対 す る 有 用 性 が 認 め ら れ て い る も の の 、
自 立 高 齢 者 や 地 域 在 住 高 齢 者 に お い て は エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 転 倒 リ ス ク
予 測 因 子 の 確 定 に は 至 っ て い な い と い わ れ て い る 1 4 ) 。 こ の 場 合 に は 、 2 重 課
題 よ り 複 雑 な 処 理 が 適 し て い る こ と が 示 唆 さ れ る 。  
 本 研 究 は 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 ス コ ア ・ 転 倒 歴 を 横 断 的
に 調 査 し た も の で あ り 、 転 倒 と の 因 果 関 係 を 明 確 に す る ま で に は 至 っ て い な い 。
今 後 は 、 多 重 課 題 条 件 下 で の 歩 行 能 力 と 転 倒 と の 関 係 を 前 向 き の 視 点 か
ら 検 討 し て い き た い 。  
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